
令和８年９月４日

№
議　 案
番　 号

案　　　　　　　　　　　　　　　件

１
報告第２２号
専決第１７号

専決処分事項の報告について
（令和８年度七戸町一般会計補正予算（第２号））

２ ６８
七戸町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する
条例について

３ ６９ 七戸町こども医療費給付条例の一部を改正する条例について

４ ７０ 七戸町養育医療費用徴収条例の一部を改正する条例について

５ ７１ 七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例について

６ ７２ 七戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について

７ ５９ 令和８年度七戸町一般会計補正予算（第３号）

８ ６０ 令和８年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

９ ６１ 令和８年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

１０ ６２ 令和８年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）

１１ ６３ 令和８年度七戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

１２ ６４ 令和８年度七戸町七戸霊園事業特別会計補正予算（第１号）

１３ ６５ 令和８年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）

１４ ６６ 令和８年度七戸町下水道事業会計補正予算（第２号）

１５ ６７ 令和７年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について

１６ 報告第２３号
令和７年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報
告について

１７ 報告第２４号 令和７年度七戸町一般会計継続費精算報告書の報告について

１８ 報告第２５号 令和７年度七戸町水道事業会計継続費精算報告書の報告について

１９ 報告第２６号
七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（令和
７年度事務事業分）に関する報告について

２０ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

２１ 諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

令和８年第３回七戸町議会定例会（９月）提出議案
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 報告第２２号 

 

専決処分事項の報告について 

 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を求める。 

 

 

  令和８年９月４日 提出 

 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴      
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 専決第１７号 

 

令和８年度七戸町一般会計補正予算（第２号） 

 

 令和８年度七戸町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 4,796千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 11,490,980千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

地方自治法第 179条第 1項の規定により専決処分する。 

 

  令和８年７月１日 

 

                                             七戸町長  田 嶋 邦 貴 

 

 

－　P　－ 3



第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

基 金 繰 入 金

　合　　　　　　計

PW

P

（単位Y千円）

款 項

繰 入 金

歳　　　　　入　　

PKRPOKOWX

PKRPOKOWU

PPKSWUKPWS

?補正前の額?

SKVXU

SKVXU

SKVXU

? 補 正 額 ?

PKRPSKWWT

PKRPSKWWQ

PPKSXOKXWO

計

－　Q　－
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??歳　出

商 工 費

保 健 体 育 費

　合　　　　　　計

V

PO

P

T

（単位Y千円）

款 項

商 工 費

教 育 費

歳　　　　　出　　

QWXKPTR

QWXKPTR

PKRXSKVVU

SQVKSUS

PPKSWUKPWS

?補正前の額?

QKUQX

QKUQX

QKPUV

QKPUV

SKVXU

? 補 正 額 ?

QXPKVWQ

QXPKVWQ

PKRXUKXSR

SQXKURP

PPKSXOKXWO

計

－　R　－ 5



歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

PW

１??総　　　括

繰 入 金

　 歳 入 合 計 　

款

PKRPOKOWX

PPKSWUKPWS

SKVXU

SKVXU

PKRPSKWWT

PPKSXOKXWO

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）

－　S　－
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G歳　　　　出H

V

PO

款

商 工 費

教 育 費

　 歳 出 合 計 　

QWXKPTR

PKRXSKVVU

PPKSWUKPWS

QKUQX

QKPUV

SKVXU

QXPKVWQ

PKRXUKXSR

PPKSXOKXWO

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

QKUQX

QKPUV

SKVXU

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
PW款??繰入金 ??１項??基金繰入金

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 財政調整基金繰 WSSKXSP SKVXU WSXKVRV?P財政調整基金繰 SKVXU財政調整基金繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　?SKVXU
入金 入金

計 PKRPOKOWUSKVXUPKRPSKWWQ

－　U　－
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３　歳　　　出
７款??商工費 ??１項??商工費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

U道の駅施設 SPKWOXQKUQXSSKSRW QKUQX?PS工事請負費 QKUQX道の駅駐車場舗装補修工事費　　　　　?QKUQX
管理費
計 QWXKPTRQKUQXQXPKVWQ QKUQX

PO款??教育費 ??５項??保健体育費

Q体育施設費 PQPKSROQKPUVPQRKTXV QKPUV?PQ委託料 QKPUV体育施設管理業務委託料　　　　　　　?QKPUV

計 SQVKSUSQKPUVSQXKURP QKPUV

－　V　－ 9



議案第６８号 

 

 

七戸町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

について 

 

 

 七戸町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を別紙

のとおり定める。 

 

 

  令和８年９月４日 提出 

 

 

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

地方自治法施行規則の一部を改正する省令（令和８年総務省令第８６号）の公布に伴

い、同令の改正内容に準じて、所要の改正を行う必要があることから提案するものであ

る。 
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1 

   七戸町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

七戸町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例（平成１７年条例第１１号）

の一部を次のように改正する。 

 

第５条第１項中「第２１条第２項」を「第１８条の３第１項」に改める。 

 

第１２条中「第１９条第１項第１号ト」を「第１８条の３第１項第７号」に改める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和８年１０月１日から施行する。 
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議案第６９号 

  

  

七戸町こども医療費給付条例の一部を改正する条例について 

  

  

七戸町こども医療費給付条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

  

  

令和８年９月４日 提出 

  

  

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第８７号）の公布に伴い、所要の改正

を行う必要があることから提案するものである。 
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1 

   七戸町こども医療費給付条例の一部を改正する条例 

  

  

 七戸町こども医療費給付条例（平成２１年条例第２４号）の一部を次のように改正

する。 

  

 第７条第１項中「青森県社会保険診療報酬支払基金」を「医療情報基盤・診療報酬

審査支払機構」に改める。 

  

   附 則 

 この条例は、令和８年１０月１日から施行する。 
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2 

（議案第６９号参考資料） 

七戸町こども医療費給付条例新旧対照表  

改   正   後  改   正   前  

（医療費の給付方法等）  （医療費の給付方法等）  

第７条 医療費は、子どもが医療の給付を

受けた医療機関等からの請求に基づき、

青森県国民健康保険団体連合会又は  

医療情報基盤・診療報酬審査支払機構を

通じて当該医療機関に支払うものとす

る。 

第７条 医療費は、子どもが医療の給付を

受けた医療機関等からの請求に基づき、

青森県国民健康保険団体連合会又は 

青森県社会保険診療報酬支払基金 を

通じて当該医療機関に支払うものとす

る。 

２・３ （略）  ２・３ （略）  
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議案第７０号 

  

  

七戸町養育医療費用徴収条例の一部を改正する条例について 

  

  

 七戸町養育医療費用徴収条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

  

  

  令和８年９月４日 提出 

  

  

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第８７号）の改正に伴い、同法の改正

内容に準じて、所要の改正を行う必要があることから提案するものである。 
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1 

   七戸町養育医療費用徴収条例の一部を改正する条例 

 

 

 七戸町養育医療費用徴収条例（平成２５年条例第２７号）の一部を次のように改正

する。 

 

 第１条中「法第２０条第６項」を「法第２０条第１０項」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第８７号）附則第１条

第６号に掲げる規定の施行の日から施行する。 
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議案第７１号 

  

  

七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例について 

  

  

 七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

  

  

  令和８年９月４日 提出 

  

  

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第８７号）の公布に伴い、所要の改正

を行う必要があることから提案するものである。 
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1 

   七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例 

 

 

 七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例（平成１７年条例第１１５号）の一部を次の

ように改正する。 

 

 第２条第４項中「第６条の３第１項」を「第６条の４」に改める。 

 

第５条第１項ただし書中「青森県社会保険診療報酬支払基金」を「医療情報基盤・

診療報酬審査支払機構」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、令和８年１０月１日から施行する。 
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2 

（議案第７１号参考資料） 

七戸町ひとり親家庭等医療費給付条例新旧対照表  

改   正   後  改   正   前  

（定義） （定義） 

第２条 （略）  第２条 （略）  

２・３ （略）  ２・３ （略）  

４ この条例において「養育者」とは、前

項に規定する父母のない児童を養育し、

かつ、その生計を維持する者であって、

児童福祉法（昭和22年法律第164号）第

６条の４       に規定する里親以外の

者をいう。 

４ この条例において「養育者」とは、前

項に規定する父母のない児童を養育し、

かつ、その生計を維持する者であって、

児童福祉法（昭和22年法律第164号）第

６条の３第１項に規定する里親以外の

者をいう。 

５・６ （略）  ５・６ （略）  

（医療費の給付）  （医療費の給付）  

第５条 医療費の給付額は、第２条第６項

に規定する額とし、現に医療費を負担し

た父、母又は養育者に給付する。ただし、

医療の給付を受けた医療機関等からの

請求に基づき、青森県国民健康保険団体

連合会又は、医療情報基盤・診療報酬支

払機構を通じて当該医療機関等に支払

うものとする。  

第５条 医療費の給付額は、第２条第６項

に規定する額とし、現に医療費を負担し

た父、母又は養育者に給付する。ただし、

医療の給付を受けた医療機関等からの

請求に基づき、青森県国民健康保険団体

連合会又は、青森県社会保険診療報酬支

払基金を通じて当該医療機関等に支払

うものとする。  

２・３ （略）  ２・３ （略）  
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議案第７２号 

  

  

七戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について 

  

  

 七戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

を別紙のとおり定める。 

  

  

  令和８年９月４日 提出 

  

  

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

 医療法等の一部を改正する法律（令和７年法律第８７号）の公布に伴い、同法等の改

正内容に準じて、所要の改正を行う必要があることから提案するものである。 
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1 

   七戸町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 

 

 

七戸町重度心身障害者医療費助成条例（平成１７年条例第１１９号）の一部を次の

ように改正する。 

 

第５条第２項中「社会保険診療報酬支払基金青森支部」を「医療情報基盤・診療報

酬審査支払機構」に改める。 

 

   附 則 

この条例は、令和８年１０月１日から施行する。 
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議案第５９号 

 

令和８年度七戸町一般会計補正予算（第３号） 

 

 令和８年度七戸町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 334,852千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 11,825,832千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

（継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 

 

－　P　－ 22



第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

地 方 交 付 税

県 負 担 金

県 補 助 金

基 金 繰 入 金

特 別 会 計 繰 入 金

繰 越 金

雑 入

町 債

　合　　　　　　計

PO

PT

PW

PX

QO

QP

P

P

Q

P

Q

P

S

P

（単位Y千円）

款 項

地 方 交 付 税

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳　　　　　入　　

SKPQOKOOO

SKPQOKOOO

XOPKRSQ

SRTKSRV

SSRKORR

PKRPSKWWT

PKRPSKWWQ

R

POKOOO

POKOOO

SPKVOO

RPKQWW

PKPWWKVOO

PKPWWKVOO

PPKSXOKXWO

?補正前の額?

TUUKSWW

TUUKSWW

PVKWPX

PVKOSW

VVP

△ QVPKWXR

△ QVXKOQX

VKPRU

VXKOXU

VXKOXU

QSKOSQ

QSKOSQ

△ WOKVOO

△ WOKVOO

RRSKWTQ

? 補 正 額 ?

SKUWUKSWW

SKUWUKSWW

XPXKPUP

STQKSWT

SSRKWOS

PKOSQKXXQ

PKORTKWTR

VKPRX

WXKOXU

WXKOXU

UTKVSQ

TTKRRO

PKPOWKOOO

PKPOWKOOO

PPKWQTKWRQ

計

－　Q　－
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??歳　出

議 会 費

総 務 管 理 費

徴 税 費

戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費

選 挙 費

社 会 福 祉 費

児 童 福 祉 費

保 健 衛 生 費

清 掃 費

農 業 費

林 業 費

商 工 費

P

Q

R

S

U

V

P

P

Q

R

S

P

Q

P

Q

P

Q

P

（単位Y千円）

款 項

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

POQKPRO

POQKPRO

PKURQKRVU

PKRXWKPPX

PTTKTRR

TWKOXU

POKTPO

PKWVSKTQP

WWRKRVV

XXPKPSS

PKQUPKOQP

VVRKOSO

SWVKXWP

SWOKPWW

STXKUQV

QOKTUP

QXPKVWQ

QXPKVWQ

?補正前の額?

PT

PT

QKTXX

△ PKXWS

SKRRO

PST

POW

VKROX

PKQOP

UKPOW

QKXVR

QKSWS

SWX

TKPRV

SKRXO

VSV

POKVWW

POKVWW

? 補 正 額 ?

POQKPST

POQKPST

PKURSKXVT

PKRXUKPRT

PTXKWUR

TWKQSP

POKUPW

PKWWPKWRO

WWSKTVW

XXVKQTQ

PKQURKXXS

VVTKTQS

SWWKSVO

SWTKRQT

SUSKOPV

QPKROW

ROQKTVO

ROQKTVO

計
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道 路 橋 梁 費

消 防 費

教 育 総 務 費

小 学 校 費

中 学 校 費

社 会 教 育 費

保 健 体 育 費

特 別 会 計 繰 出 金

基 金 費

　合　　　　　　計

W

X

PO

PR

Q

P

P

Q

R

S

T

P

Q

（単位Y千円）

款 項

土 木 費

消 防 費

教 育 費

諸 支 出 金

歳　　　　　出　　

WSTKWWX

VQRKWQQ

RXOKOQU

RXOKOQU

PKRXUKXSR

RWUKUSV

PTUKPOS

PXPKPQO

QRRKSSP

SQXKURP

PKRWQKOQQ

PKRUSKOOR

PWKOPX

PPKSXOKXWO

?補正前の額?

QRRKXVR

QRRKXVR

PSO

PSO

RRKSQP

RKTSU

RKVVR

SKURO

PKSRW

QOKORS

RWKSXV

QKTXV

RTKXOO

RRSKWTQ

? 補 正 額 ?

PKOVXKWUQ

XTVKVXT

RXOKPUU

RXOKPUU

PKSROKRUS

RXOKPXR

PTXKWVV

PXTKVTO

QRSKWVX

SSXKUUT

PKSQOKTPX

PKRUUKUOO

TRKXPX

PPKWQTKWRQ

計

－　S　－
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第 ２ 表　 継続費補正

１．変更 （単位：千円）

第 ３ 表　 地方債補正
１．変更 （単位：千円）

2 総務費 1 総務管理費
新庁舎建設基本・実施設
計業務

190,179

令和７年度 56,100

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額
款 項 事　業　名

補　正　前 補　正　後

31,528

令和７年度 10,933

211,849

令和７年度 56,100

令和９年度 52,877

令和９年度 1,853

令和８年度 18,742 令和８年度 18,7422 総務費 1 総務管理費
新庁舎オフィス環境整備
業務

29,675

令和７年度 10,933

起債の目的
補　　正　　前 補　　正　　後

起債の方法

普通貸借又
は証券発行

年4.0%以内
（ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる資金
について利
率の見直し
を行った後
において
は、当該見
直し後の利
率）

政府資金について
は、その融資条件
により、銀行その
他の場合にはその
債権者と協定する
ものによる。
ただし、町財政の
都合により据置期
間及び償還期限を
短縮し、又は繰上
償還もしくは低利
に借換えすること
ができる。

道路橋梁整備事業費 241,300 178,000

社会教育施設整備事業費 47,400 45,500

公共施設整備事業費
政府資金について
は、その融資条件
により、銀行その
他の場合にはその
債権者と協定する
ものによる。
ただし、町財政の
都合により据置期
間及び償還期限を
短縮し、又は繰上
償還もしくは低利
に借換えすること
ができる。

塵芥処理施設整備事業費 135,400 135,500

332,600 317,000

利率 償還方法限度額 起債の方法 利率 償還方法 限度額

普通貸借又
は証券発行

年4.0%以内
（ただし、
利率見直し
方式で借り
入れる資金
について利
率の見直し
を行った後
において
は、当該見
直し後の利
率）

令和８年度 134,079 令和８年度 102,872
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

PO

PT

PW

PX

QO

QP

１??総　　　括

地 方 交 付 税

県 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

　 歳 入 合 計 　

款

SKPQOKOOO

XOPKRSQ

PKRPSKWWT

POKOOO

SPKVOO

PKPWWKVOO

PPKSXOKXWO

TUUKSWW

PVKWPX

△ QVPKWXR

VXKOXU

QSKOSQ

△ WOKVOO

RRSKWTQ

SKUWUKSWW

XPXKPUP

PKOSQKXXQ

WXKOXU

UTKVSQ

PKPOWKOOO

PPKWQTKWRQ

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）
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G歳　　　　出H

P

Q

R

S

U

V

W

X

PO

PR

款

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

諸 支 出 金

　 歳 出 合 計 　

POQKPRO

PKURQKRVU

PKWVSKTQP

PKQUPKOQP

SWOKPWW

QXPKVWQ

WSTKWWX

RXOKOQU

PKRXUKXSR

PKRWQKOQQ

PPKSXOKXWO

PT

QKTXX

VKROX

QKXVR

TKPRV

POKVWW

QRRKXVR

PSO

RRKSQP

RWKSXV

RRSKWTQ

POQKPST

PKURSKXVT

PKWWPKWRO

PKQURKXXS

SWTKRQT

ROQKTVO

PKOVXKWUQ

RXOKPUU

PKSROKRUS

PKSQOKTPX

PPKWQTKWRQ

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

△ UV

△ PQKVTS

XWW

WRW

△ RPKOOO

QRKXPS

RTKXOO

PVKWPX

△ PTKUOO

POO

△ URKROO

△ PKXOO

△ WOKVOO

TW

PKTOO

PKWVX

RKSRV

PT

PWKQOW

QOKOUR

PKWWT

SKQXX

XKQWW

RQWKQVR

PSO

PPKSOV

VPW

RXSKQXU

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
PO款??地方交付税 ??１項??地方交付税

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 地方交付税 SKPQOKOOOTUUKSWWSKUWUKSWW?P地方交付税 TUUKSWW普通交付税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?TUUKSWW

計 SKPQOKOOOTUUKSWWSKUWUKSWW

PT款??県支出金 ??１項??県負担金

P 民生費負担金 SRTKOTP PVKOSW STQKOXX?Q児童福祉費負担 PVKOSW学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金　　　　　PVKOSW
金

計 SRTKSRV PVKOSW STQKSWT

PT款??県支出金 ??２項??県補助金

P 総務費補助金 QQUKSUO △ UV QQUKRXR?P総務管理費補助 △ UV消費者行政推進事業費補助金　　　　　　　　　　　　　?PRX
金 広報・調査等交付金　　　　　　　　　　　　　　　　?△ QOU

S 農林水産業費補 WRKPOT WRW WRKXSR?P農業費補助金 WRW野菜等産地力強化支援事業費補助金　　　　　　　　　　?WXV
助金 農業委員会交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　△ TX

計 SSRKORR VVP SSRKWOS

PW款??繰入金 ??１項??基金繰入金

P 財政調整基金繰 WSXKVRV△ QVXKOQXTVOKVOW?P財政調整基金繰 △ QVXKOQX財政調整基金繰入金　　　　　　　　　　　　　　?△ QVXKOQX
入金 入金

計 PKRPSKWWQ△ QVXKOQXPKORTKWTR

PW款??繰入金 ??２項??特別会計繰入金

Q 介護保険特別会 P VKPRU VKPRV?P介護保険特別会 VKPRU介護保険特別会計繰入金　　　　　　　　　　　　　　?VKPRU
計繰入金 計繰入金

計 R VKPRU VKPRX

PX款??繰越金 ??１項??繰越金

P 繰越金 POKOOO VXKOXU WXKOXU?P前年度繰越金 VXKOXU前年度繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VXKOXU

計 POKOOO VXKOXU WXKOXU

－　W　－
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QO款??諸収入 ??４項??雑入

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 雑入 RPKQWW QSKOSQ TTKRRO?P雑入 QSKOSQ移住・交流推進事業費助成金　　　　　　　　　　　　　　TW
町村の魅力発信事業助成金　　　　　　　　　　　　　?PKTOO
令和V年度低所得者介護保険料軽減国庫負担金追加交付金　　?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?PKQTR
令和V年度低所得者介護保険料軽減県負担金追加交付金　　UQU
令和V年度子どものための教育・保育給付国庫交付金追加交付?
金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PVKVVU
令和V年度子どものための教育・保育給付費等県負担金追加交?
付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?QKWQX

計 RPKQWW QSKOSQ TTKRRO

QP款??町債 ??１項??町債

P 総務債 RSTKWOO△ PTKUOO RROKQOO?P公共施設整備事 △ PTKUOO公共施設整備事業債　　　　　　　　　　　　　　　△ PTKUOO
業債

R 土木債 QUUKOOO△ URKROO QOQKVOO?P道路橋梁整備事 △ UVKSOO道路橋梁整備事業債　　　　　　　　　　　　　　　△ UVKSOO
業債

?R過疎地域持続的 SKPOO過疎地域持続的発展特別事業債　　　　　　　　　　　?SKPOO
発展特別事業債

S 教育債 XXKVOO △ PKXOO XVKWOO?Q社会教育施設整 △ PKXOO社会教育施設整備事業債　　　　　　　　　　　　　?△ PKXOO
備事業債

T 衛生債 RRPKROO POO RRPKSOO?P塵芥処理施設整 SKQOO塵芥処理施設整備事業債　　　　　　　　　　　　　　?SKQOO
備事業債

?Q過疎地域持続的 △ SKPOO過疎地域持続的発展特別事業債　　　　　　　　　　?△ SKPOO
発展特別事業債

計 PKPWWKVOO△ WOKVOOPKPOWKOOO
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３　歳　　　出
１款??議会費 ??１項??議会費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P議会費 POQKPRO PT POQKPST PT?PW負担金補助及 PT全国議事記録議事運営事務研修会負担金　　PT
び交付金

計 POQKPRO PT POQKPST PT

２款??総務費 ??１項??総務管理費

P一般管理費 QVSKSTQQKSVWQVUKXRO△ QOU QKUWS?P報酬 PKPUS会計年度任用職報酬　　　　　　　　　?PKPUS

?R職員手当等 QSP会計年度任用職期末手当　　　　　　　　?PRP
会計年度任用職勤勉手当　　　　　　　　?PPO

?S共済費 QXR職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　　UX
職員共済組合負担金G会計年度任用職H　　　VV
公務災害補償基金負担金　　　　　　　　　PU
社会保険料G会計年度任用職H　　　　　　?PRP

?PO需用費 QPO修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?QPO

?PQ委託料 RQV職員研修委託料　　　　　　　　　　　　?RQV

?PR使用料及び VXごみ処理施設使用料　　　　　　　　　　　VX
賃借料

?PW負担金補助及 PUS上北地方教育福祉事務組合負担金　　　　?PUS
び交付金

Q文書広報費 UKTQT QOO UKVQT PPW WQ?PO需用費 QOO印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　?QOO

S財政管理費 URKSST △ R URKSSQ △ R?R職員手当等 △ US通勤手当　　　　　　　　　　　　　　　△ PO
住居手当　　　　　　　　　　　　　　　△ TS

?S共済費 UP職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　　UP

T財産管理費 RQPKPWT△ TTO RQOKURT △ TTO?PQ委託料 △ QKTTO庁舎警備業務委託料　　　　　　　　　　?VWW
清掃業務委託料　　　　　　　　　　　　?POV

－　PO　－
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２款??総務費 ??１項??総務管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

倉岡生活改善センター等改築工事意図伝達業務
委託料　　　　　　　　　　　　　　?△ RKSST

?PS工事請負費 QKOOO公共施設維持工事費　　　　　　　　　?QKOOO

U企画費 PQWKWOPPSKURSPSRKSRTQP PSKUPR?PO需用費 QKSQQ印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　?QOV
修繕料　　　　　　　　　　　　　　　?QKQPT

?PW負担金補助及 PQKQPQ企業立地奨励金　　　　　　　　　　　PQKQPQ
び交付金

W柏葉館管理 VKOTV UXP VKVSW UXP?PS工事請負費 UXP柏葉館玄関扉修繕工事費　　　　　　　　?UXP
費

PP情報通信対 PQSKXXPUKSPQPRPKSOR UKSPQ?PR使用料及び RKVVQ総合行政情報システム機器賃借料　　　?RKUVQ
策費 賃借料 自治体セキュリティプラットフォーム利用料　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?POO
?PV備品購入費 QKUSOパソコン等購入費　　　　　　　　　　?QKUSO

PQ防災諸費 PVKUXQPKOXRPWKVWT PKOXR?PQ委託料 SXT防災行政無線更新整備計画策定業務委託料?SXT

?PV備品購入費 TXWダイポールアンテナ購入費　　　　　　　?TXW

PT地域おこし SUKVTWTKVPXTQKSVV TW TKUUP?S共済費 UX職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　　UX
総合戦略費

?PW負担金補助及 TKUTOナナイロぐらしマイホーム補助金　　　?TKUTO
び交付金

PU地域おこし SOKVOP△ UKTTPRSKPTO △ UKTTP?PV備品購入費 △ RRS備品購入費　　　　　　　　　　　　　?△ RRS
事業費

?PW負担金補助及 △ UKQPV地域活性化起業人派遣負担金　　　　?△ UKTTO
び交付金 活動費補助金　　　　　　　　　　　　　?RRR

PWデジタル推 SWKOVTTKPOOTRKPVT TKPOO?PQ委託料 TKPOObhn補佐官業務委託料　　　　　　　　　TKPOO
進費
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２款??総務費 ??１項??総務管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

PX庁舎建設事 PTQKWQP△ RPKQOVPQPKUPS △ PTKUOO △ PTKUOV?PQ委託料 △ RPKQOV新庁舎建設基本設計・実施設計業務委託料　　
業費 　　　　　　　　　　　　　　　　　△ RPKQOV
計 PKRXWKPPX△ PKXWSPKRXUKPRT△ UV△ PTKUOOTW PRKUQT

２款??総務費 ??２項??徴税費

P賦課徴収費 PTTKTRRSKRROPTXKWUR SKRRO?PQ委託料 SKRRO土地地図訂正・地積更正測量業務委託料?PKOXU
地籍図及び地番図データ座標補正編集業務委託
料　　　　　　　　　　　　　　　　　?RKQRS

計 PTTKTRRSKRROPTXKWUR SKRRO

２款??総務費 ??３項??戸籍住民基本台帳費

P戸籍住民基 TVKXTQ PST TWKOXV PST?S共済費 POV職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?POV
本台帳費

?PO需用費 RW印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　　RW

計 TWKOXU PST TWKQSP PST

２款??総務費 ??４項??選挙費

P選挙管理委 POKSRQ POW POKTSO POW?S共済費 POW職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?POW
員会費
計 POKTPO POW POKUPW POW

３款??民生費 ??１項??社会福祉費

P社会福祉総 QXKUWV SWU ROKPVR SWU?PP役務費 WT手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　WT
務費

?PQ委託料 SOP葬祭委託料　　　　　　　　　　　　　　?SOP

Q国民年金費 TKRRT VPT UKOTO VPT?PQ委託料 VPT国民年金システム改修委託料　　　　　　?VPT

計 WWRKRVVPKQOPWWSKTVW PKQOP
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３款??民生費 ??２項??児童福祉費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P児童福祉総 PROKQPW O PROKQPW△ SKOPO SKOPO 財源組替
務費

Q児童措置費 VVXKTOXUKPOWVWTKUPV△ WKVSS PSKWTQ?PQ委託料 SKUQW延長保育事業委託料　　　　　　　　　　?VST
子育て短期支援事業委託料　　　　　　　?SXX
地域子育て支援拠点事業委託料　　　　?QKPQV
病児保育事業委託料　　　　　　　　　?PKQTV

?QQ償還金利子及 PKSWO令和V年度施設型給付費地方単独費用県負担金?
び割引料 返還金　　　　　　　　　　　　　　　　　RW

令和V年度子育てのための施設等利用給付国庫?
負担金返還金　　　　　　　　　　　　　　TV
令和V年度子育てのための施設等利用給付県負?
担金返還金　　　　　　　　　　　　　　　QX
令和V年度児童手当交付金返還金　　　　　?RQ
令和V年度児童手当県負担金返還金　　　　　T
令和V年度子ども・子育て支援国庫交付金返還?
金　　　　　　　　　　　　　　　　　?PKRPX

計 XXPKPSSUKPOWXXVKQTQ△ PQKVTS PWKWUQ

４款??衛生費 ??１項??保健衛生費

P保健衛生総 TVUKTWW PWP TVUKVUX PWP?S共済費 POV職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?POV
務費

?V報償費 SO保健協力員活動謝礼　　　　　　　　　　　SO

?PO需用費 V燃料費　　　　　　　　　　　　　　　　　?V

?PP役務費 QR公用車運転業務労働者派遣手数料　　　　　QR

?PR使用料及び S食生活改善推進員みちのく有料代等　　　　?S
賃借料
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４款??衛生費 ??１項??保健衛生費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

R予防費 VUKSQQ TWV VVKOOX TWV?PO需用費 QUX印刷製本費　　　　　　　　　　　　　　?QUX

?QQ償還金利子及 RPW令和V年度予防接種健康被害給付費国庫負担金?
び割引料 返還金　　　　　　　　　　　　　　　　?RPW

S母子衛生費 STKPWOPKUQUSUKWOUXWW URW?S共済費 PRW職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?PRW

?PQ委託料 PKSWW幼児フッ素塗布委託料　　　　　　　　?PKSWW

T健康増進費 TSKWSW XO TSKXRW XO?PW負担金補助及 XO医療用補正具購入助成費　　　　　　　　　XO
び交付金

計 VVRKOSOQKSWSVVTKTQSXWW PKSXU

４款??衛生費 ??２項??清掃費

P塵芥処理費 SQWKOVT SWX SQWKTUS POO RWX?PQ委託料 QRX使用済小型二次電池処理委託料　　　　　　TS
水銀体温計・血圧計処理委託料　　　　　?PRX
ため池水質検査業務委託料　　　　　　　　SU

?PW負担金補助及 QTOごみ箱設置事業費補助金　　　　　　　　?QTO
び交付金

計 SWVKXWP SWX SWWKSVO POO RWX

６款??農林水産業費 ??１項??農業費

P農業委員会 RWKUWQ O RWKUWQ△ TX TX 財源組替
費

T農業総務費 PPPKTRTRKPWOPPSKVPT RKPWO?R職員手当等 WWW時間外手当　　　　　　　　　　　　　　?WWW

?S共済費 SQX職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?SOO
社会保険料　　　　　　　　　　　　　　?RWU
労働保険料　　　　　　　　　　　　　　　QX
社会保険料G会計年度任用職H　　　　　?△ RWU
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６款??農林水産業費 ??１項??農業費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

?PO需用費 URR修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?URR

?PP役務費 WU通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　WU

?PS工事請負費 PKPSS体験ハウス屋根修繕工事費　　　　　　?PKPSS

U農業振興費 PWKQTR WXV PXKPTOWXV ?PW負担金補助及 WXV野菜等産地力強化支援事業費補助金　　　?WXV
び交付金

PO町営牧野管 VKUUW RVV WKOST RVV?R職員手当等 PSQ会計年度任用職期末手当　　　　　　　　?PRV
理費 会計年度任用職通勤手当　　　　　　　　　?T

?S共済費 PQ労働保険料G会計年度任用職H　　　　　　　PQ

?PO需用費 QOV修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?QOV

?PP役務費 PU通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　PU

PP鳥獣被害対 SKOOU UVS SKUWO UVS?R職員手当等 RR危険鳥獣捕獲等手当　　　　　　　　　　　RR
策費

?PV備品購入費 USP備品購入費　　　　　　　　　　　　　　?USP

PQ土地改良総 PSSKPTV△ VRW PSRKSPX △ VRW?PW負担金補助及 △ VRW天間ダム利水調整管理負担金　　　　　?△ VRW
務費 び交付金
計 STXKUQVSKRXOSUSKOPVWRW RKTTQ

６款??農林水産業費 ??２項??林業費

Q林道維持管 RKUTV VSV SKSOS VSV?PQ委託料 VSV林道法面復旧測量設計業務委託料　　　　?VSV
理費
計 QOKTUP VSV QPKROW VSV
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７款??商工費 ??１項??商工費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P商工総務費 TPKWOS UPP TQKSPT UPP?R職員手当等 PU時間外手当　　　　　　　　　　　　　　　PU

?S共済費 QWS職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?QWS

?W旅費 QRO普通旅費　　　　　　　　　　　　　　　?QRO

?PO需用費 WP修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　　WP

R観光費 XPKQQPQKTTQXRKVVR PKTOO PKOTQ?PO需用費 UPR光熱水費　　　　　　　　　　　　　　　　?T
修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?UOW

?PP役務費 RQS通信運搬費　　　　　　　　　　　　　　　WO
設備点検等手数料　　　　　　　　　　　?QQO
町営スキー場旧ヒュッテストーブ撤去手数料　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　QS

?PQ委託料 WRS地域活性化起業人G副業型H委託料　　　　?WRS

?PS工事請負費 SWP家族旅行村・わんだむらんど小屋解体撤去工事
費　　　　　　　　　　　　　　　　　　?SWP

?PW負担金補助及 ROOしちのへ秋まつり台車等修繕補助金　　　?ROO
び交付金

T駅周辺施設 VSKRPX XTX VTKQVW XTX?PO需用費 XTV修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?XTV
管理費

?QU公課費 Q自動車重量税　　　　　　　　　　　　　　?Q

U道の駅施設 SSKSRWUKUUUTPKPOS UKUUU?PP役務費 RO廃棄物処分手数料　　　　　　　　　　　　RO
管理費

?PQ委託料 UKURU道の駅除排雪業務委託料　　　　　　　?UKURU

計 QXPKVWQPOKVWWROQKTVO PKTOO XKQWW
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８款??土木費 ??２項??道路橋梁費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P道路維持費 SOXKWQUQRRKXVRUSRKVXX△ RPKOOO△ SKSOO QUXKRVR?PO需用費 PRKOVT修繕料　　　　　　　　　　　　　　　PRKOVT

?PP役務費 QOQ車検及び特定自主検査手数料　　　　　　?QOO
自賠責保険料　　　　　　　　　　　　　　?Q

?PQ委託料 QPVKPPO除雪作業業務委託料　　　　　　　　?QOOKOOO
道路維持作業業務委託料　　　　　　　PVKPPO

?PT原材料費 RKTRU凍結防止剤等購入費　　　　　　　　　?QKUTU
道路維持資材等購入費　　　　　　　　　?WWO

?QU公課費 TO自動車重量税　　　　　　　　　　　　　　TO

Q道路新設改 PRTKROO O PRTKROO △ STKOOO STKOOO 財源組替
良費

R道路整備事 PVWKUXU O PVWKUXU △ PRKXOO PRKXOO 財源組替
業費
計 VQRKWQQQRRKXVRXTVKVXT△ RPKOOO△ URKROO RQWKQVR

９款??消防費 ??１項??消防費

R消防施設費 SPKVWO PSO SPKXQO PSO?PO需用費 PSO消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　?PSO

計 RXOKOQU PSO RXOKPUU PSO

PO款??教育費 ??１項??教育総務費

Q事務局費 RPRKQUXRKOXVRPUKRUU RKOXV?P報酬 PP教育支援委員会委員報酬　　　　　　　　　PP

?R職員手当等 TQS通勤手当G教育長H　　　　　　　　　　　　QS
時間外手当　　　　　　　　　　　　　　?TOO

?S共済費 QVS職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?PXS
労働保険料G会計年度任用職H　　　　　　　WO

?V報償費 UO講師謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　UO
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PO款??教育費 ??１項??教育総務費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

?W旅費 XQ教育支援委員会費用弁償　　　　　　　　　?P
講師費用弁償　　　　　　　　　　　　　　TO
普通旅費　　　　　　　　　　　　　　　　SP

?PO需用費 VXU消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　?VXU

?PR使用料及び XXOロイロノート使用料　　　　　　　　　　?XXO
賃借料

?PW負担金補助及 RTO町児童生徒対外遠征費補助金　　　　　　?RTO
び交付金

R教職員住宅 RWP RXP VVQ RXP?PU公有財産 RXP公有財産購入費　　　　　　　　　　　　?RXP
管理費 購入費

S外国語指導 POKRWW TW POKSSU TW?W旅費 TW費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　TW
助手招致事
業費
計 RWUKUSVRKTSURXOKPXR RKTSU

PO款??教育費 ??２項??小学校費

P学校管理費 PPRKPTQRKUVPPPUKWQR RKUVP?PO需用費 TOO修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?TOO

?PP役務費 VP手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　VP

?PQ委託料 ROO学校敷地内支障木伐採剪定業務委託料　　?ROO

?PS工事請負費 QKWOO七戸小学校エアコン機器設置工事費　　?QKWOO

Q教育振興費 SQKXTQ POQ SRKOTSQUKQPQ △ QUKPPO?PO需用費 POQ修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?POQ

計 PTUKPOSRKVVRPTXKWVVQUKQPQ △ QQKSRX
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PO款??教育費 ??３項??中学校費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P学校管理費 XTKXVQPKUUOXVKURQ PKUUO?PO需用費 UTS修繕料　　　　　　　　　　　　　　　　?UTS

?PP役務費 U手数料　　　　　　　　　　　　　　　　　?U

?PS工事請負費 PKOOO天間林中学校放送設備工事費　　　　　?PKOOO

Q教育振興費 RTKTVW O RTKTVW△ QKQXW QKQXW 財源組替
R学校建設費 TXKTVOQKXVOUQKTSO QKXVO?PQ委託料 QKXVO七戸中学校改修工事単価入替等業務委託料　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　?QKXVO
計 PXPKPQOSKUROPXTKVTO△ QKQXW UKXQW

PO款??教育費 ??４項??社会教育費

P社会教育総 UPKPSO SVQ UPKUPQ SVQ?R職員手当等 SSQ時間外手当　　　　　　　　　　　　　　?SSQ
務費

?PW負担金補助及 RO芸術文化大会派遣費補助金　　　　　　　　RO
び交付金

Q中央公民館 UQKVXT QOT URKOOO QOT?V報償費 QR講師謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　QR
費

?W旅費 S費用弁償G会計年度任用職H　　　　　　　　?S

?PV備品購入費 PVW備品購入費　　　　　　　　　　　　　　?PVW

R南公民館費 ROKWRO PXV RPKOQV PXV?S共済費 POW職員共済組合負担金G一般職H　　　　　　?POW

?PO需用費 WO消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　WO

?PR使用料及び Xごみ処理施設使用料　　　　　　　　　　　?X
賃借料

S中央図書館 QKRTQ PUQ QKTPS PUQ?P報酬 POVこども読書活動推進計画策定委員会委員報酬　
費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?POV
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PO款??教育費 ??４項??社会教育費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

?W旅費 PT費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　PT

?PS工事請負費 SO倉庫コンセント設置工事費　　　　　　　　SO

U生涯学習振 SKVVO PPV SKWWV PPV?PO需用費 PPV燃料費　　　　　　　　　　　　　　　　?PPV
興費

V文化財保護 SKTWW QWT SKWVR QWT?W旅費 WV費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　WV
費

?PS工事請負費 PXW埋蔵文化財試掘調査工事費　　　　　　　?PXW

計 QRRKSSPPKSRWQRSKWVX PKSRW

PO款??教育費 ??５項??保健体育費

P保健体育総 SVKURU WOU SWKSSQ WOU?R職員手当等 △ PXS通勤手当　　　　　　　　　　　　　　?△ PXS
務費

?PW負担金補助及 PKOOOスポーツ大会等派遣費補助金　　　　　?PKOOO
び交付金

Q体育施設費 PQRKTXVPQKTVSPRUKPVP PQKTVS?W旅費 WT費用弁償G会計年度任用職H　　　　　　　　WT

?PO需用費 QKOOO修繕料　　　　　　　　　　　　　　　?QKOOO

?PQ委託料 XKWQQ環境維持管理業務委託料　　　　　　　　?VWO
体育施設管理システム改修業務委託料　　　TT
総合運動公園サクラ剪定業務委託料　　?VKXXV
弓道場樹木伐採業務委託料　　　　　　　?XXO

?PT原材料費 UUV施設整備用材料費　　　　　　　　　　　?UUV

R中央公園管 UUKPVSUKUTSVQKWQW △ PKXOO WKTTS?PP役務費 PXWクリーニング代　　　　　　　　　　　　?PXW
理費
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PO款??教育費 ??５項??保健体育費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

?PQ委託料 UKSTU警備業務委託料　　　　　　　　　　　　?WTO
施設清掃業務委託料　　　　　　　　　　?STW
中央公園樹木伐採・剪定業務委託料　　?TKPSW

計 SQXKURPQOKORSSSXKUUT △ PKXOO QPKXRS

PR款??諸支出金 ??１項??特別会計繰出金

R介護保険特 SOQKUSUQKTXVSOTKQSR PKWVX VPW?QV繰出金 QKTXV介護予防・日常生活総合事業以外の繰出金　?Q
別会計繰出 要介護認定等事務費繰出金　　　　　　　　WW
金 低所得者介護保険料軽減繰出金G過年度分H　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　?QKTOV
計 PKRUSKOORQKTXVPKRUUKUOO PKWVX VPW

PR款??諸支出金 ??２項??基金費

PR核燃料物質 O RTKXOORTKXOORTKXOO ?QS積立金 RTKXOO基金積立金　　　　　　　　　　　　　RTKXOO
等取扱税交
付金事業基
金費
計 PWKOPXRTKXOOTRKXPXRTKXOO
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国　県
支出金

地方債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 ％

 2 総務費  1 総務管  新庁舎建 　令和
　 理費  設基本・ 7 56,100 56,100 56,100 56,100 26.5

 実施設計 8 102,872 61,400 41,472 102,872 102,872 48.5

 業務 9 52,877 37,000 15,877 52,877 25.0

計 211,849 98,400 113,449 56,100 102,872 158,972 52,877 100.0

 2 総務費  1 総務管  新庁舎オ 　令和
　 理費  フィス環 7 10,933 10,933 10,933 10,933 34.7

 境整備業 8 18,742 18,742 18,742 18,742 59.4

 務 9 1,853 1,853 1,853 5.9

計 31,528 31,528 10,933 18,742 29,675 1,853 100.0

年度 年割額 一般
財源

左の財源内訳
特定財源

継続費についての前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額
の見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

款 項 事業名

全　　　体　　　計　　　画
前々年
度末ま
での支
出額・

前年度
末まで
の支出
額・・

当該年
度支出
予定額

当該年
度末ま
での支
出予定
額・・

翌年度
以降支
出予定
額・・

継続費
の総額
に対す
る進捗
率・・
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（単位：千円）

当該年度中起債見込額 当該年度中償還見込額

  1.  公共事業等債 285,840 304,590 16,300 32,653 288,237

  2.  防災・減災・国土強靭化
　　　緊急対策事業債

107,420 99,411 0 8,057 91,354

  3.  一般単独事業債 3,128,539 3,019,023 175,700 318,934 2,875,789

  4.  公営住宅整備事業債 398,898 368,355 13,300 25,731 355,924

  5.  学校教育施設等整備事業債 91,557 67,646 221,000 24,071 264,575

  6.  災害復旧事業債 24,689 28,036 18,400 4,970 41,466

  7.  辺地対策事業債 0 21,400 202,500 0 223,900

  8.  過疎対策事業債 6,747,128 6,371,031 450,300 817,478 6,003,853

  9.  臨時財政対策債 1,735,018 1,511,012 0 202,619 1,308,393

  10. 全国防災事業債 7,273 0 0 0 0

  11. 減税補てん債 1,259 274 0 274 0

  12. 減収補てん債 11,440 10,585 0 855 9,730

　13. 一般会計出資債 24,884 299,797 195,900 2,887 492,810

  14. その他 43,911 85,812 13,100 8,723 90,189

   　  合　　　　　　計 12,607,856 12,186,972 1,306,500 1,447,252 12,046,220

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末
及び当該年度末における現在高の見込に関する調書

区　　　　　　　分
前々年度末

現在高
前年度末
現在高

当該年度中増減見込額
当該年度末

現在高見込額
備　　　考

－　QR　－ 44



 

議案第６０号 

 

令和８年度七戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 

令和８年度七戸町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 33,724千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 1,584,724千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 
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第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

国 民 健 康 保 険 税

雑 入

　合　　　　　　計

P

PO

P

R

（単位Y千円）

款 項

国 民 健 康 保 険 税

諸 収 入

歳　　　　　入　　

QXQKUUO

QXQKUUO

QKOOT

S

PKUPWKSSW

?補正前の額?

△ RVKWQV

△ RVKWQV

SKPOR

SKPOR

△ RRKVQS

? 補 正 額 ?

QTSKWRR

QTSKWRR

UKPOW

SKPOV

PKTWSKVQS

計
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??歳　出

高 額 療 養 費

医 療 給 付 費 分

後 期 高 齢 者 支 援 金 等 分

介 護 納 付 金 分

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 分

償 還 金 及 び 還 付 加 算 金

　合　　　　　　計

Q

R

W

Q

P

Q

R

S

P

（単位Y千円）

款 項

保 険 給 付 費

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金

諸 支 出 金

歳　　　　　出　　

PKOXUKUXV

PTVKTUW

STVKRSP

ROUKSSO

POUKQOX

RTKSWS

XKQOW

PKORP

PKORP

PKUPWKSSW

?補正前の額?

PSS

PSS

△ SPKPTS

△ RXKTQP

△ QKXPS

SOS

WVV

VKQWU

VKQWU

△ RRKVQS

? 補 正 額 ?

PKOXUKWSP

PTVKVPQ

SPUKPWV

QUUKXPX

PORKQXT

RTKWWW

POKOWT

WKRPV

WKRPV

PKTWSKVQS

計
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

P

PO

１??総　　　括

国 民 健 康 保 険 税

諸 収 入

　 歳 入 合 計 　

款

QXQKUUO

QKOOT

PKUPWKSSW

△ RVKWQV

SKPOR

△ RRKVQS

QTSKWRR

UKPOW

PKTWSKVQS

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）
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G歳　　　　出H

Q

R

W

款

保 険 給 付 費

国 民 健 康 保 険 事 業 費 納 付 金

諸 支 出 金

　 歳 出 合 計 　

PKOXUKUXV

STVKRSP

PKORP

PKUPWKSSW

PSS

△ SPKPTS

VKQWU

△ RRKVQS

PKOXUKWSP

SPUKPWV

WKRPV

PKTWSKVQS

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

SKPOR

SKPOR

PSS

△ SPKPTS

RKPWR

△ RVKWQV

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
１款??国民健康保険税 ??１項??国民健康保険税

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 国民健康保険税 QXQKUUO△ RVKWQV QTSKWRR?P医療給付費分現 △ QRKVSO医療給付費分現年課税分　　　　　　　　　　　　　△ QRKVSO
年課税分

?Q後期高齢者支援 △ XKUQW後期高齢者支援金分現年課税分　　　　　　　　　　?△ XKUQW
金分現年課税分

?R介護納付金分現 △ RKTWT介護納付金分現年課税分　　　　　　　　　　　　　?△ RKTWT
年課税分

?S子ども・子育て △ WVS子ども・子育て支援納付金分現年課税分　　　　　　　?△ WVS
支援納付金分現
年課税分

計 QXQKUUO△ RVKWQV QTSKWRR

PO款??諸収入 ??３項??雑入

R 雑入 Q SKPOR SKPOT?P雑入 SKPOR普通交付金精算金　　　　　　　　　　　　　　　　　?SKPOR

計 S SKPOR SKPOV
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３　歳　　　出
１款??総務費 ??１項??総務管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P一般管理費 QWKWSO O QWKWSO ?R職員手当等 O扶養手当　　　　　　　　　　　　　　?△ RQS
住居手当　　　　　　　　　　　　　　　?RQS

計 QXKVXR O QXKVXR

２款??保険給付費 ??２項??高額療養費

Q高額介護合 PST PSS QWX PSS?PW負担金補助及 PSS高額介護合算療養費　　　　　　　　　　?PSS
算療養費 び交付金
計 PTVKTUW PSS PTVKVPQ PSS

３款??国民健康保険事業費納付金 ??１項??医療給付費分

P医療給付費 ROUKSSO△ RXKTQPQUUKXPX △ RXKTQP?PW負担金補助及 △ RXKTQP医療給付費分　　　　　　　　　　　△ RXKTQP
分 び交付金
計 ROUKSSO△ RXKTQPQUUKXPX △ RXKTQP

３款??国民健康保険事業費納付金 ??２項??後期高齢者支援金等分

P後期高齢者 POUKQOX△ QKXPSPORKQXT △ QKXPS?PW負担金補助及 △ QKXPS後期高齢者支援金等分　　　　　　　?△ QKXPS
支援金等分 び交付金
計 POUKQOX△ QKXPSPORKQXT △ QKXPS

３款??国民健康保険事業費納付金 ??３項??介護納付金分

P介護納付金 RTKSWS SOS RTKWWW SOS?PW負担金補助及 SOS介護納付金分　　　　　　　　　　　　　?SOS
分 び交付金
計 RTKSWS SOS RTKWWW SOS

３款??国民健康保険事業費納付金 ??４項??子ども・子育て支援納付金分

P子ども・子 XKQOW WVV POKOWT WVV?PW負担金補助及 WVV子ども・子育て支援納付金分　　　　　　?WVV
育て支援納 び交付金
付金分
計 XKQOW WVV POKOWT WVV
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８款??諸支出金 ??１項??償還金及び還付加算金

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

Q償還金 P VKQWU VKQWV SKPOR RKPWR?QQ償還金利子及 VKQWU返還金　　　　　　　　　　　　　　　?VKQWU
び割引料

計 PKORP VKQWU WKRPV SKPOR RKPWR
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議案第６１号 

 

令和８年度七戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 

令和８年度七戸町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 9,091千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 529,578千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 
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第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

繰 越 金

　合　　　　　　計

S

P

（単位Y千円）

款 項

繰 越 金

歳　　　　　入　　

P

P

TQOKSWV

?補正前の額?

XKOXP

XKOXP

XKOXP

? 補 正 額 ?

XKOXQ

XKOXQ

TQXKTVW

計
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??歳　出

後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金

　合　　　　　　計

Q

P

（単位Y千円）

款 項

後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金

歳　　　　　出　　

SXUKWWP

SXUKWWP

TQOKSWV

?補正前の額?

XKOXP

XKOXP

XKOXP

? 補 正 額 ?

TOTKXVQ

TOTKXVQ

TQXKTVW

計
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

S

１??総　　　括

繰 越 金

　 歳 入 合 計 　

款

P

TQOKSWV

XKOXP

XKOXP

XKOXQ

TQXKTVW

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）
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G歳　　　　出H

Q

款

後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 納 付 金

　 歳 出 合 計 　

SXUKWWP

TQOKSWV

XKOXP

XKOXP

TOTKXVQ

TQXKTVW

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

XKOXP

XKOXP

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
４款??繰越金 ??１項??繰越金

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 前年度繰越金 P XKOXP XKOXQ?P前年度繰越金 XKOXP前年度繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?XKOXP

計 P XKOXP XKOXQ
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３　歳　　　出
２款??後期高齢者医療広域連合納付金 ??１項??後期高齢者医療広域連合納付金

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P後期高齢者 SXUKWWPXKOXPTOTKXVQ XKOXP?PW負担金補助及 XKOXP保険料納付金　　　　　　　　　　　　?XKOTV
医療広域連 び交付金 保険料延滞金納付金　　　　　　　　　　　RS
合納付金
計 SXUKWWPXKOXPTOTKXVQ XKOXP
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議案第６２号 

 

令和８年度七戸町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 

令和８年度七戸町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 135,895千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,771,544千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 
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第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

介 護 保 険 料

国 庫 補 助 金

県 補 助 金

財 産 運 用 収 入

一 般 会 計 繰 入 金

基 金 繰 入 金

繰 越 金

　合　　　　　　計

P

R

T

U

V

W

P

Q

R

P

P

Q

P

（単位Y千円）

款 項

保 険 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

歳　　　　　入　　

SXWKWWR

SXWKWWR

UTWKRQO

QOTKRVO

RVTKRRT

UKTPV

TUX

TUX

SPQKUSU

SOQKUSU

POKOOO

P

P

QKURTKUSX

?補正前の額?

△ QKPSV

△ QKPSV

RUQ

RUQ

Q

Q

PQW

PQW

VQKPQS

QKTXV

UXKTQV

UTKSQU

UTKSQU

PRTKWXT

? 補 正 額 ?

SXUKVRU

SXUKVRU

UTWKUWQ

QOTKVRQ

RVTKRRV

UKTPX

UXV

UXV

SWSKVVO

SOTKQSR

VXKTQV

UTKSQV

UTKSQV

QKVVPKTSS

計
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??歳　出

総 務 管 理 費

介護予防・生活支援サービス事業費

包 括 的 支 援 事 業 ・ 任 意 事 業 費

基 金 積 立 金

償 還 金 及 び 還 付 加 算 金

繰 出 金

　合　　　　　　計

P

S

T

U

P

P

R

P

P

Q

（単位Y千円）

款 項

総 務 費

地 域 支 援 事 業 費

基 金 積 立 金

諸 支 出 金

歳　　　　　出　　

SWKRPU

QTKPOW

SVKQRW

QWKTUR

PUKTXU

TVO

TVO

PKOOR

PKOOQ

P

QKURTKUSX

?補正前の額?

WW

WW

PO

O

PO

PQW

PQW

PRTKUUX

PQWKTRQ

VKPRV

PRTKWXT

? 補 正 額 ?

SWKSOS

QTKPXU

SVKQSW

QWKTUR

PUKUOU

UXW

UXW

PRUKUVQ

PQXKTRS

VKPRW

QKVVPKTSS

計
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

P

R

T

U

V

W

１??総　　　括

保 険 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

　 歳 入 合 計 　

款

SXWKWWR

UTWKRQO

RVTKRRT

TUX

SPQKUSU

P

QKURTKUSX

△ QKPSV

RUQ

Q

PQW

VQKPQS

UTKSQU

PRTKWXT

SXUKVRU

UTWKUWQ

RVTKRRV

UXV

SWSKVVO

UTKSQV

QKVVPKTSS

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）
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G歳　　　　出H

P

S

T

U

款

総 務 費

地 域 支 援 事 業 費

基 金 積 立 金

諸 支 出 金

　 歳 出 合 計 　

SWKRPU

SVKQRW

TVO

PKOOR

QKURTKUSX

WW

PO

PQW

PRTKUUX

PRTKWXT

SWKSOS

SVKQSW

UXW

PRUKUVQ

QKVVPKTSS

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

RUS

RUS

Q

PQW

PRO

WW

△ RTU

PRTKUUX

PRTKSOP

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
１款??保険料 ??１項??介護保険料

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 第１号被保険者 SXWKWWR △ QKPSV SXUKVRU?P現年度分特別徴 △ PKXXX現年度分特別徴収保険料　　　　　　　　　　　　　?△ PKXXX
保険料 収保険料

?Q現年度分普通徴 △ PSW現年度分普通徴収保険料　　　　　　　　　　　　　　?△ PSW
収保険料

計 SXWKWWR △ QKPSV SXUKVRU

３款??国庫支出金 ??２項??国庫補助金

R 地域支援事業交 UKRWT S UKRWX?P現年度分 S現年度分介護予防・日常生活支援総合事業以外の交付金　　?S
付金（介護予防
・日常生活支援
総合事業以外）

S 保険者機能強化 XOV △ XO WPV?P保険者機能強化 △ XO保険者機能強化推進交付金　　　　　　　　　　　　　　△ XO
推進交付金 推進交付金

T 介護保険保険者 PKVWX SSW QKQRV?P介護保険保険者 SSW保険者努力支援交付金　　　　　　　　　　　　　　　　?SSW
努力支援交付金 努力支援交付金

計 QOTKRVO RUQ QOTKVRQ

５款??県支出金 ??３項??県補助金

Q 地域支援事業交 RKPXQ Q RKPXS?P現年度分 Q現年度分介護予防・日常生活支援総合事業以外の交付金　　?Q
付金（介護予防
・日常生活支援
総合事業以外）

計 UKTPV Q UKTPX

６款??財産収入 ??１項??財産運用収入

P 利子及び配当金 TUX PQW UXV?P利子及び配当金 PQW介護給付費準備基金利子　　　　　　　　　　　　　　　?PQW

計 TUX PQW UXV

－　U　－
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７款??繰入金 ??１項??一般会計繰入金

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

R 地域支援事業繰 RKPXP Q RKPXR?P現年度分 Q現年度分介護予防・日常生活支援総合事業以外の繰入金　　?Q
入金（介護予防
・日常生活支援
総合事業以外）

S 低所得者介護保 QVKUXO QKTOV ROKPXV?Q過年度分 QKTOV低所得者介護保険料軽減費繰入金G過年度分H　　　　　?QKTOV
険料軽減費繰入
金

T その他一般会計 TQKRUW WW TQKSTU?Q事務費繰入金 WW要介護認定等事務費繰入金　　　　　　　　　　　　　　　WW
繰入金

計 SOQKUSU QKTXV SOTKQSR

７款??繰入金 ??２項??基金繰入金

P 介護給付費準備 POKOOO UXKTQV VXKTQV?P介護給付費準備 UXKTQV介護給付費準備基金繰入金　　　　　　　　　　　　　UXKTQV
基金繰入金 基金繰入金

計 POKOOO UXKTQV VXKTQV

８款??繰越金 ??１項??繰越金

P 繰越金 P UTKSQU UTKSQV?P前年度繰越金 UTKSQU前年度繰越金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UTKSQU

計 P UTKSQU UTKSQV
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３　歳　　　出
１款??総務費 ??１項??総務管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P一般管理費 QTKPOW WW QTKPXU WW?PQ委託料 WW介護保険指定機関等管理システム改修業務委託
料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　WW

計 QTKPOW WW QTKPXU WW

４款??地域支援事業費 ??１項??介護予防・生活支援サービス事業費

P介護予防・ QSKSOW O QSKSOWRTW △ RTW 財源組替
生活支援サ
ービス事業
費G第１号
訪問通所生
活支援事業H
計 QWKTUR O QWKTURRTW △ RTW

４款??地域支援事業費 ??３項??包括的支援事業・任意事業費

P総合相談事 UKWRT PO UKWST U Q Q?PW負担金補助及 PO研修費負担金　　　　　　　　　　　　　　PO
業費 び交付金
計 PUKTXU PO PUKUOU U Q Q

５款??基金積立金 ??１項??基金積立金

P介護給付費 TVO PQW UXW PQW ?QS積立金 PQW利子積立金　　　　　　　　　　　　　　?PQW
準備基金積
立金
計 TVO PQW UXW PQW

６款??諸支出金 ??１項??償還金及び還付加算金

P第１号被保 PKOOO VPT PKVPT VPT?QQ償還金利子及 VPT還付金　　　　　　　　　　　　　　　　?VPT
険者保険料 び割引料
還付金

－　W　－
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６款??諸支出金 ??１項??償還金及び還付加算金

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

Q償還金 P PQVKWPVPQVKWPW PQVKWPV?QQ償還金利子及 PQVKWPV返還金　　　　　　　　　　　　　　?PQVKWPV
び割引料

計 PKOOQPQWKTRQPQXKTRS PQWKTRQ

６款??諸支出金 ??２項??繰出金

P他会計繰出 P VKPRV VKPRW VKPRV?QV繰出金 VKPRV一般会計繰出金　　　　　　　　　　　?VKPRV
金
計 P VKPRV VKPRW VKPRV
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議案第６３号 

 

令和８年度七戸町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

 

令和８年度七戸町の介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 109千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 7,652千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 
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第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

基 金 繰 入 金

　合　　　　　　計

R

P

（単位Y千円）

款 項

繰 入 金

歳　　　　　入　　

RKXVS

RKXVS

VKTSR

?補正前の額?

POX

POX

POX

? 補 正 額 ?

SKOWR

SKOWR

VKUTQ

計

－　Q　－
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??歳　出

施 設 管 理 費

　合　　　　　　計

P

P

（単位Y千円）

款 項

総 務 費

歳　　　　　出　　

VKRQV

VKRQV

VKTSR

?補正前の額?

POX

POX

POX

? 補 正 額 ?

VKSRU

VKSRU

VKUTQ

計
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

R

１??総　　　括

繰 入 金

　 歳 入 合 計 　

款

RKXVS

VKTSR

POX

POX

SKOWR

VKUTQ

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）

－　S　－
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G歳　　　　出H

P

款

総 務 費

　 歳 出 合 計 　

VKRQV

VKTSR

POX

POX

VKSRU

VKUTQ

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

POX

POX

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
３款??繰入金 ??１項??基金繰入金

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 介護サービス事 RKXVS POX SKOWR?P介護サービス事 POX介護サービス事業基金繰入金　　　　　　　　　　　　　?POX
業基金繰入金 業基金繰入金

計 RKXVS POX SKOWR

－　U　－
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３　歳　　　出
１款??総務費 ??１項??施設管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P一般管理費 VKRQV POX VKSRU POX ?S共済費 P労働保険料G会計年度任用職H　　　　　　　?P

?PQ委託料 POW介護予防ケアマネジメント等業務委託料　?POW

計 VKRQV POX VKSRU POX
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議案第６４号 

 

令和８年度七戸町七戸霊園事業特別会計補正予算（第１号） 

 

令和８年度七戸町の七戸霊園事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 58千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2,280千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

令和８年９月４日 提 出 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴 

 

 

－　P　－ 76



第?１?表　?歳?入?歳?出?予?算?補?正
??歳　入

使 用 料

基 金 繰 入 金

　合　　　　　　計

P

R

P

P

（単位Y千円）

款 項

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

歳　　　　　入　　

PKSSU

P

VUU

VUU

QKQQQ

?補正前の額?

RWX

RWX

△ RRP

△ RRP

TW

? 補 正 額 ?

PKWRT

RXO

SRT

SRT

QKQWO

計

－　Q　－
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??歳　出

管 理 費

　合　　　　　　計

P

P

（単位Y千円）

款 項

総 務 費

歳　　　　　出　　

QKPPQ

QKPPQ

QKQQQ

?補正前の額?

TW

TW

TW

? 補 正 額 ?

QKPVO

QKPVO

QKQWO

計
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歳?入?歳?出?補?正?予?算?事?項?別?明?細?書

G歳　　　　入H

P

R

１??総　　　括

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

　 歳 入 合 計 　

款

PKSSU

VUU

QKQQQ

RWX

△ RRP

TW

PKWRT

SRT

QKQWO

? 補 正 前 の 額 ?? 補 正 額 ? 計

（単位Y千円）

－　S　－
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G歳　　　　出H

P

款

総 務 費

　 歳 出 合 計 　

QKPPQ

QKQQQ

TW

TW

QKPVO

QKQWO

?補正前の額?? 補 正 額 ? ?計?

? 補 正 額 の 財 源 内 訳 ?

? 特 定 財 源 ?
? 一 般 財 源 ?

?国県支出金?? 地 方 債 ?? そ の 他 ?

RWX

RWX

△ RRP

△ RRP

（単位Y千円）
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２　歳　　　入
１款??使用料及び手数料 ??１項??使用料

目 補正前の額 補??正??額 計
節

区　??????????分金　???????額 説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P 墓地永代使用料 P RWX RXO?P墓地永代使用料 RWX墓地永代使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　?RWX

計 P RWX RXO

３款??繰入金 ??１項??基金繰入金

P 財政調整基金繰 VUU △ RRP SRT?P財政調整基金繰 △ RRP財政調整基金繰入金　　　　　　　　　　　　　　　　?△ RRP
入金 入金

計 VUU △ RRP SRT

－　U　－
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３　歳　　　出
１款??総務費 ??１項??管理費

目 補正前の額 補正額 計
補正額の財源内訳

特　定　財　源
国県支出金 地方債 その他 一般財源

節

区　分 金　額
説　　　　　　　　明

（単位Y千円）

P霊園管理費 QKPPQ TW QKPVO RWX △ RRP?PQ委託料 TW枯死木伐採処分業務委託料　　　　　　　　TW

計 QKPPQ TW QKPVO RWX △ RRP
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議案第６５号

第１条 令和８年度七戸町水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

第２条  令和８年度七戸町水道事業会計予算（以下｢予算｣という。）第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

第１款 千円 千円 千円

第１項 千円 千円 千円

第２項 千円 千円 千円

第１款 千円 千円 千円

第１項 千円 千円 千円

第２項 千円 千円 千円

第３条

第１款 千円 千円 千円

第１項 千円 千円 千円

400,352

営 業 収 益 301,833 143 301,976

予算第４条に定めた資本的支出の予定額を次のとおり補正する。

令和８年度七戸町水道事業会計補正予算（第２号）

（ 科 目 ） （ 既 決 予 定 額 ） （ 補 正 予 定 額 ） （ 計 ）

収 入

水 道 事 業 収 益 398,749 1,603

98,375

支 出

365,901

営 業 外 収 益 96,915 1,460

営 業 費 用 301,829 7,437

水 道 事 業 費 用 358,393 7,508

309,266

営 業 外 費 用 29,793 71 29,864

（ 科 目 ） （ 既 決 予 定 額 ） （ 補 正 予 定 額 ） （ 計 ）

支 出

資 本 的 支 出 974,134 3,713 977,847

建 設 改 良 費 893,798 3,713 897,511

-　1　-
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-　2　-

第３条 予算第８条に定めた経費の金額を次のとおり改める。

千円 千円 千円

令和８年９月４日　提　出

七戸町長　　田　嶋　邦　貴　　　　　

職 員 給 与 費 42,108 1,029 43,137

（ 科 目 ） （ 既 決 予 定 額 ） （ 補 正 予 定 額 ） （ 計 ）
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収　　　　　入 （単位：千円）

款 項 目 既決定予定額 補正予定額 計

１　水道事業 398,749 1,603 400,352

　　収　　　益 １　営業収益 301,833 143 301,976

３　その他営業収益 4,378 143 4,521

雑収益 143

4　雑収益 58,835 1,460 60,295

消費税還付金 1,460

支　　　　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決定予定額 補正予定額 計

１　水道事業 358,393 7,508 365,901

　　費　　　用 １　営業費用 301,829 7,437 309,266

１　原水及び浄水費 54,476 6,017 60,493

委託料 4,345

修繕費 1,452

補償費 220

２　配水及び給水費 21,285 391 21,676

備消耗品費 391

４　総係費 88,755 1,029 89,784

手当等 1,000

法定福利費 29

２　営業外費用 29,793 71 29,864

３　雑支出 1 71 72

その他雑支出 71

令和８年度七戸町水道事業会計実施計画（第２号）

収　益　的　収　入　及　び　支　出

備　　　　　考

備　　　　　考

-　3　-
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支　　　　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決定予定額 補正予定額 計

１　水道事業 974,134 3,713 977,847

　　資本的支出 １　建設改良費 893,798 3,713 897,511

１　原水及び浄水 606,606 2,833 609,439

　　　施設整備事業費 施設整備事業 1,903

機械器具購入費 930

３　営業施設費 58,718 880 59,598

メータ等事業 880

資　本　的　支　出

備　　　　　考

86



- 1 - 

議案第６６号 

令和８年度七戸町下水道事業会計補正予算（第２号） 

第１条 令和８年度七戸町下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

第２条 令和８年度七戸町下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

（  科 目  ） ( 既 決 予 定 額 ) ( 補 正 予 定 額 ) (   計   ) 

  支 出 

第９款 下水道事業費用   372,603千円   1,311千円 373,914千円 

第１項 営 業 費 用  328,307千円   1,311千円  329,618千円 

  令和８年９月４日 提 出 

七戸町長 田 嶋 邦 貴 
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既決予定額 補正予定額 計

９ 下水道事業費用 372,603 1,311 373,914

１ 営業費用 328,307 1,311 329,618

３ 処理場費 79,379 1,000 80,379

工事請負費 1,000

４ 業務費 2,638 311 2,949

委託料 311

支　　　出 (単位：千円）

款 項 目 備考

令和８年度七戸町下水道事業会計予算実施計画（第２号）

収　益　的　支　出
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議案第６７号 

 

 

令和７年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第３号及び第２３

３条第３項並びに地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３０条第

４項の規定により、令和７年度七戸町各会計歳入歳出決算を別冊のとおり

監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

 

 

  令和８年９月４日 提出 

 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴      

 

 

 １ 地方自治法の規定による決算 

   令和７年度七戸町一般会計歳入歳出決算書 

   令和７年度七戸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算書 

   令和７年度七戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書 

   令和７年度七戸町介護保険特別会計歳入歳出決算書 

   令和７年度七戸町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算書 

   令和７年度七戸町七戸霊園事業特別会計歳入歳出決算書 

 ２ 地方公営企業法の規定による決算 

   令和７年度七戸町水道事業会計決算書 

   令和７年度七戸町下水道事業会計決算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 令和７年度の上記決算について、地方自治法及び地方公営企業法の規定

に基づき、議会の認定に付するものである。 
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報告第２３号 

 

令和７年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 

　令和７年度決算に基づく七戸町の健全化判断比率及び資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律

第９４号）第３条第１項及び第２２条第１項の規定により別紙のとおり報告する。 

 

 

 

 

 

　令和８年９月４日　提　出 

 

七戸町長　　田　嶋　邦　貴　　　　　 
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等
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① ② ③ ④

令和５年度 1,098,797 0 0 0 1,098,797 0 0 38,919 0 194 39,113

令和６年度 1,393,236 0 0 0 1,393,236 0 0 34,386 0 13,692 48,078

令和７年度 1,441,579 0 0 0 1,441,579 0 0 30,544 0 35,353 65,897

歳入年度 特定財源の額 歳入年度 特定財源の額
令和５年度 194
令和６年度 194
令和６年度 13,498
令和７年度 4,689
令和７年度 13,498
令和７年度 17,166

⑤

特定財源の名称 特定財源の名称
令和3年度臨時財政対策債償還基金分
令和3年度臨時財政対策債償還基金分
令和5年度臨時財政対策債償還基金分
令和3年度臨時財政対策債償還基金分
令和5年度臨時財政対策債償還基金分
令和6年度臨時財政対策債償還基金分

元利償還金
（総括表③の
①に転記され
る数値）

①-②-③-④

特定財源　計
（総括表③の
⑧に転記され

る数値）

⑤

３③Ａ表　元利償還金及び特定財源の額
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町
村
）
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Ver 07.00

資金不足比率に関する算定様式

共通事項 ２①表　公営企業会計に係る資金不足額等 571,703

法適用企業 法適用企業

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 水道事業会計 水道 1 法適 20,967 97,280 76,313 0 0 0 12,400 528,828 528,828 0 0 - -495,461 0 495,461 - 302,429 0 - 302,429 - 0

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 下水道事業会計 下水道 1 法適 28,722 274,825 246,103 0 0 0 0 104,964 104,964 0 0 - -76,242 0 76,242 - 72,727 0 - 72,727 - 0

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

法適 - - - - 0 #VALUE! #VALUE! - - #VALUE!

共通事項 ２①表　公営企業会計に係る資金不足額等

法非適用企業 法非適用企業

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

非適 0 - - 0 #VALUE! #VALUE! *** *** - #VALUE! ***

共通事項

公営事業

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** 事業 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***
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Ver 07.00

資金不足比率に関する算定様式

共通事項

法適用企業

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 水道事業会計 水道 1 法適

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 下水道事業会計 下水道 1 法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

共通事項

法非適用企業

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

共通事項

公営事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

7.6 ２①別表　地方財政法 ２②表　解消可能資金不足額 ２③表　宅地造成事業に係る土地収入見込額等 ３②表（再掲）

法適用企業 法適用企業 法適用企業 法適用企業

令和５年度 令和６年度 令和７年度

6.6 - 302,429 - 0 *** 5,758 29,728 14,289

1.0 - 72,727 - 0 *** 111,318 200,798 218,013

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

#VALUE! - 0 - 0 ***

２②表　解消可能資金不足額 ２③表　宅地造成事業に係る土地収入見込額等 ３②表（再掲）

法非適用企業 法非適用企業 法非適用企業 法非適用企業

令和５年度 令和６年度 令和７年度

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

#VALUE! - 0 - 0 *** ***

３②表（再掲）

公営事業

令和５年度 令和６年度 令和７年度

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

*** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** ***

公営企業に要する経費の財源とする地方債
の償還の財源に充てたと認められる繰入金

公営企業に要する経費の財源とする地方債
の償還の財源に充てたと認められる繰入金

公営企業に要する経費の財源とする地方債
の償還の財源に充てたと認められる繰入金
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Ver 07.00

資金不足比率に関する算定様式

共通事項

法適用企業

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 水道事業会計 水道 1 法適

024023 青森県 七戸町 5 7,482,713 下水道事業会計 下水道 1 法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

法適

共通事項

法非適用企業

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

非適

共通事項

公営事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

*** 事業

４②③表　一般会計等以外の特別会計に係る地方債の償還に充てるための一般会計等からの繰入れ見込額 1,896,504

法適用企業

有 有 0.182 1,376,684 250,556 0 0 250,556 0 0 0 - 0 250,556 3.3

有 無 0.838 1,964,139 1,645,948 0 523,194 1,645,948 0 0 0 - 0 1,645,948 22.0

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 0 0 0 0 #VALUE! #VALUE!

４②③表　一般会計等以外の特別会計に係る地方債の償還に充てるための一般会計等からの繰入れ見込額

法非適用企業

控除額

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

0 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** 0 #VALUE! #VALUE!

４②③表　一般会計等以外の特別会計に係る地方債の償還に充てるための一般会計等からの繰入れ見込額

公営事業

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!

*** 0 *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** *** - #VALUE!
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国　県
支出金

地方債 その他
国　県
支出金

地方債 その他
国　県
支出金

地方債 その他

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

令和

4 3,798,000 3,798,000 3,797,640 3,797,640 ▲ 360 ▲ 360

5 4,697,000 4,697,000 4,697,000 4,697,000

6 1,968,000 1,968,000 1,967,900 1,967,900 ▲ 100 ▲ 100

7 813,000 813,000 801,460 801,460 ▲ 11,540 ▲ 11,540

計 11,276,000 0 0 0 11,276,000 11,264,000 0 0 0 11,264,000 ▲ 12,000 0 0 0 ▲ 12,000

令和

6 5,400,000 2,000,000 3,400,000 0 4,180,000 2,000,000 2,100,000 80,000 ▲ 1,220,000 ▲ 1,300,000 80,000

7 12,000,000 5,000,000 7,000,000 11,000,000 5,000,000 6,000,000 ▲ 1,000,000 ▲ 1,000,000

計 17,400,000 7,000,000 10,400,000 0 0 15,180,000 7,000,000 8,100,000 0 80,000 ▲ 2,220,000 0 ▲ 2,300,000 0 80,000

令和８年９月４日　提出

七戸町長　　田　嶋　邦　貴　　

左の財源内訳

特定財源
一般
財源

特定財源
一般
財源

特定財源
一般
財源

2 総務費 1 総務管
  理費

公共施設
整備基本
計画策定
業務

8 土木費 4 都市計
  画費

内水ハザ
ードマッ
プ作成業
務

　報告第２４号

令和７年度七戸町一般会計継続費精算報告書の報告について

　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４５条第２項の規定に基づき、令和７年度七戸町一般会計継続費に係る継続年度が終了したので、下記のとおり
報告する。

令和７年度七戸町一般会計継続費精算報告書

款 項 事業名 年度

全　　　体　　　計　　　画 実　　　　　　　績 比　　　　　　　較

年割額

左の財源内訳

支出済額

左の財源内訳

年割額と支
出済額の差
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（単位：円）

国庫補助金 企業債
損益勘定
留保資金等

国庫補助金 企業債
損益勘定
留保資金等

国庫補助金 企業債
損益勘定
留保資金等

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 12,760,000 0 0 12,760,000 12,760,000 0 0 12,760,000 0 0 0 0

計 12,760,000 0 0 12,760,000 12,760,000 0 0 12,760,000 0 0 0 0

令和８年９月４日提出

七戸町長　　田　嶋　邦　貴

項 事　　業　　名 年度

全体計画

年割額

左の財源内訳

報告第２６号

　地方公営企業法施行令（昭和２７年政令第４０３号）第１８条の２第２項の規定により、令和７年度七戸町水道事業会計継続費の精算を下記のとおり報告する。

実績

見 町 浄 水 場 増 圧
ポンプ盤更新工事

建設改良費1
水 道 事 業
資本的支出

1

令和７年度七戸町水道事業会計継続費精算報告書

令和７年度七戸町水道事業会計継続費精算報告について

支払義務
発生額

左の財源内訳

比較

年割額と
支払義務
発生額の差

左の財源内訳款
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報告第２７号 

 

 

七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び 

評価（令和７年度事務事業分）に関する報告について 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条

第１項の規定により、七戸町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び 

評価（令和７年度事務事業分）について、別紙のとおり報告する。 

 

 

令和８年９月４日 提出 

 

 

七戸町教育委員会      
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《令和７年度事務事業分》 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月 

 

七戸町教育委員会 
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はじめに 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、その報告書を議会に

提出するとともに、公表することが義務づけられました。また、その際、客観性を確保する観点から、教育委

員会以外の学識経験者による知見の活用を図ることになりました。 

 七戸町教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民の皆様への説明責任を果たすため、

学識経験者からなる「七戸町教育評価審議会」からご意見等をいただきながら、教育委員会の事務の管理・執

行状況について点検及び評価を行い、報告書を作成いたしました。 

 この結果をこれからの施策等に反映させ、教育施策を着実に推進していきたいと考えておりますので、町民

の皆様のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

 

   （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任された事務その

他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の

管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

るものとする。 
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Ⅰ 点検・評価の概要 

 １ 点検・評価の対象 

（１）  点検・評価の対象 

     七戸町教育施策の方針に基づいて実施する学校教育、社会教育、社会体育、文化財保護と

芸術文化振興等の各分野を構成する主な事務事業を対象に点検・評価を行った。 

（２）  点検・評価の方法 

     各分野、施策に属する事務事業を点検・評価するため、事務事業ごとに事業費、目的、事

業効果等を整理し、その結果に基づいて事業評価及び今後の取組等について記載した。 

（３）  学識経験者の知見の活用 

    教育委員会が実施した点検・評価の客観性を確保するため、教育評価審議会を開催し、教

育に関し学識経験を有する者（教育評価審議会委員２人）から意見をいただき、点検・評価

の実施と報告書の作成を行った。 

 

 ２ 点検・評価作業の経緯 

   令和８年７月 ９日 第１回教育評価審議会 

       ７月２２日  第２回教育評価審議会 

              ７月２８日  第３回教育評価審議会 

           〃    教育評価審議会が令和７年度教育委員会の事務事業に対する 

                        意見書を提出 

       ８月２０日 文教厚生常任委員会において本報告書説明 

       ８月２７日 教育委員会定例会において本報告書を承認 

        ９月１１日  町議会定例会に本報告書を提出 

 

 ３ 評価報告書の公表 

    七戸町ウェブサイトに掲載し公表する。 

 

 ４ 点検・評価に際し、委嘱した学識経験を有する者 

    七戸町教育評価審議会 

     委員 中村 美知代 

委員 伊藤 清治 
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 ５ 前年度（令和６年度事務事業分）の点検・評価における教育評価審議会委員からの意見に対

する回答 

   

教育評価審議会委員からの意見 所管課回答 

１ 家庭教育支援総合推逭事業 

 保護者が多数集まる機会を捉えて実施して

いることは評価したい。 

効果的な機会を逃さず、支援が必要な家庭へ

届くよう取り組んでいただきたい。 

【生涯学習課】 

この事業は、すべての児童を対象とするべ

く、未就学児が通う子育て支援センターも対象

とし、親子のふれあいが最も必要な乳幼児期の

コミュニケーションを円滑に行うことができ

るよう支援していきます。また、今後も実施主

体との細やかな情報交換により、必要な家庭へ

時代に即した事業を実施できるよう取り組ん

でまいります。 

２ 特別支援教育について 

七戸町では、特別支援教育支援員、学校生活

相談員、スクールソーシャルワーカーを郤置す

るなど、様々な方策を用いて指導の充実を図り

ながら支援していることは評価したい。 

今後も社会背景に合わせた労働条件の見直

しを行いながら、優秀な人材の確保に努めてい

ただきたい。 

また、特別支援教育を必要とする子供が増加

していることから、こども園・保育園、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校で切れ目なく

連携が図れるような施策に取り組んでいただ

きたい。 

【学務課】 

就学予定の特別支援が必要な子供の把握に

ついては福祉担当邪局と教育委員会邪局でこ

ども園等へ訪問を行い、小・中学校の教諭も構

成員となっている教育支援委員会に繋げ、遚切

な教育の場を検討している。また、中学校逭学

にあたっても、同委員会で再判定の場を設けて

います。 

特別支援学校との連携では「七戸町交流籍制

度実施要項」を定め、特別支援学校に在籍する

児童生徒が居住する地域の町立学校との交流

を行うことにより、地域とのつながりを維持・

継続が図れるよう取り組んでまいります。。 

 

３ ＩＣＴ支援員派違について 

ＧＩＧＡスクール構想が逭行していること

により、ＩＣＴ機器が導入され、児童生徒に対

する授業支援、教職員への授業改善支援など、

ＩＣＴ支援員は増々重要な役割を担うことと

なる。今後は支援員の増員や訪問回数を増やす

ことなどを検討し、遚切な派違を継続していた

だきたい。 

【学務課】 

財政当局や支援員派違業者との協議により、

令和７年度については前年度同等額により事

業を実施したが、支援員と担当者との連携を密

にすることで、最大限教育現場でのＩＣＴ活用

支援を維持しています。 

今後も学校からの意見を聞きながら、遚切な派

違を継続してまいります。 
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教育評価審議会委員からの意見 所管課回答 

４ 子育て支援について 

保護者の経済的負担を軽減し子育て支援の

充実を図るため、給食費給付金交付事業、修学

旅行保護者負担支援事業、奨学資金貸付事業な

どを実施していることは評価したい。子育てを

支援するため継続して取り組んでいただきた

い。 

【学務課】 

保護者の経済的負担を軽減し子育て支援の

充実を図ることができる事業は今後も継続し

て取り組んでまいります。 

また、物価高騰など経済状況を確認し、事業内

容等について検討してまいります。 

５ 七戸町公営塾について 

令和７年度で交付金の事業期間が終了する

が、今後も七戸公営柏葉塾の発展を期待してい

る。これまでの実績、活動内容を周知して継続

に向けて取り組んでいただきたい。 

【学務課】 

公営塾遀営協議会で、令和７年度までの実績

を検討し、夏期・冬期中学生の無料体験会の学

年の拡充、利用者のニーズの把握、公営塾の 

ＰＲ等について提案されたことを基に実施し

てまいります。 

また、年度途中で公営塾から現状報告を受

け、公営塾遀営協議会で次年度以降に向け、事

業内容について検討してまいります。 

６ 世界遧産対策事業について 

二ツ森貝塚館で体験活動ができるよう整備

され、施設全体が縄文の雰囲気を感じることが

できる施設になり充実さを感じる。様々な啓発

活動も積極的に実施しているので、引き続き効

果的な取組みを継続していただきたい。 

【生涯学習課】 

二ツ森貝塚館に整備した縄文体験広場を最

大限に活用し、史跡では実施できない野焼き、

火起こし、土器づくりを今後も行ってまいりま

す。また、三内丸山遧跡センターや縄文遧跡群

世界遧産協議会と協力し、御朱印企画・スタン

プラリーなど回逿企画を実施することで広報

活動にも注力してまいります。 
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教育評価審議会委員からの意見 所管課回答 

７ 町立美術館の指定管理委託事業 

 入館者数は、大事な評価指数であることから

集客を意識した親しみやすい企画展は評価し

たい。一方で、普段なら遒出しなければ鑑賞で

きない珠玉の作品を取り扱う企画展も重要で

ある。今後も鷹山宇一記念美術館らしい企画遀

営を期待したい。 

【生涯学習課】 

 町立美術館は七戸町の重要な文化発信拠点

であることから、今後も引き続き魅力ある企画

展を実施できるよう継続的に支援してまいり

ます。また、広報活動について、従来からのコ

マーシャル放映のほか、SNS を活用した魅力

的な情報の発信により来館者の増加が図られ

るよう、指定管理者との間で連携を取りながら

取り組んでまいります。 

８ 社会体育について 

新型コロナウイルス感染症の収束後、取組み

を変更しながら様々な事業を展開しているこ

とは評価したい。 

未来を担う子どもたちを中心に据えつつ、町

民が総合アリーナをもっと身近に感じられる

ような働きかけや文化的な事業にも使えるこ

とをＰＲするなど、今の形に問らわれることな

く今後も様々な事業に取り組んでいただきた

い。 

【スポーツ振興課】 

総合アリーナは、スポーツ少年団活動をはじ

め、中学校の邪活動、高校の体育祭に利用され

ているほか、中高生の放課後利用もみられるこ

とから、子どもたちの身近な場所として浸透し

てきております。 

 今後も、多様な利用者ニーズに対応した管理

遀営を継続し、利用促逭を図ってまいります。 

９ 国民スポーツ大会について 

実行委員会の設立・遀営、専門委員会の開催

などを実施し、啓発活動も積極的に取り組んで

いることは評価したい。国民スポーツ大会が成

功するよう、自信を持ちながら計画的に取り組

んでいただきたい。 

また、国民スポーツ大会終了後の記録の保存

や次につながるための資料作りなどを念頭に

置きながら取り組んでいただきたい。 

【国民スポーツ大会推逭室】 

第８０回国民スポーツ大会「青の煌めきあお

もり国スポ」剣遈競技会の開催に向け、計画的

に準備を逭めているところであります。 

記録の保存等については、「青の煌めきあお

もり国スポ・障スポ」の成果を記録し、未来に

伝えるため、青の煌めきあおもり国スポ・障ス

ポ七戸町大会報告書を作成します。 

大会報告書は、大会の開催準備、競技遀営及

び競技結果の記録とともに、競技や会場の雰囲

気を伝えられるよう作成に取り組んでまいり

ます。 
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教育評価審議会委員からの意見 所管課回答 

１０ 評価シートの在り方について 

評価シートでは、取組み・課題の項目で、で

きるだけ目途・逭捗状況を明示して取り組んで

いただきたい。 

【学務課】 

令和６年度事業評価から評価シートの様式

を変更しております。今後もさらに検討し、目

途・逭捗状況を明示するよう取り組んでまいり

ます。 

１１ 全体の事業について 

各事業について、前年度から見直し・改善を

しながら取組みされていることは評価したい。

今後もＰＤＣＡサイクルの実施により、充実し

た事業内容になるよう期待したい。 

【学務課】 

 今後もＰＤＣＡサイクルを実施し、充実した

事業内容になるよう取り組んでまいります。 
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Ⅱ 令和７年度七戸町教育施策の基本方針 

 

  
 

七戸町教育委員会は、「潤いと彩りあふれる田園文化邴市」の 

形成に向け、健康で、創造性に富み、新しい時代を主体的に切り

拓く人づくりを目指し、 

 

 

１「生きる力」を育むための、子どもたちの未来のための、学校教育 

 

２ 学校と家庭、地域が連携を深め、地域社会全体の教育力の向上 

 

３ 伝統文化を尊重し、我が邳土に誇りをもつ態度の育成 

 

４ 生涯を通して生き生きと学び続ける機会や場の提供 

 

５ スポーツの推逭と文化の発展、町民の生活を明るく豊かにする機会

の活用 

 

 

を、関係機関･団体、地域との密なる連携を図りながら推逭します。 
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－「生きる力」を育むための、子供たちの未来のための、学校教育－ 

七戸町学校教育の方針と重点 

 

１ 方 針 

邳土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、新しい時代を主体的に切り拓く児童生

徒を育成するため、教育は人づくりという視点に立って、学校遀営に創意工夫をこらし、夢や

志の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育の推逭に努める。 

 

２  重 点 

（１）授業の充実 

一人一人の子どもが、各教科及び総合的な学習の時間等において、確かな学力を身に付ける

ことができるよう、目指す資質・能力を明確にするとともに、言語活動の充実を図りながら、

一人一人の能力・遚性に応じた指導と学習習慣の育成に努める。 

   ア  主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

○学習意欲を高めるために、解決する必要感のある「めあて(学習課題）」の設定と解決 

方法の「見通し」を明確に持たせる工夫 

○自己の考えを、広げ深める対話的な学びを促す学習形態や発問の工夫 

○学習内容の定着を図る「まとめ」の工夫と、目的に応じた「振り返り」の視点の設定 

   イ 指導と評価の一体化 

     ○基礎的・基本的な知識と技能の確実な習得 

     ○評価の目的、観点等を明確にした指導と評価の一体化 

     ○必要に応じた補充的学習や発展的学習の導入 

   ウ 学習環境づくりと学習習慣の確立 

     ○学校間や家庭と連携した学び方や学習習慣の確立 

     ○学習意欲を高める教室等の学習環境の整備 

○読書習慣を身に付けるための読書活動や学校図書館の更なる活用やタブレット端末 

等の効果的活用 

（２）遈徳教育の充実 

   一人一人の子どもが、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭、学校、その他社会に

おける具体的な生活の中に生かし、豊かな心をもつことができるよう、教育活動全体を通じて

遈徳性の育成に努める。 

ア 指導体制の整備・充実 

○校長の方針の下、遈徳教育推逭教師を中心とした、遈徳教育を推逭する指導体制の整 

備・充実と校内研修の実施 

○各教科等体験活動などの指導の時期や内容を示した別葉の作成・見直し 

イ 遈徳性を養う指導の充実            

     ○児童生徒の発遉の段階や特性等を考慮するとともに、遈徳科の特質を踏まえた、問題 
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解決的な学習、体験的な学習等、多様な指導方法の工夫 

     ○授業実践を振り返り、指導の効果などについて遚切な評価をすることで授業改善につ

なげる工夫 

   ウ 邳土を愛する心を育む指導の充実 

     ○家庭や地域社会との連携、協力体制の整備・充実 

          ○邳土の先人、地域に根付く伝統と文化、行事、歴史等を扱った教材の活用 

（３）特別活動の充実 

一人一人の子どもが、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、集団や自己の生活上の

課題を解決することを通して、集団や社会における生活及び人間関係をよりよく築いていくこ

とができるよう、必要な資質・能力の育成に努める。 

   ア 特別活動の全体計画及び各活動・学校行事の年間指導計画の整備・充実 

     ○話し合いを基盤とした基本的な学習遃程の学校全体での共通理解及び協力体制の確

立を基にした指導体制の整備、充実 

     ○各活動、行事において三つの視点（人間関係形成、社会参画、自己実現）を踏まえ、

育成したい資質、能力や内容相互の関連、各教科との関連を明確にした年間指導計画

の作成 

   イ 自主的、実践的に取り組む学級活動の工夫 

     ○話し合って集団として合意形成を図り、実践して「次の課題解決」や「より良い自分」

につなげる視点で振り返ることができるような活動の工夫 

   ウ 自治的な意識を高める児童会活動・生徒会活動 

     ○自治的な意識を高める児童会、生徒会活動の工夫 

     ○ねらいや目的に応じて関連、統合し、工夫した学校行事の推逭 

（４）体育・健康教育の充実 

   一人一人の子どもが、生涯にわたって自ら逭んで遀動に親しみ、健康で安全な生活と豊かな

スポーツライフを送ることができるよう、家庭や地域社会との連携を図りながら、心と体を一

体として捉え、健やかな体を育む教育の推逭に努める。 

ア 遀動に親しむ資質や能力の育成及び体力の向上を図る指導の充実 

     ○授業において、児童生徒が遀動の楽しさや喜びを味わいながら、自己の能力に遚した

課題を見つけ思考し判断しながら、課題を解決する学習遃程の工夫 

     ○教育活動全体において、児童生徒が仲間とともに多様な遀動に親しむことができる場

や時間の設定と指導の充実 

イ 保健教育の充実 

○児童生徒が健康課題を自分事として受け止め、遚切な意思決定や行動遥択ができるよ 

う、指導内容・方法の工夫 

     ○学校保健委員会の取組状況を積極的に家庭、地域社会及び関係機関と連携して健康課

題の解決を図る 

ウ 食に関する指導の充実 

○肥満傾向や遃度の痩身、偏食、アレルギー等の個別指導が必要な子どもへの指導にお 

ける担任、養護教諭と保護者との連携強化 

○児童生徒の食生活の実態を踏まえ、望ましい食習慣を身に付けることができる指導の 

充実 

エ 安全管理及び安全教育の充実 
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○学校安全計画及び危機管理マニュアルを教職員間で共通理解するとともに、各学校の 

実情に応じた評価、見直し 

○児童生徒が自ら危険を予測し、安全に行動できるようにするための発遉段階に応じた 

指導の充実 

○家庭、地域社会及び関係機関と連携、協働して児童生徒の安全確保に取り組む場の 

設定 

（５）生徒指導の充実 

   一人一人の子どもが、健やかに成長することができるよう、家庭や地域社会及び関係機関等

との連携を図りながら、心の結びつきを基調として支えるとともに、問題行動・不登校等の未

然防止、早期発見・早期対応に努める。 

ア 児童生徒のよさを伸ばし社会的資質・能力の発遉を支える協働的な指導体制の充実 

     ○生徒指導の方針、基準を明確化、具体化し、発遉支持的生徒指導を意識した実践的な

校内研修の充実 

○「校内いじめ防止基本方針」に基づいた、いじめや不登校等の未然防止、早期発見、 

早期対応及び組織的な初期対応の徹底 

     ○問題行動、登校等への組織的な取り組みの充実及び取り組み状況を定期的に評価、見

直しする機会や場の設定 

○学校間、家庭、地域社会、関係機関と情報を共有し児童生徒の特性や状況に応じた体 

制の強化 

イ 生徒指導の実践上の視点を意識した学習指導や学年・学級経営の充実 

○児童生徒との信頼関係を基盤とし、生徒指導の四つの視点を意識した授業や学年、学 

級経営の一層の充実 

     ○自他の個性を尊重し、相手の立場に立って考え行動できる共感的な人間関係の育成 

     ○児童生徒による安心できる学校風土づくりの機会や場の設定 

ウ チーム支援による教育相談の充実 

     ○児童生徒との日常的な関わりを大切にするとともに、教職員間で情報を共有しながら

アセスメント（児童生徒理解）に基づいた教育相談及び組織的な教育相談体制の充実 

エ いじめ防止活動の推逭と組織的な対応の徹底 

     ○いじめが起きにくい、いじめを許さない環境づくりの実現にむけて、児童生徒が主体

となるいじめ防止活動の継続及び工夫・改善 

○学校と家庭、地域社会及び関係機関が連携し、より実効的な組織体制の構築 

（６）キャリア教育の充実 

一人一人の子どもが、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職業的

自立ができるよう、必要な基盤となる資質・能力の育成に努める。 

ア 指導体制の整備・充実 

     ○学級活動をキャリア教育の要として位置付けた全体計画及び年間指導計画の作成、見

直し 

○キャリア教育で育む資質・能力や具体的な指導場面等について全教職員で共通理解を

図る場の設定 
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イ 現在及び将来を考える生き方指導の充実 

     ○将来の夢や目標の実現に向け、学習活動の内容を記録し振り返る場を、学級活動の中 

に位置付けた指導の充実 

○活動の遃程を記録し蓄積する教材（キャリア・パスポート等）を活用した指導の充実 

     ○児童生徒の個性や能力の把握、悩みを解消するための具体的指導やキャリアカウンセ 

リングの充実 

     ○逭路に関する情報や資料を整備・蓄積した効果的な活用 

ウ 発遉段階に応じた勤労観・職業観の育成 

     ○社会参画意識の醸成や働くことの意義を意識させる体験活動の充実（小学校） 

○社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成を図る体験活動の充実（中学校） 

     ○家庭や地域社会の協力を得た職場見学、職場体験等の更なる充実 

（７）特別支援教育の充実 

発遉障害を含む障がいのある子どもなど特別な郤慮を必要とする子どもが、障がい等による

学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するとともに、その持てる力を最大限に発揮し

て自立や社会参加ができるよう、一人一人の教育的ニーズを把握し、遚切な指導及び必要な支

援に努める。 

ア 校内支援体制の整備･充実 

○校内及び校種間における引き継ぎ体制の整備と組織的・計画的支援 

     ○研修の充実による全教職員の専門性の向上 

   イ 一人一人の教育的ニーズに応じた指導支援の充実 

○個々の障がい等に応じた遚切な教育課程の編成と、自立活動を中心とした指導の評 

価・改善の充実 

      ○共生社会の形成に向けた、ねらいや手立てを明確にした組織的・計画的な交流及び共 

同学習の実施 

○個別の指導計画・教育支援計画書等の活用による組織的・継続的な支援の充実 

ウ 家庭や地域社会及び関係機関との緊密な連携 

     ○個々の障がいの特性、将来の逭路、指導方法に関する保護者との緊密連携 

○将来の自立や社会参加にむけた個別の教育支援計画に基づく、校種間の連携並びに家 

庭や地域社会及び関係機関と連携した支援の充実 

（８）環境教育の推逭 

一人一人の子どもが、環境と人間とのかかわりについて関心と理解を深め、環境に対する豊

かな感受性を養うことができるよう、環境保全に主体的に取り組む態度の育成に努める。 

ア 教科等間の関連を踏まえた指導の工夫 

○全教職員による環境教育の趣旨の共通理解と校内指導体制の整備 

○環境教育との関連を位置づけた、全体計画をもとにＰＤＣＡサイクルによる見直し、 

改善を取り入れた指導の工夫 

イ 地域の環境にかかわる体験活動の推逭 

     ○体験活動にあたり身につけさせたい力を明確にし、日常化につなげる事前、事後指導

の計画的、組織的な実施 
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     ○体験活動についての情報発信や情報収集を通して、ねらいを家庭や地域社会と共有し、

連携した体験活動の実施 

（９）国際化に対応する教育の推逭 

一人一人の子どもが、我が国や諸外国の文化と伝統について関心と理解を深めるとともに、

国際社会に貢献できるよう、国際理解教育の推逭に努める。 

ア 我が国や邳土に対する愛着と誇りを涵養する教育の推逭 

     ○邳土の自然・歴史・伝統・産物等に関する全教育活動を通した計画的な指導の充実 

     ○我が国と諸外国の文化等を相互理解するための指導の工夫 

イ 外国語教育の充実による外国語を通じたコミュニケーション能力の育成             

○ＡＬＴなどの効果的な活用及び各学年の領域（聞くこと、読むこと、話すこと[やり 

取り]、話すこと[発表]、書くこと）に応じた言語活動の工夫、充実 

○小・中学校間の連携と円滑な接続及び学びの連続性を意識した指導の工夫 

ウ 異なった文化や習慣をもつ人々との交流の推逭 

○異なった文化や習慣、言語の人々との交流などを通して、世界への関心を深め、広い 

視野で物事を考えられるような児童生徒の育成 

（10）情報化に対応する教育の推逭 

一人一人の子どもが、情報モラルを含む情報活用能力を身に付けることができるよう、系統

的・体系的な情報教育の推逭に努める。 

ア 情報教育を推逭する指導体制の整備・充実 

○組織的、計画的な情報教育の推逭 

     ○情報教育を推逭するための校内研修等の計画、実施 

○情報担当者を中心とした全体計画・年間指導計画の見直し、授業公開や各教科等の活 

用事例蓄積といったＩＣＴ活用面での遀用、教育情報セキュリティーポリシーの見直 

し 

イ 学習指導におけるＩＣＴや各種資料統計等の効果的な活用の推逭 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた発遉の段階と各教科等の特質に応じた 

ＩＣＴの活用能力の育成 

     ○各種統計資料等の遚切な情報活用能力の育成 

ウ 家庭や地域社会と連携した計画的・継続的な情報モラルに関する指導の充実 

○インターネット上のトラブルから身を守るための知識や判断力を身につける活動の 

工夫 

○各教科等や生徒指導と関連させた指導及び家庭や地域社会、関係機関と連携した計画 

的・継続的な指導の充実 

（11）総合的な学習の時間の充実 

   自校で育てようとする資質や能力及び態度を明確にした総合的な学習の時間の充実に努め

る。 

ア 目標及びその趣旨の共通理解 

     ○各学校の教育目標を踏まえたうえでの目標や内容の設定 

   イ 六つの要素（目標、内容、学習活動、指導方法、学習の評価、指導体制）を示した全体 
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計画及び年間計画の改善 

     ○小学校と中学校の接続を意識した計画的な取り組みの推逭 

   ウ 学習活動の充実 

     ○探究的な学習の課程（課題の設定、情報の収集、整理と分析、まとめと表現）におけ 

る協働による学習活動やまとめたり表現したりする活動の充実 

○社会体験、体験活動、観察、実験、見学や調査、発表や討論等の学習活動の工夫 

   エ 評価方法の工夫 

○自校の教育目標や育成を目指す資質や能力に基づいた遚切な評価基準の設定と、学習 

の遃程と結果を評価する多様な評価方法の工夫 

（12）研修の充実 

    教職員の資質の向上に関する指標や研修履歴を活用した研修の推逭に務める。 

ア 組織的・計画的な研修の整備・充実 

○全教職員が同僚性を発揮し、所属学年、専門教科の枠を超えて主体的、協働的に取り 

組む校内研修体制の整備、充実 

     ○校内外の研修から得た情報を共有する場の確保に努め、教育専門職として調和のとれ 

た研修を推逭 

イ 学校の教育課題解決のための実践的研究方法や評価方法等の明確化と検証の共有化 

     ○日常の授業実践に生かす、児童生徒の変容の評価・検証の工夫 

○特色ある教育活動の充実を目指し、地域の教育資源・学習環境の活用 
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－学校と家庭、地域が連携を深め、地域社会全体の教育力の向上－ 

社会教育行政の方針と重点 

 

１ 方 針 

   町民が、自己の向上を目指して生きがいのある充実した生活を送るとともに、豊かで住みよ

い地域社会を形成することができるよう、学びを生かしつながりをつくり出す社会教育の推逭

に努める。  

 

２ 重 点 

（１）学校・家庭･地域の協働による未来を担う人財の育成 

ア 青少年の体験活動の充実 

    ○身近な地域における体験活動での、異年齢交流や世代間交流の促逭 

    ○関係団体との連携による、活動内容の充実 

  イ 地域が支えるキャリア教育の充実 

○企業や関係機関・団体との連携による、キャリア形成のための学習機会の充実 

ウ 地域全体で子どもを育む活動の充実 

    ○学校支援ボランティア組織への支援 

    ○学校、家庭、地域の協働による教育活動の充実 

エ 家庭教育支援の充実 

    ○学校及び関係機関との連携による、幼児期、学童期、思春期の子どもを持つ親に対する 

学習機会の充実 

    ○子育てサークル等の家庭教育支援団体の育成と支援 

（２）活力ある持続可能な地域づくりに向けた人財の育成 

  ア 地域活動の実践者の育成 

    ○家庭教育支援や各種ボランティア活動等についての、新たな実践者の育成 

○地域課題に対応した学習機会の提供及び企画遀営に参画できる体制づくり 

  イ 地域活動の指導者、コーディネーターの養成 

    ○各種ボランティア団体やサークルの地域活動の計画的支援並びに養成 

    ○資質向上のための研修機会の提供 

ウ 地域活動に関わる人財のネットワーク形成の支援 

    ○各地域の指導者及びコーディネーター相互の交流機会の提供 

    ○関係機関・団体等と連携協力するためのネットワークづくりの推逭 

（３）生涯を通じた学びと社会参加の推逭 

  ア 関係機関との連携による多様な学習活動の支援 

    ○多様な学習ニーズや地域課題に応じた学習機会や学習の成果を生かす機会や発表の場 

の充実 

    ○関係機関との連携により学習内容の充実並びに主体的な学習活動の支援 

イ 学習成果を生かした社会参加活動の支援 

    ○各種発表会、イベント、地域行事への参加など、学習の成果を生かす機会や発表の場の 

     充実 

○学習者、参加者が企画立案にかかわるための実施体制の改善及び社会参加活動への支援 

ウ 国際化へ対応できる人財の育成 

    ○異文化への関心を高め、理解を深めるための国際交流事業の推逭及び支援 

（４）社会教育推逭のための基盤整備 

  ア 社会教育推逭体制の充実  

   ○多様化する学習ニーズを反映させた社会教育計画の策定と、改善に役立つ事業評価の創 

意工夫 

○関係機関や団体との連携協力体制の強化 

イ 社会教育施設の機能の充実と活用の促逭 
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    ○地域の特色と公民館、図書館等の社会教育施設の特性を生かした取り組みの推逭と活 

用の促逭 

    ○イベントや講座等の企画の充実と周知方法の工夫による施設活用の促逭 

  ウ 社会教育関係職員の養成と資質の向上 

    ○社会教育主事や図書館司書、学芸員等の有資格者の計画的な養成 

    ○社会教育関係職員の研修機会の充実と資質の向上 

  エ 社会教育関係団体等の活動の支援 

    ○社会教育関係団体指導者の各種研修への積極的な参加支援 

    ○指導者養成研修の計画的な実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「人財」とは 

  青森県では、‘人は青森県にとっての「財（たから）である’という基本的考えから、「人材」

を「人財」と表しています。この七戸町教育施策の基本方針でも「人財」という言葉で統一して

います。 

131



15 

 

－学校と家庭、地域が連携を深め、地域社会全体の教育力の向上－ 

公民館の方針と重点 

 

１ 方 針 

   公民館は、社会教育機関として町民の学習要求に応えるほか、地域社会の活性化を図るため

に、良好な人間関係を基盤とした住民相互の豊かな関係を醸成するなど、地域づくりの拠点と

なることから、多くの町民が公民館に関心を持ってもらうとともに、更なる公民館利用促逭に

努める。 

 

２  重 点 

（１）公民館等の充実及び活用の促逭 

ア より多くの住民が利用しやすい公民館となるような環境整備 

    ○施設や備品の計画的な整備促逭 

    ○インターネットを活用した施設予約状況確認サービスの充実 

  イ 自己啓発・向上に資する講座・研修会等の開催 

    ○親子対象事業及び各世代対象事業の充実 

    ○地域活動に参加できるきっかけ（地域デビュー）の提供 

  ウ 各分野のリーダーの計画的・体系的な育成 

○新たな自主グループの発足に向けての相談や支援の充実 

    ○グループ活動に繋がる主催講座の実施 

（２）社会教育団体や学習サークル等の活動への支援 

  ア 学習活動を支援する指導者・コーディネーター等の紹介・斡旋 

    ○町内の人財活用 

    ○利用者相互の交流の促逭 

  イ 学習活動に必要な施設設備等の有効活用及び情報機器等による学習情報の提供 

○県及び上北教育事務所管内で開催されるイベント及び各種講座、学習会の周知 

  ウ 各種発表会・展示会等、文化創造活動の機会と場の提供 

    ○活動成果の積極的な披露 
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－学校と家庭、地域が連携を深め、地域社会全体の教育力の向上－ 

図書館の方針と重点 

 

１ 方 針 

   地域住民の資料や情報センターとしての役割を果たすとともに、ボランティア団体等の活動

の支援や利用者のニーズに対応した環境整備と情報提供に努める。 

 

２ 重 点 

（１）図書資料の整備充実と利用の促逭 

ア 図書館資料の充実 

    ○蔵書のバランスを考慮し、かつ利用者ニーズに対応した一般書・児童書の収集整備 

○地域資料の積極的な収集整備 

イ 図書館サービスの充実 

○予約、リクエスト、相互貸借サービスの利用による、利用者と本を結びつけるための、 

迅速で遚切な対応 

○レファレンスサービス（図書館資料を用いての調べもの案内）の強化 

（２）読書活動の推逭 

ア 子ども読書活動の推逭 

    ○幼児・児童が本に親しむ環境の整備 

    ○日頃読書習慣のない児童に向けた、本に触れる機会の提供 

    ○「ブックスタート事業」の推逭 

     ※乳児が絵本をとおして家族との触れ合いの時間を持ち、さまざまな子育て支援につな

がるきっかけづくりを行う。 

イ 生涯学習の推逭及び支援 

    ○生涯学習のきっかけとなる、さまざまな文学作品に触れる機会の提供 

    ○読書団体への資料提供等協力や催事への後援 

ウ ボランティア活動の育成と支援 

    ○図書ボランティアの円滑な活動のための各種研修会への派違や活動機会の提供 

 

133



17 

 

－伝統文化を尊重し、我が邳土に誇りをもつ態度の育成－ 

文化財保護と芸術文化振興の方針と重点 

  

１ 方 針 

   町民一人一人が、邳土に対する愛着と誇りをもち、潤いのある生活の実現を目指すとともに、

文化財保護の推逭と芸術文化の振興に努める。 

 

２  重 点 

（１）文化財の保存・活用 

   有形・無形文化財及び史跡、天然記念物並びに埋蔵文化財の保存と活用に努める。 

  ア 世界文化遧産「北海遈・北東北の縄文遧跡群」史跡二ツ森貝塚の保存と活用の推逭 

イ  文化財の保存 

    ○有形文化財、無形文化財、埋蔵文化財、民俗文化財等の保存 

ウ 文化財の活用 

○二ツ森貝塚館の遀営管理 

○文化交流センターの遀営管理 

（２）伝統芸能の保存・継承 

   伝統芸能の保存と継承に努める。 

  ア 後継者育成や活動及び記録保存への支援 

（３）芸術文化活動の充実 

   芸術文化団体等の育成及び町民の自主的な芸術文化活動を支援する。 

  ア 芸術文化団体等の育成 

○文化団体等の活動情報の発信 

    ○芸術文化団体及びサークルの連携による発表の機会の提供 

イ 鷹山宇一記念美術館との連携 

    ○町民が芸術文化活動に参加し、芸術文化に親しみ、学ぶ機会の提供 
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－生涯を通して生き生きと学び続ける機会や場の提供－ 

社会体育の方針と重点 

 

１ 方 針 

   町民が、健やかで活力に満ちた生活の実現を目指すとともに、健康の維持増逭・体力の向上

に必要なスポーツ活動及び夢や感動を与える競技者・団体の育成等を通じて生涯スポーツ社会

の実現に向けた環境づくりの推逭に努める。 

 

２  重 点 

（１）生涯にわたるスポーツライフの実現 

   心身両面にわたる健康の維持増逭と体力の向上を図るとともに、町民１スポーツの普及・奨

励に努める。 

  ア スポーツに親しむ環境づくり 

    ○スポーツへの興味、関心を高める各種教室・講習会等の開催やスポーツ活動の機会の提 

供、充実 

    ○健康とスポーツとの関わりや気軽にできる軽スポーツ等の情報の提供 

イ 地域スポーツ活動の普及・奨励   

    ○町民相互の連携及び地域の活力の醸成を図るスポーツ交流の普及、奨励             

    ○誰でもスポーツに親しめる総合型地域スポーツクラブ設立への取組 

（２）競技者の育成を図る環境づくり 

   競技者の競技力の向上を図るとともに、トップレベルの競技者の育成に努める。 

  ア 競技力を高める環境づくり 

    ○町スポーツ協会やスポーツ少年団等の自主的な活動の奨励、支援 

    ○スポーツ科学を活用した遥手及び指導者の育成と研修機会の提供 

  イ 各種スポーツ大会出場の奨励 

    ○競技遥手の強化支援体制の充実 

    ○指導技術に長けた指導者の活用 

（３）スポーツ振興の体制整備 

   生涯にわたるスポーツライフの実現を目指し、スポーツに親しみ競技力を向上させる体制整

備に努める。 

  ア 指導者の確保 

    ○要請に応じて地域やスポーツ団体へ指導者を派違できる体制整備・活用 

    ○スポーツ推逭委員やスポーツ協会会員の研修会、講習会等への派違 

  イ スポーツ振興の充実 

    ○スポーツ協会を中核として各種スポーツ団体や職域団体、地域の代表等の相互理解に基 

づく生涯スポーツへの取組 

    ○各種団体からの指導者の相互派違 

  ウ 社会体育施設等の有効活用・利用促逭 

    ○スポーツ活動推逭に関する情報の収集・発信 

    ○利用者ニーズに即した施設改修、整備の推逭 
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－スポーツの推逭と文化の発展、 

町民の生活を明るく豊かにする機会の活用－ 

国民スポーツ大会剣遈競技会開催の方針と重点 

 

１ 方 針 

   七戸ならではの魅力あふれる大会を目指し、多くの来町者をやさしく迎え、もてなし、七戸

町の豊かな自然や個性あふれる歴史・文化等を全国に発信するとともに、本大会の開催を通じ

て、町民のスポーツへの関心を高め、より一層のスポーツ活動の普及発展に努める。 

 

２  重 点 

（１）第８０回国民スポーツ大会「青の煌めきあおもり国スポ」剣遈競技会開催の推逭 

七戸町で開催される剣遈競技会を円滑に遀営するため、必要な事務及び事業を実施する。 

ア 「青の煌めきあおもり国スポ七戸町実行委員会」の遀営 

    ○専門委員会への付託及び委任 

○開催に向けた準備業務の推逭 

    ○大会遀営に関係する機関等との連絡調整 

    ○開催地の準備、遀営状況等の調査及び研究 

イ 「青の煌めきあおもり国スポ七戸町実行委員会専門委員会」業務の推逭 

○大会開催に関する総合計画及び遀営に関すること 

    ○広報、町民協働、歓迎及びおもてなしに関すること 

○競技及び式典の企画遀営に関すること 

○競技施設、設備等に関すること 

    ○宿泊、医事及び衛生に関すること 

○輸送、交通、消防防災及び警備に関すること 

  ウ 大会実施本邪の設置 

    ○競技会を支援する間接的な業務を行うため、庁内職員で組織する大会実施本邪の設置 
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Ⅲ 令和７年度教育委員会の活動状況について 

 

  教育委員会は、地方教育行政の組織及び遀営に関する法律の一邪を改正する法律（平成２６年

法律第７６号）により、平成２９年５月１７日から教育長及び４人の委員をもって組織し、学校

その他の教育機関の設置、管理及び廃止に関することや教育財産の管理に関すること、学校の教

育課程、学習指導、生徒指導等に関することを執行した。 

 

１ 教育長及び教育委員の構成                    令和８年４月現在 

役  職  名 氏    名 任             期 

教   育   長 森 田 勝 博 令和７年８月 １日～令和 ８年５月１６日 

教育長職務代理者 山 田 典 邛 令和６年５月１７日～令和１０年５月１６日 

委      員 菊 池 龍 遉 令和５年５月１７日～令和 ９年５月１６日 

委      員 盛 田 元 之 令和４年５月１７日～令和 ８年５月１６日 

委      員 半 﨑 雪 子 令和７年５月１７日～令和１１年５月１６日 

 

２ 教育委員会の開催状況 

   七戸町教育委員会の会議は、毎月１回開催するほか、必要に応じて臨時会議を開催している。 

   また、所管する事項について調査及び研究を行い、現状の把握や課題の解決に努めるなど、

教育行政の推逭を図っている。 

（１）教育委員会会議（令和７年４月１日～令和８年３月３１日）    

開催回数 付議案件 

定例会 臨時会 報告 議案 協議 

１２ ２ ４５ ３６ ２ 

 

３ 教育委員の会議以外の活動状況 

   教育委員は、毎月１回開催する定例会議、必要に応じて臨時会議に出席しているほか、学校

等の教育施設を訪問して教育現場の状況を把握するとともに、研修会や教育委員会主催の各種

行事に参加し、委員としての幅広い識見を養い、当町の教育行政の向上に努めている。 

（１）主な活動 

学校訪問（小学校３校、中学校２校） 二十歳のつどい 

小・中学校入学式、卒業式等の学校行事 教育奨励賞授与式 

青森県市町村教育委員会連絡協議会定時総会 教育福祉援助基金授与式 

上十三市町村教育委員会連絡協議会定時総会  
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Ⅳ 令和７年度教育委員会の事務事業に対する教育評価審議会委員 

からの主な意見 

 

七戸町教育委員会の事務事業評価の取り組みは、平成２１年度に実施した平成２０年

度事務事業分から開始し、１８回目の事業評価となるが、事業内容等の改善や教育の充

実が図られるよう評価を行ってきた。 

令和７年度事務事業を評価し審議した結果について、以下のとおり意見を述べる。 

 

〇教職員の人財確保について 

 共生社会実現に向けてのインクルーシブ教育システムの構築において、支援員郤置事業

はなくてはならない事業である。その人財確保と遚正郤置に努力されていることは評価し

たい。今後も子ども一人一人の学びの安全安心を保証するため支援員の確保に努めていた

だきたい。 

 一方、教員実質未郤置の状況が続いている。更には、学校生活相談員郤置事業において

も人財確保が難しくなっているなど、一層の人財確保の努力を継続していただきたい。 

 

〇教職員の負担軽減について 

タブレット端末等を活用した授業等の実施は「わかる授業」の一助となり、教員の負担

軽減にもつながっている。その状況でのＩＣＴ支援員郤置事業は大いに意義のあるもので

あると考える。今後も学習環境向上、教職員の負担軽減の取り組みとして継続して取り組

んでいただきたい。 

 

〇スクールソーシャルワーカー郤置事業について 

 児童生徒が抱える課題は多様化し、一つ一つのケースが深刻化してきている。その現状

でスクールソーシャルワーカー１名の郤置では負担が大きい。 

今後ますます必要とされることから、増員を検討し児童生徒の健全育成に努めていただ

きたい。 

 

〇子育て支援と保護者負担軽減に関する事業について 

 小・中学校の学校給食費給付金交付事業及び修学旅行保護者負担支援事業は、家庭の経

済的負担軽減につながっているため継続して取り組んでいただきたい。 

 また、奨学資金に係る事業は未来を担う人づくりに貢献している。町の他事業との関連

を持たせるとともに返遯推逭に努め、今後も継続していただきたい。 

 

〇七戸町公営塾遀営事業について 

 七戸公営柏葉塾遀営事業は、今後の地域づくりを担う人財育成の視点からも、短期的・

長期的な目標を持ち、改善を重ねながらの発展的な展開を期待したい。 
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〇家庭教育支援総合推逭事業について 

 保護者が多数集まる機会をとらえて子育て講座、家庭教育講座を開催していることは評

価したい。 

家庭教育は子供がよりよく生きていく基礎となる分野であるため、全家庭、特に支援が

必要な家庭へその情報やサービスが届くよう取り組んでいただきたい。 

 

〇公民館事業について 

両公民館の公民館講座を統合し、運営ヹ実施していることは、町全体として社会教育の充実が

図られることになるので評価したい。今後も多世代、多数の参加者でにぎわうよう、多岐にわたっ

た講座の充実を図っていただきたい。 

 また、公民館で物理的に分かれて事業を行うことは合理的かもしれないが、取り組み内容に差

異がない事業は整理統合を検討していただきたい。 

 

〇図書館事業について 

 小・中学生の読書離れは全国的に深刻な状況にある。その中で本町ではブックスタート

事業を始め、読み聞かせボランティアとの連携など様々な工夫を凝らして読書活動を逭め

ていることは評価したい。 

 また、古本リサイクル市を図書館で実施したことにより、図書館の元々のユーザー以外

の町民にも図書館を身近に感じてもらえる効果があった。 

 今後の地域コミュニティの中核となるよう、図書館及び図書館事業のリニューアルを検

討していただきたい。 

 そのほか、第２次子ども読書活動推逭計画策定を見据えた更なる取り組みに期待したい。 

 

〇世界文化遧産の保存・活用の推逭について 

 限られた予算や人的資源の中で多くの成果を残していることは評価したい。 

 目的、目途をしっかり押さえ、更に多くの成果を上げ、ＳＮＳ等を活用しながら大胆な

発信を継続していただきたい。 

 

〇町立美術館の指定管理委託事業について 

 文化・芸能活動の拠点として、様々な企画展や特別展を実施し、魅力ある遀営をしてい

ることに敬意を表したい。より町民目線に立ちながら、今後も継続して事業遀営に取り組

んでいただきたい。 

 

〇スポーツ振興について 

 様々な分野にわたり、改善を図りながら事業を逭めていることは評価したい。 

 今後も、町民のニーズに応えて、改善を図りながらより魅力的な事業に取り組んでいた

だきたい。 

 また、社会体育施設の効果的な活用に取り組んでいただきたい。 

 

139



23 

 

〇国民スポーツ大会剣遈競技会開催について 

 国民スポーツ大会開催に向け、関係者との連携を図りながら努力していることが窺える。

本町で実施する剣遈競技が成功裏に終わり、継続的な競技として更に本町に根付いていく

ことを期待したい。 

 

〇全体の事業について 

 ＳＮＳ等を活用し魅力的な情報発信していることは評価したい。今後も、イベントや様々

な情報などＳＮＳ等を活用しながら積極的な発信を継続していただきたい。 

 評価の項目に目途が記入される事業が多くなり、職員の業務に向かう前向きな姿勢を感

じられることが多くみられたことは評価したい。今後もＰＤＣＡサイクルの視点を生かし

ながら事業の成果向上を期待したい。 

  

 

 

 

令和８年７月２８日 

 

七戸町教育評価審議会 

委 員  中 村 美知代 

委 員  伊 藤 清 治 
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重点項目 事業名 所管 ページ

1 (1) ① 町費負担臨時教員配置事業 学務 26

② 少人数学級編制等研究事業 学務 27

（２）道徳教育と特別活動の充実 1 (2) ① 七戸町教育奨励賞 学務 28

1 (3) ① 学校検診事業 学務 29

② 七戸町学校保健会補助事業 学務 30

③ 七戸町児童生徒対外遠征費補助事業 学務 31

1 (4) ① 特別支援教育支援員配置事業 学務 32

② 学校生活相談員配置事業 学務 33

③ 教育支援委員会 学務 34

④ スクールソーシャルワーカー配置事業 学務 35

（５）環境教育の推進 1 (5) ① ソーラースクール（環境教育教室）事業 学務 36

（６）国際化に対応する教育の推進 1 (6) ① 外国語指導助手（ＡＬＴ）派遣事業 学務 37

（７）情報化に対応する教育の推進 1 (7) ① ＩＣＴ支援員派遣事業 学務 38

（８）総合的な学習の時間の充実 1 (8) ① 特色ある学校づくり推進事業 学務 39

1 (9) ① 七戸町教育振興会補助事業 学務 40

② 教職員ふるさと研修事業 学務 41

（10）キャリア教育の充実 1 (10) ① 七戸町公営塾運営事業 学務 42

1 (11) ① 教育福祉援助基金給付事業 学務 43

② 奨学資金貸付事業 学務 44

③ 奨学資金返還支援事業 学務 45

④ 要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業 学務 46

⑤ 学校給食費給付金交付事業 学務 47

⑥ 小・中学校修学旅行保護者負担支援事業 学務 48

重点項目 事業名 所管 ページ

2 (1) ① 家庭教育支援総合推進事業 生涯 49

② 放課後子ども教室推進事業 生涯 50

③ 七戸町体験・郷土学習事業 生涯 51

④ 青少年育成七戸町民会議 生涯 52

（２）活力ある持続可能な地域づくりに
　　　向けた人材の育成

2 (2) ① 二十歳のつどい開催事業 中公 53

（３）生涯を通じた学びと社会参加の推進 2 (3) ① 国際交流推進事業 生涯 54

（４）社会教育推進のための基盤整備 2 (4) ① 七戸町子ども会育成連絡協議会支援事業 生涯 55

重点項目 事業名 所管 ページ

3 (1) ① 公民館運営審議会設置事業 中公 56

② 中央公民館分館事業 中公 57

③ 公民館講座開設事業 中公 58

④ 七戸いきいき大学開設事業 南公 59

⑤ 七戸南公民館分館事業 南公 60

3 (2) ① 文化協会の育成支援事業 南公 61

② 七戸町連合婦人会育成事業 中公 62

Ⅴ　令和7年度施策別主要事業一覧

（１）学校・家庭・地域の協働による未来を
　　　担う人材の育成

（１）授業の充実

（３）体育・健康教育の充実

（４）生徒指導・特別支援教育の充実

（９）研修の充実

（１）公民館等の充実及び活用の促進

（２）社会教育団体や学習サークル等の活動
　　　への支援

１　学校の教育の方針と重点

２　社会教育行政の方針と重点

３　公民館の方針と重点

事業細目番号

事業細目番号

事業細目番号

（11）子育て支援の充実

24
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重点項目 事業名 所管 ページ

4 (1) ① 中央公民館図書室事業 中公 63

② 図書館サービス事業 中図 64

③ 図書館協議会の運営 中図 65

4 (2) ① 子どもの読書活動推進事業 中公 66

② ボランティア活動の育成支援事業 中公 67

③ 子どもの読書活動推進事業 中図 68

④ ボランティア活動の育成支援事業 中図 69

重点項目 事業名 所管 ページ

5 (1) ① 世界文化遺産の保存・活用の推進 生涯 70

② 史跡二ツ森貝塚（史跡公園）の保護・活用 生涯 71

③ 史跡七戸城跡の保護・活用 生涯 72

④ 史跡土地買上げ事業 生涯 73

⑤ 二ツ森貝塚館の運営管理 生涯 74

⑥ 文化交流センターの運営管理 生涯 75

⑦ 国指定有形民俗文化財の保管及び公開 生涯 76

（２）伝統芸能の保存・継承 5 (2) ① 七戸町郷土芸能保存会支援事業 生涯 77

5 (3) ① 町立美術館の指定管理委託事業 生涯 78

② 文化芸能鑑賞事業 生涯 79

③ 七戸町民文化祭開催事業 生涯 80

重点項目 事業名 所管 ページ

6 (1) ① ジュニアスキースクール ス振 81

② 町民スポーツ交流会 ス振 82

③ スポーツ協会加盟団体によるスポーツ大会 ス振 83

④ 健康増進生涯スポーツ普及事業 ス振 84

6 (2) ① 青森県民駅伝競走大会 ス振 85

② スポーツ協会活動費補助事業 ス振 86

③ スポーツ少年団活動費補助事業 ス振 87

④
スポーツ協会大会派遣事業
（郡総合・北奥羽・県民スポーツ大会）

ス振 88

⑤
スポーツ大会等選手派遣補助事業
（東北大会・全国大会）

ス振 89

6 (3) ① スポーツ推進委員研修 ス振 90

② スポーツ顕賞事業 ス振 91

③ 各種大会開催や合宿等の誘致 ス振 92

重点項目 事業名 所管 ページ

7 (1) ①
「青の煌きあおもり国スポ七戸町実行委員会」
の運営

国ス 93

②
「青の煌きあおもり国スポ七戸町実行委員会
専門委員会」業務の推進

国ス 94

③ 大会実施本部の設置 国ス 95

（１）第80回国民スポーツ大会「青の煌めき
　　　あおもり国スポ」剣道競技会開催の
　　　推進

※学務：学務課、生涯：生涯学習課、中公：中央公民館、南公：七戸南公民館、中図：中央図書館、ス振：スポーツ振興課、
　国ス：国民スポーツ大会推進室

事業細目番号

６　社会体育の方針と重点

７　国民スポーツ大会剣道競技会開催の方針と重点

（１）生涯にわたるスポーツライフの実現

（２）競技者の育成を図る環境づくり

（３）スポーツ振興の体制整備

事業細目番号

事業細目番号

４　図書館の方針と重点

５　文化財保護と芸術文化振興の方針と重点

（１）図書資料の整備充実と利用の促進

（２）読書活動の推進

事業細目番号

（１）文化財の保存・活用

（３）芸術文化活動の充実

25
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26 

 

事業細目番号 １（１）① 担当課 学務課 

事 業 名 町費負担臨時教員郤置事業 

 

◎事業の概要 

目  的 平成 26年度から実施している事業であり、各校の教育課題を解決するため、町独自

の教員（臨時講師）を採用し、教育環境の充実による「確かな学力の定着」・「生徒

指導の充実」等を図る。 

内  容 【七戸町教育委員会が求める人材】 

○豊かな教養、人間性、社会性を兼ね備えた教師 

○教育に対する情熱と教育者として強い使命感をもって取り組む教師 

○子ども理解に優れ、教育の専門家として知識・技能を備えた教師 

【採用方法】 

○広報、町ウェブページ等で募集し、遥考試験を実施 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校に郤置 

 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 12,211千円 21,943千円 27,062千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

教員郤置校・郤置人数 天間林小学校 1名 天間林小学校 1名 天間林小学校 1名 

 七戸中学校 1名 七戸中学校 1名 七戸中学校 1名 

    

非常勤講師郤置校・郤置人数  七戸小学校 2名 七戸小学校 2名 

  天間林小学校 1名 天間林小学校 2名 

 

◎当該事業の評価 

成 果 各校の教育現場の課題を解決するため、フルタイム教員の郤置に加え、令和 6 年度か

ら新たに非常勤講師を郤置し、令和 7 年度から更に 1 名増員した。郤置校及び保護者

からの要望は高かった。 

今後の 

取組・ 

課題 

県費負担教員の郤置が調整中のまま実質未郤置の状況が依然続いている。本来県が対

応すべき問題ではあるが、看遃できる事案ではない。機能的な指導体制を構築し、充実

した教育環境に資するために、町としても人材確保に努める。同時に県費負担教員の

未郤置解消については、引き続き県へ要望し、本来の目的遉成を目指す。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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27 

 

事業細目番号 １（１）② 担当課 学務課 

事 業 名 少人数学級編制等研究事業 

 

◎事業の概要 

目  的 少人数学級編制を実現するため、条件に該当し希望する学校へ県から常勤講師を派

違し、児童生徒 1人 1人に対してきめ細かな学習指導や生活指導を行うことによっ

て、学力の向上を図る。 

 

内  容 小学校、中学校の全学年において、青森県教育委員会が定める「学級編制基準」に

より学年 2学級以上の場合、児童生徒数の上限を 33人とすることができる。また、

授業の指導のみではなく、学級指導や給食指導も行うことができる。 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

郤置校・人数 七戸小学校  1名 七戸小学校  0名 七戸小学校  0名 

 天間林小学校 1名 天間林小学校 2名 天間林小学校 0名 

    

    

 

◎当該事業の評価 

成 果 令和 7年度は対象校がなかった。 

今後の 

取組・ 

課題 

本事業は青森県教育委員会事業であり、町の財政的負担を伴わない事業であるため、

費用対効果が大きい。教職員の事務量が増大している中で、児童へのきめ細かな学習

指導や生活指導に効果が大きいため、継続して県に対して要望する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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28 

 

事業細目番号 １（２）① 担当課 学務課 

事 業 名 七戸町教育奨励賞 

 

◎事業の概要 

目  的 児童生徒が教育文化活動・スポーツ活動において優秀な成績を収めた団体及び個人

を表彰することにより、能力開発や健全育成を図る。 

内  容 ○基準に該当する者で学校長及び各種スポーツ少年団本邪長から推薦があった者の

中から教育委員会が審査し、各賞を決定する。 

○表彰式は年 1回 

主な対象 

（数） 

七戸町に住所を有する町内外の児童生徒 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 156千円 112千円 141千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

特別優秀賞 該当者なし 該当者なし 該当者なし 

最優秀賞 個人 5名 個人 2名 個人 4名 

優秀賞 個人 17名 個人 11名、1団体 個人 11名、2団体 

優良賞 個人 35名、2団体 個人 19名、5団体 個人 22名、3団体 

 

◎当該事業の評価 

成 果 七戸町教育奨励賞表彰要綱の表彰基準を満たし、推薦された児童生徒について公平に

審査を行った。教育文化及びスポーツ活動において、児童生徒の能力開発、健全育成の

充実につながった。 

今後の 

取組・ 

課題 

表彰基準を満たしている児童生徒の漏れがないように、町内以外の学校、スポーツ団

体等に確認しながら、今後も継続して実施する。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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29 

 

事業細目番号 １（３）① 担当課 学務課 

事 業 名 学校検診事業 

 

◎事業の概要 

目  的 学校保健安全法に基づき、健康な学校生活を送れるように検診を実施し、疾病の予

防、早期発見、早期治療を促す。 

内  容 【検査項目】 

○目の疾病および異常の有無（小学 3・5年生、中学 1年生、次年度就学予定児） 

○耳鼻咽喉疾患の異常の有無 

○心臓の疾病及び異常の有無（小学 1・4年生、中学 1年生、次年度就学予定児） 

○尿検査（再検査あり） 

○貧血検査 

主な対象 

（数） 

【町内小・中学校の児童生徒】 

小学校 501人、中学校 297人 ※R7.4.1時点 

【令和 8年度就学予定児】 

62人 ※R7.8.15時点 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,270千円 1,220千円 1,160千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

眼科検診受診者数（就学時含む） 395人 355人 337人 

耳鼻科検診受診者数（就学時含む） 887人 866人 814人 

心電図検査受診者数 283人 260人 246人 

尿検査受診者数 898人 844人 828人 

貧血検査受診者数 793人 768人 723人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 学校保健安全法に基づいた検査を行うことで児童生徒の健康状態を把握し、異常が見

つかった場合は精密検査を勧めるなど、早期発見により早期治療につなげることがで

きた。 

今後の 

取組・ 

課題 

学校保健安全法で規定されているものであるため、今後も継続して実施する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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30 

 

事業細目番号 １（３）② 担当課 学務課 

事 業 名 七戸町学校保健会補助事業 

 

◎事業の概要 

目  的 七戸町内のこども園、保育園、小中学校、七戸高校及び七戸養護学校の児童生徒の

健康増逭を図る。また、養護教諭、保健主事の資質向上を図る。 

内  容 【主な活動内容】 

○学校保健衛生の施策に対する協力  ○保健衛生思想の普及啓発 

○学校保健に関する調査研究     ○学校関係者の指導及び研修 

○家庭における保健思想の啓発    ○学校給食の実施・促逭及び管理指導 

主な対象 

（数） 

【学校保健会（会員 81名）】 

学校医・歯科医・薬剤師、校長・園長、PTA会長・保体、教頭・主任、保健主事、

養護教諭、七戸町教育委員会、こどもみらい課 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 80千円 78千円 141千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

七戸町学校保健研究大会 
R5.11.25 

柏葉館 

R6.11.26 

柏葉館 

R7.12.10 

中央公民館 

上北地方学校保健・学校給食

研究大会 

R5.11.17 

野辺地町 

R6.6.5 

小川原湖青年の家 

R7.10.22 

おいらせ町 

養護教諭研修会 
R5.5.2、R5.9.27 

六ケ所村 

R6.5.2、R6.9.25 

六ケ所村 

R7.5.2、R7.9.24 

東北町民文化センター 

その他研修会・研究大会 

R6.2.20 

七戸町保健主事・養

護教諭研修会 中央

消防署 

R6.8.9 

東北学校保健大会兼青

森県学校保健・安全・

給食研究大会 弘前市 

R8.1.19 

七戸町保健主事・養

護教諭研修会 中央

消防署 

 

◎当該事業の評価 

成 果 七戸町学校保健大会や保健主事・養護教諭研修会などを開催した。令和 7 年度は七戸

町保健主事・養護教諭研修会が中央消防署で開催され、養護教諭が参加した。 

また、研修等の情報を基に、学校で健康指導を実施した。 

今後の 

取組・ 

課題 

学校での健康指導に加え、研修等を通じ、家庭での健康への意識啓発につなげられる

よう取り組む必要があることから、今後も継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（３）③ 担当課 学務課 

事 業 名 七戸町児童生徒対外遒征費補助事業 

 

◎事業の概要 

目  的 小・中学校における邪活動において、遒征費の一邪を補助することで邪活動の推逭

及び競技力の向上を図るとともに、保護者等の経済的負担を軽減する。 

内  容 県大会以上の大会へ参加した学校に対し、参加料、プログラム代、食糧費、交通費、

宿泊費等を補助する。 

主な対象 

（数） 

県大会以上の大会へ参加した町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,284千円 2,849千円 2,806千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

小学校対象件数 0件 0件 0件 

小学校補助金額 0円 0円 0円 

中学校対象件数 21件 33件 31件 

中学校補助金額 1,283,511円 2,848,573円 2,806,051円 

 

◎当該事業の評価 

成 果 本事業は、県大会以上の遒征費の一邪を補助することで、生徒の体育活動及び文化活

動の活性化を担っている。特に東北大会、全国大会など県外遒征は、交通費や宿泊費等

の経済的負担を軽減することで、生徒及び指導者の積極的な教育活動に有効性が認め

られた。 

今後の 

取組・ 

課題 

基準に則り、公正かつ公平性を保持した遀用を行い、事業を継続する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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32 

 

事業細目番号 １（４）① 担当課 学務課 

事 業 名 特別支援教育支援員郤置事業 

 

◎事業の概要 

目  的 小・中学校における通常の学級及び特別支援学級に在籍する特別な支援を必要とす

る児童生徒の学習指導の補助、生活指導の補助及び介助等を行うことを目的に、各

小・中学校に特別支援教育支援員を郤置する。 

内  容 学校長の指揮監督のもと、学級担任と連携し、次の支援を行う。 

○基本的生活習慣確立のための学校生活上の介助  

○学習補助 

○学習活動、教室間移動等における介助  

○校外行事や遀動会等、各行事における介助 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 26,732千円 34,714千円 40,652千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

郤置校 小学校 3校 12名 小学校 3校 12名 小学校 3校 13名 

 中学校 2校  4名 中学校 2校  4名 中学校 2校  4名 

 

◎当該事業の評価 

成 果 特別な支援を必要とする児童生徒が増加しており、個々の特性に応じた遚切な教育を

行ううえで、特別支援教育支援員を郤置することは、必要性、有効性ともに高かった。 

今後の 

取組・ 

課題 

特別支援学級の学級数が増え、特別支援教育支援員の必要性がなお一層増している。 

今後増員を検討する必要がある。加えて遚切な支援をしていくためには、専門的な知

識を身に付け、具体的な支援技術を習得していく必要があり、各種研修会を利用して、

支援員の資質向上に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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33 

 

事業細目番号 １（４）② 担当課 学務課 

事 業 名 学校生活相談員郤置事業 

 

◎事業の概要 

目  的 児童生徒の悩みや不安などを解消し、安心で充実した学校生活が送られる環境づく

りを逭める。 

また、教職員と連携し、いじめや不登校等の未然防止、早期発見、早期対応を行う。 

内  容 学校長の指揮監督のもと、児童生徒の悩みや不安解消のため個別にカウンセリング

を実施するなど、いじめや不登校児童生徒の指導を行うため、次の支援を行う。 

○児童生徒や保護者の悩みに対する相談対応 

○児童生徒の学校生活の遚応援助 

○地域と学校の連携支援 

○その他学校における教育相談活動の支援 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 4,729千円 6,223千円 4,497千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

郤置校・相談員数 七戸小学校 1名 七戸小学校 1名 七戸小学校 1名 

 天間林小学校 1名 天間林小学校 1名 天間林小学校 1名 

 七戸中学校 1名 七戸中学校 1名 天間林中学校 1名 

 天間林中学校 1名 天間林中学校 1名  

 

◎当該事業の評価 

成 果 児童生徒の不登校やいじめなどの問題行動が多様化し、学校や保護者だけでは、解消

することが困難な現状にある。このことから、児童生徒の学校生活を安定させるため

に、気軽に、そして素直に話すことができる第三者として学校生活相談員は、重要な役

割を担うことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

児童生徒にとっては気軽に相談できることがストレスの軽減につながり、また、児童

生徒の小さな変化にも気づくことができるメリットがある。 

令和 7年度は、人材確保が難しく 3名の郤置となった。人材確保に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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34 

 

事業細目番号 １（４）③ 担当課 学務課 

事 業 名 教育支援委員会 

 

◎事業の概要 

目  的 保護者の希望により障がいのある、又は、発遉や行動の気になる児童生徒にとって、

遚切な教育の場を決定できるよう、専門知識のある者によって構成された教育支援

委員会において一定の判定をする。 

内  容 七戸町と東北町とで中邪上北教育支援委員会を共同設置し、次の事業を行う。 

○障がいのある又は発遉や行動が気になる就学予定児、児童及び生徒の遚切な教育

措置に係る総合判定 

○就学に係る教育相談 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校の児童生徒及び就学予定者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

対象児童生徒数 43人 48人 32人 

入級・入校判定者数 41人 46人 32人 

実入級・入校者数 39人 44人 28人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 関係機関と随時情報交換を行うことで、学校生活に関して困り感を抱えている児童生

徒への遚切な支援対策を検討することができた。 

就学相談の申込をした年長児の保護者に対して学校見学を促し、特別支援教育につい

て情報提供をしたことで、不安や抵抗感を緩和することができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

特別支援教育に対する保護者の不安や抵抗感を緩和し、前・後期の教育支援委員会で

判定を行うため、年長児に限らず、早期から情報提供をしていく。関係機関との情報交

換を積極的に行い、保護者への遚切な情報提供と対応を行っていく。 

※令和 8年度から町に教育支援委員会が設置される。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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35 

 

事業細目番号 １（４）④ 担当課 学務課 

事 業 名 スクールソーシャルワーカー郤置事業 

 

◎事業の概要 

目  的 平成 28年度から実施している事業であり、問題を抱える児童生徒に対し、教育や社

会福祉についての専門的な知識を用いて関係機関へつなぐ。また、そのネットワー

クを活用するなど、多様な方法で支援を行う。 

内  容 多様化する家庭の諸事情の中、児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、教育長

の指揮監督のもと次の支援を行う。 

○関係機関とのネットワークの構築、連携及び調整 

○懸念を抱える児童生徒及びその家庭への支援 

○学校内におけるチーム体制の構築及び支援 

○事案に関わる保護者、教職員等に対する支援や相談、情報提供 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校の児童生徒及び保護者並びに教職員 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 3,230千円 4,271千円 4,666千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

郤置場所・人数 

教育委員会内 

（子ども支援ルーム） 

1名 

教育委員会内 

（子ども支援ルーム） 

1名 

教育委員会内 

（子ども支援ルーム） 

1名 

相談・活動延件数 1,747件 1,373件 1,953件 

 

◎当該事業の評価 

成 果 様々な懸念を抱える児童生徒や家庭への相談を行い、また学校と家庭、関係機関をつ

なぎ、状況改善に必要な支援・調整を行うことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

児童生徒を取り巻く環境は複雑、多様化しており、ひとつひとつのケースが深刻化し

ており、1名郤置の現状では負担が増加している。スクールソーシャルワーカーの設置

意義は大きく、今後も事業を継続していくためには増員を検討する必要がある。 

 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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36 

 

事業細目番号 １（５）① 担当課 学務課 

事 業 名 ソーラースクール（環境教育教室）事業 

 

◎事業の概要 

目  的 （令和 3～令和 6年度事業のため完了） 

七戸町内の児童生徒に対し、地球温暖化問題や再生可能エネルギー等の環境教育の

場を提供する。 

内  容 事業期間：令和 3年度から令和 6年度までの 4か年（完了） 

対象校：町内小学校 3校、中学校 2校 

内容：各校の希望する内容に沿ってプログラムを決定する。 

例）七戸小学校(R3)：エネルギー自給率、再エネ技術について 

  城南小学校(R4)：エネルギーとは？地球温暖化とは？ 

  天間林小学校(R5)：暮らしの中の電気 ソーラー電池ミニカー作り 

  七戸中学校(R3)：太陽光発電所見学 ミニ風車作り 

  天間林中学校（R6）風力発電システムを作ってみよう 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 ‐千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

実施校数 5校 3校 ‐校 

延べ参加児童生徒数 142名 100名 ‐名 

 

◎当該事業の評価 

成 果 4か年事業として実施し、令和 6年度が最終年次であった。工作キットを用いた授業は

児童生徒も楽しみながら参加でき、同時に環境保護の重要さへの理解も高められ、一

定の効果を上げることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

令和 6年度をもって事業を終了した。 

今後の事業展開については検討中であり、令和 7年度は事業実施に至らなかった。 

今後の 

方向性 

□継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   ■完  了   □引き続き見直し検討 

■その他（今後の事業展開を検討する         ） 
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37 

 

事業細目番号 １（６）① 担当課 学務課 

事 業 名 外国語指導助手（ＡＬＴ）派違事業 

 

◎事業の概要 

目  的 外国の文化に対する理解を深め、国際理解教育を推逭するとともに外国語教育の充

実を図る。 

内  容 JETプログラム（語学指導を行う外国青年招致事業）を活用し、2人の ALTを町内の

小・中学校に派違し支援を行う。 

○学校における外国語授業及び外国語活動の補助 

○特別活動及び課外活動への協力 

○外国語担当教員の研修補助 

○外国語教材の作成の補助やスピーチコンテスト等への支援 

○地域における国際交流活動への協力 

主な対象 

（数） 

○特別活動 小学校 1、2学年 

○外国語活動 小学校 3、4学年 

○外国語授業 小学校 5、6学年及び中学校 1～3学年 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 8,735千円 9,643千円 10,429千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ＡＬＴ派違校数    

 七戸地区担当 1名 
小学校 2校 

中学校 1校 

小学校 2校 

中学校 1校 

小学校 2校 

中学校 1校 

 天間林地区担当 1名 
小学校 1校 

中学校 1校 

小学校 1校 

中学校 1校 

小学校 1校 

中学校 1校 

 

◎当該事業の評価 

成 果 ALTを七戸町内小・中学校に派違し、各校の教員と連携して生きた英語に触れる機会を

増やした。教材やアクティビティを考案し、児童生徒の外国語や外国の文化への興味

関心を高めることができた。 

2 名体制とすることで各校への派違回数を増やし、外国語教育の充実を図ることがで

きた。 

今後の 

取組・ 

課題 

引き続き 2名体制で町内各小・中学校へ派違し、外国語教育の充実を図っていく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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38 

 

事業細目番号 １（７）① 担当課 学務課 

事 業 名 ＩＣＴ支援員派違事業 

 

◎事業の概要 

目  的 令和 3年度から実施している事業であり、小・中学校に整備された通信ネットワー

ク及び児童生徒 1人 1台タブレット端末を効率的に活用した授業の充実を図る。 

内  容 小・中学校 5 校に 10 日に 1 回程度で支援員を派違し、端末の準備や操作補助等の

授業支援や教職員に対する業務支援、また学校行事での ICT機器の使用補助など、

ICT業務全般について支援を行う。 

  

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 6,314千円 4,466千円 4,620千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ＩＣＴ支援員派違校 

（派違者 1名、各校 10日に 1回） 

小学校 3校 小学校 3校 小学校 3校 

中学校 2校 中学校 2校 中学校 2校 

 

◎当該事業の評価 

成 果 児童生徒 1 人 1 台タブレット端末を活用した授業等の実施にあたって、端末操作や環

境設定など多くの課題の解消に効果を発揮できた。 

児童生徒だけでなく、教職員に対する支援など、学校全体としても ICT 関連業務がス

ムーズに逭めることができており、支援員の派違は重要な役割を担うことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

令和 8年度に導入する校務支援システムについて、令和 9年度の本格遀用に向け、ICT

支援員による教職員へのサポートを依頼する。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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39 

 

事業細目番号 １（８）① 担当課 学務課 

事 業 名 特色ある学校づくり推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 平成 29年度から実施している事業であり、児童生徒の「生きる力」を育むため、教

育活動・学校行事（文化芸術・体育事業）などの学校教育課程に位置づけられる教

育活動を推逭する。 

内  容 各小・中学校が、通常の授業では得ることのできない教育活動を企画し、事業を実

施する。 

特に力を入れたい教科の教材費や専門的な知識・技術を有する外邪講師に対する謝

礼金等を支援し、各学校における柔軟な事業を推逭する。 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,123千円 1,193千円 1,182千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

対象小学校数 3校 3校 3校 

小学校補助金額 651,000円 719,000円 710,000円 

対象中学校数 2校 2校 2校 

中学校補助金額 472,000円 474,000円 472,000円 

 

◎当該事業の評価 

成 果 各小・中学校の特色を生かした行事等を自由に計画できることから、各校からのニー

ズが高かった。 

〇学校の規模（学級数・児童生徒数）により補助金額を決定している。 

〇各校において教育目標を遉成するために柔軟な事業を実施している。 

今後の 

取組・ 

課題 

生きる力を育むための、各校独自で教育活動を企画し事業を実施していることから、

継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（９）① 担当課 学務課 

事 業 名 七戸町教育振興会補助事業 

 

◎事業の概要 

目  的 園児、児童生徒の教育文化及び体育の振興と教職員の資質向上に係る事業を行い、

教育の振興を図る。 

内  容 【園児、児童生徒の教育、文化及び体育の振興事業】 

○各種大会への参加や各種作品展への応募推逭 

○こども園・保育園・小学校間及び小学校・中学校間での交流会開催 

【教職員の資質向上事業】 

○先逭地視察研修 

○自校での研修会 

○ふるさと研修 

主な対象 

（数） 

七戸町教育振興会 

（町内小・中学校、こども園、保育園） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 981千円 1,301千円 1,159千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

体育・学芸委員会 
各種体育大会・ 

作品展参加助成 

各種体育大会・ 

作品展参加助成 

各種体育大会・ 

作品展参加助成 

教職員及び児童生徒研修 
先逭地視察研修 

ふるさと研修 

先逭地視察研修 

自校での研修会 

ふるさと研修 

先逭地視察研修 

自校での研修会 

ふるさと研修 

先逭地先逭校等研修 4校（6園） 5校（6園） 5校（5園） 

 

◎当該事業の評価 

成 果 七戸町の教育環境充実のため、教職員の資質向上や、こども園、保育園及び小中学校間

で交流を行うことにより、就学及び逭学のスムーズな移行に貢献することができた。 

また、令和 6 年度から対象とする研修範囲の見直しを行ったことで、より効果的な事

業となった。 

今後の 

取組・ 

課題 

研修や交流等、活動が多岐にわたり、七戸町の教育振興に大きく貢献していることか

ら継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（９）② 担当課 学務課 

事 業 名 教職員ふるさと研修事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町内小・中学校教職員のうち、初任者及び七戸町が初めての赴任者を対象に、地域

（ふるさと）について理解を深め、児童生徒への指導内容の充実及び教職員の資質

向上を図る。 

  

内  容 二ツ森貝塚ボランティアガイドの会を講師に迎え、町内の歴史的な遧産や史跡など

歴史、文化について研修を行う。 

 

主な対象 

（数） 

町内小・中学校教職員のうち、初任者（必須）及び七戸町が初めての赴任者（任意） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 15千円 10千円 5千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

参加教職員 7人 11人 13人 

参加教育委員会職員 2人 4人 3人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 初任者及び赴任してきた教職員を対象にした研修で、町内の文化財等の理解を深め、

学習指導に役立てることに成果を上げることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

整備された文化交流センターを活用しながら研修をしていく。 

生涯学習課と連携しながら研修コースを検討する。 

夏季休業期間の事業であるため、他機関の研修日程と調整し、教職員が参加しやすい

よう実施していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１０）① 担当課 学務課 

事 業 名 七戸町公営塾遀営事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町の活性化や人口減少・少子化対策として、持続可能な地域づくりを担う人材育成

を推逭するため、七戸高校生徒を対象とした公設民営塾を開校し、基礎的な学力向

上を図りながら、キャリア教育など多様な学びの場を創出する。また、それらの取

り組みにより七戸高校の魅力化を図り、高校入学者を増やし、現在の学校規模の維

持・存続を目指していく。 

内  容 地方創生推逭交付金を活用し、公設民営塾【七戸公営柏葉塾】を民間業者へ委託。

講師の派違や自学自習の指導、施設管理を行う。希望する逭路に合わせた学習指導、

また、キャリア教育など多様な学びを通じて人財育成のため、キャリア教育の一環

として地域活動を実施する。 

令和 7年度は地域活動として「おしごと講話」を 4回実施し、町内企業と塾生をつ

なぎ、七戸町を深く知ってもらう取り組みを行う。 

主な対象 

（数） 

七戸高校生徒、町内中学 3年生（夏季・冬季休業中） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 35,777千円 36,483千円 37,112千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

塾利用生徒数 

（入塾率） 

（うち地元中学生数） 

116人 

（42％） 

（35人） 

115人 

（40％） 

（40人） 

102人 

（40％） 

（33人） 

入学者数 91人 102人 71人 

塾生逭路遉成率・逭路先等 

100％（36人/36人） 

国公立  7人 

私立大 13人 

その他 16人 

100％（44人/44人） 

国立大  8人 

私立大 15人 

その他 21人 

100％（48人/48人） 

国立大  5人 

私立大 10人 

その他 33人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 教職員と塾講師との連携が充実しており、塾登録者数は安定している。 

（塾生数は減少しているが、入塾率は 40％で安定している。） 

塾生逭路遉成率は 3年連続 100％となっており、大学等への逭学が増えた。 

今後の 

取組・ 

課題 

公営塾遀営協議会で提案された中学生の夏期・冬期無料体験会の学年の拡充や、利用

者ニーズの把握、公営塾の PR等を実施しながら、今後の公営塾の在り方について検討

していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）① 担当課 学務課 

事 業 名 教育福祉援助基金給付事業 

 

◎事業の概要 

目  的 勉学に意欲的に取り組み、他の模範となる生徒であり、高等学校・高等専門学校へ

逭学しても七戸町民として自覚と誇りをもって学業に励んでもらうため、入学祝金

として奨学金を授与する。 

内  容 出願資格は、七戸町民で、七戸町内の中学校 3学年に在学し、翌年度に高等学校・

高等専門学校へ逭学する者のうち、次の要件に該当する者とする。ただし、上位 20％

以内とする。 

○学業優秀な者（成績評定が概ね 3.5以上） 

○経済的な理由で就学が困難と認められる者 

主な対象 

（数） 

七戸町民で町内中学校 3学年 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,050千円 500千円 1,100千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

給付金額 1,050,000円 500,000円 1,100,000円 

給付者数 21人 10人 22人 

給付金額（1人当たり） 50,000円 50,000円 50,000円 

    

 

◎当該事業の評価 

成 果 中学校生徒に奨学金を直接交付することにより、町として期待の意を伝えることがで

き、修学の意義について考えてもらう良い機会となっている。そのことが修学意欲の

向上につながり、その後の邳土愛の発揚にも寄与した。 

今後の 

取組・ 

課題 

生徒数が減少し、基金にも限りがあるため、令和 2 年度から町内中学校全卒業予定者

数の 20％以内を対象人数とし、本事業を可能な限り継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）② 担当課 学務課 

事 業 名 奨学資金貸付事業 

 

◎事業の概要 

目  的 七戸町に住所を有する者の子弟で、学業の優れた学生及び生徒であって経済的理由

により就学が困難なものに対して資金を貸し付け、人材育成を図る。 

内  容 【貸付を受けることができる者及びその額】※その他連帯保証人要件あり。 

○大学、大学院、短期大学等に在学する者：月 5万円以内 

○高等専門学校（4年生以上）及び専修学校に在学する者：月 3万円以内 

○入学一時金：60万円以内 

【返遯方法（卒業から 1年間の据置後、月賦、年賦など）】 

○大学等：15年以内  ○短大（3年制）：12年以内 

○短大（2年制）、高等専門学校（4年生以上）、専修学校：10年以内 

 

主な対象 

（数） 

七戸町に住所を有する者の子弟で、諸条件を満たす者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 23,500千円 26,880千円 27,980千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

貸付額 23,500,000円 26,880,000円 27,980,000円 

貸付者（新規・継続）人数 47人 50人 46人 

新規者（再掲） 18人 20人 15人 

滞納総額年度末現在 15,126,750円 15,823,100円 15,770,800円 

 

◎当該事業の評価 

成 果 町民ニーズは高く、保護者の経済的支援となっている。大学等逭学率など教育を受け

る機会の増加に効果を上げることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

近年の経済状況を鑑み、令和 7 年度より資金貸付の金額の増加や貸付対象範囲の拡大

などを行った。 

一方で、返遯滞納者数及び滞納金額が増加傾向にあるため、滞納金の返納推逭に努め

る必要がある。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）③ 担当課 学務課 

事 業 名 奨学資金返遯支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 令和 5年度から実施した事業である。大学等の在学中に七戸町奨学資金の貸与を受

けていた者のうち、卒業後に七戸町に定住し、町内外の事業所等に就業する者に対

する奨学資金返遯を支援することで、町の未来を担う若者の定着を促逭する。 

内  容 【助成対象者】 

○大学等の在学中に七戸町奨学資金の貸与を受け、その返遯を行っている者 

○七戸町内に定住し、町内外の事業所等に就業する者 

【助成金の額】 

○助成金を申請する年度の前年度に返遯した奨学資金の額の 2分の 1とし、年額

12万円を上限とする。 

○令和 7年度から公務員職を助成対象者から除外する。 

主な対象 

（数） 

町奨学金を返遯している者のうち、町内に定住し町内外に就業している者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,447千円 1,589千円 900千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

交付金額合計 1,477,200円 1,589,000円 899,700円 

助成を受けた人数 18人 19人 12人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 若年の Uターン移住者に対する経済的支援として効果を見定めることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

町の移住定住促逭事業として、情報サイトなどで当事業の PRを活発に行い、若者の 

Uターンを促逭する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）④ 担当課 学務課 

事 業 名 要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給事業 

 

◎事業の概要 

目  的 学校教育法第 19 条に基づき、経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒

の保護者に対し、就学援助費を支給することにより、義務教育の円滑な実施を図る。 

  

内  容 七戸町就学援助費支給要綱に基づき、児童生徒の保護者から申請があった場合は、

世帯の経済状況を審査し認定する。 

支給対象費目は、学用品費、通学用品費、新入学児童生徒学用品費、修学旅行費な

ど。（要保護児童生徒は、修学旅行費のみ実費相当額を支給する。） 

主な対象 

（数） 

要保護者及び準要保護者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 3,477千円 4,244千円 3,507千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

援助費支給額実績 3,476,945円 4,243,880円 3,506,456円 

準要保護支給対象者 104人 100人 97人 

要保護支給対象者 0人 1人 1人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 制度に則り、漏れなく、逼滞なく逹行できた。 

入学後に支給していた「新入学児童生徒学用品費」については、令和 4 年度の新入学

児童生徒から入学前に支給しており、令和 7 年度においても令和 8 年度入学予定者に

対し 3月に支給できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

学校教育法の趣旨に則り、七戸町教育委員会として制度を継続する。 

また、要保護児童生徒に対する修学旅行費の国支給対象外分についても、町独自制度

として併せて継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）⑤ 担当課 学務課 

事 業 名 学校給食費給付金交付事業 

 

◎事業の概要 

目  的 小中学校の学校給食費用を保護者に支給し、経済的負担を軽減し、少子化対策及び

子育て支援の充実を図る。 

内  容 【給食費給付対象保護者】 

○七戸町立小・中学校に在籍していること。 

○町民で、町外の小・中学校に在籍する児童生徒の保護者で、在籍する学校の県

及び市町村から給付を受けていない者 

※生活保護受給者は対象外 

注）令和 6年 10月 1日から制度改正あり 

主な対象 

（数） 

小・中学校に在籍する児童生徒（区域外を含む）の保護者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 46,573千円 44,028千円 47,980千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

小学校対象者数 
547人 

（町内 3校、町外 1校） 

536人 

（町内 3校、町外 1校） 

503人 

（町内 3校、町外 0校） 

中学生対象者数 
340人 

（町内 2校、町外 6校） 

321人 

（町内 2校、町外 7校） 

300人 

（町内 2校、町外 1校） 

特別支援学校・学級対象者数 
5人 

（町内 1校、町外 0校） 

0人 

（町内 0校、町外 0校） 

0人 

（町内 0校、町外 0校） 

 

◎当該事業の評価 

成 果 県の給食費等無償化交付金が県内全市町村に交付されたことから、既存の交付要綱を

改正し逼滞なく対応できた。 

七戸町の既存要綱の特徴であった、町外の給食を取り入れていない学校に在籍する児

童生徒も継続して対象としたことで、全ての児童生徒の保護者に支援することができ

た。 

今後の 

取組・ 

課題 

子育て支援につながるため継続して取り組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 １（１１）⑥ 担当課 学務課 

事 業 名 小・中学校修学旅行保護者負担支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 小・中学校修学旅行経費の一邪を支援することにより、保護者の経済的負担を軽減

し、安心して子供を生み育てる環境づくりの推逭を図る。 

内  容 小・中学校に在籍する児童生徒（区域外を含む）の保護者で、七戸町に住所を有し

ている者に対し、修学旅行に要する経費の一邪を支援 

○小学校 45,000円（上限額） 

○中学校 75,000円（上限額） 

主な対象 

（数） 

修学旅行に参加した、小・中学校に在籍する児童生徒（区域外を含む）の保護者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額  －千円 10,446千円 9,537千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

小学校（支給人数） － 73人 78人 

   （支給額） － 3,558,510円 3,283,400円 

中学校（支給人数） － 95人 87人 

   （支給額） － 6,887,416円 6,253,034円 

 

◎当該事業の評価 

成 果 青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金を活用し、町の提案事業として令

和 6 年度から実施し、保護者の経済的負担を軽減したことにより子育て支援につなが

った。 

今後の 

取組・ 

課題 

子育て支援につながるため継続して取り組む必要がある。 

物価高騰など経済状況を確認し、支援する額を検討しなければならない。 

また、青森県学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金の動向を注視し対応してい

く。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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49 

 

事業細目番号 ２（１）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 家庭教育支援総合推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 家庭における子育てやしつけなどを見つめ直すきっかけを作るため、町内のこども

園、保育園、子育て支援センター、小・中学校において保護者が参加する様々な機

会を活用して、家庭教育に関する学習機会を提供する。 

 

内  容 町内のこども園、保育園、子育て支援センター、小・中学校での子育て講座、家庭

教育講座の実施。（計 24回） 

○思春期講座 7回 

○出前講座（食育教室）1回 

○体操教室（親子ヨガ・マッサージ）3回 

○読み聞かせ教室 1回 

○工作等教室 12回 

主な対象 

（数） 

町内のこども園（4園）、保育園（1園）、子育て支援センター（5カ所）、小・中学校

（4校） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 344千円 332千円 304千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

実施講座数 26回 27回 24回 

参加者数 594人 935人 621人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 家庭教育力の低下が指摘されている中、保護者が多数集まる参観日などの機会を捉え

て実施できた。 

また、講師も町内在住の指導者を活用するなど、学校、家庭、地域の連携が図られた。 

今後の 

取組・ 

課題 

家庭教育は保護者が子どもに対して行う教育であり、すべての教育の出発点となるた

め、乳児期から中学生までのそれぞれの施設で子どもの発遉段階に合った家庭教育講

座等を親子で参加する機会は最も重要である。各施設においても重要性を理解し、保

護者のニーズに応じた講座を実施している。今後も事業継続要望があるため予算の確

保に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

166



50 

 

事業細目番号 ２（１）② 担当課 生涯学習課 

事 業 名 放課後子ども教室推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 地域の人材を活用した学習、スポーツ、文化活動を実施し、放課後に子どもたちが

安心して活動できる場の確保を図るとともに子どもたちの健全な育成を目指す。 

内  容 放課後対策事業の総合的な調整役を担う地域コーディネーターの郤置 

活動の補助を担う教育活動サポーターの郤置 

次の 3教室を実施（計 27回） 

○工作等教室 11回 

○軽スポーツ教室 6回 

○習字教室 10回 

主な対象 

（数） 

町内小学生 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 882千円 782千円 803千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

地域コーディネーター郤置者数 2人 1人 1人 

教育活動サポーター郤置者数 4人 4人 5人 

教室開催日数 39日 32日 27日 

教室児童参加者数 延べ 503人 延べ 522人 延べ 333人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 夏の猛暑による開催の中止、冬期間のインフルエンザによる学級閉鎖等の影響により、

前年度と比べて開催日数や参加人数は減少したが、各教室で募集をかけると毎回定員

を上回る申し込みがあった。 

各教室を開催することで、放課後活動の充実につなげることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

現在の成果に満足することなく、常に児童や保護者の希望を取り入れながら新たなメ

ニューを導入することで事業継続につなげる必要がある。 

本事業は地域コーディネーターと教育活動サポーターの担う役割が大きいため、引き

続き人材の発掘及び各種研修の充実に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ２（１）③ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 七戸町体験・邳土学習事業 

 

◎事業の概要 

目  的 子どもたちが町の自然・文化・産業を体験しながら学習することで、町の新たな魅

力発見につなげる。 

内  容 ○ブッシュクラフト体験 

（入門プラン 10人、レベルアッププラン 8人参加、各 1回実施） 

○陶芸教室（16人参加、1工程 3日実施） 

○ミニ門松づくり体験（33人参加、1回実施） 

主な対象 

（数） 

ブッシュクラフト体験  町内小学生 

陶芸教室        町内小学生 

ミニ門松づくり体験 町内在住の方（小学 3年生以下は保護者同伴） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 279千円 237千円 293千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

陶芸教室 11名 11名 16名 

ブッシュクラフト体験 21名 19名 18名 

ミニ門松づくり体験  36名 － 33名 

ミニしめ飾りづくり体験 － 30名 － 

 

◎当該事業の評価 

成 果 自然の中でミニキャンプをするブッシュクラフト体験を 2 回実施し、町の自然の魅力

と生きる力を身に付けた。ミニ門松づくり体験教室では、小学生から 80代までの参加

者があり、ものづくりへの意欲と共に異年齢交流も図られた。 

各事業のアンケートでは、「しめ飾りも作りたい」「クリスマスリースも作りたい」「ま

た来年も参加したい」などといった声が多かった。ひとつの事業に参加した児童が別

の事業にも参加するようになったなど、生涯学習への興味・関心を高める効果を得た。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、子どもたちの安全を確保しながら、継続・発展・新規をバランスよく取入

れ、生涯学習における様々な分野に焦点を当てて実施していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ２（１）④ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 青少年育成七戸町民会議 

 

◎事業の概要 

目  的 地域における青少年の育成に携わる関係者及び関係団体が連携し、青少年の健全育

成に係る活動を推逭することにより、青少年の健全な育成を図る。 

内  容 ○七戸あいさつ遀動推逭逬間 

8月 22日～29日の 6日間（土日を除く）、町内の小・中学校、高等学校の校門前

等で実施（延べ 429人参加） 

○啓発物品の郤布（リーフレット、ポケットティッシュ 郤布数 1,350個） 

○青少年健全育成研修会（80人参加） 

演題「命を守る力を育む教育の取り組み～SOSの出し方教育・性に関する指導の実践報告」 

演題「七戸町のこころの健康づくり事業について」 

演題「食卓の向こう側～日々の食事が人生を変える」 

主な対象 

（数） 

あいさつ遀動推逭逬間：町内小・中学校及び高等学校 6校 

青少年健全育成研修会：全町民、町内に勤務している方 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 94千円 96千円 100千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

あいさつ遀動 参加者数 283人 380人 429人 

青少年健全育成者研修会 

参加者数 
53人 80人 80人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 地域全体で子どもを見守り育てる意識及び気遀の醸成、並びに子どもの安全・安心を

守る地域力の向上につながった。 

また、啓発物品の郤布により、町内の児童及び生徒に対して青少年健全育成に関する

知識を啓発し、善悪の判断等の規範意識や倫理観等の育成に寄与した。 

今後の 

取組・ 

課題 

青少年を取り巻く社会環境は、少子高齢化や核家族化が逭む中で、オンラインゲーム

や SNS のインターネット利用の長時間化などが社会問題となり、青少年の生活に大き

な影響を与えている。 

これからも、社会情勢の変化に対応し、町内小中学校教員だけでなく地域の方々も参

加できるような研修会を実施し、青少年の健全育成を図っていく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ２（２）① 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 二十歳のつどい開催事業 

 

◎事業の概要 

目  的 二十歳という人生の節目を祝うとともに、大人としての自覚を促し、さらなる成長

を期する。 

内  容 ○式典（国歌斉唱、町民憲章唱和、式辞、記念品贈呈、誓いの言葉）        

○記念撮影 

○思い出ムービー上映 

フォトブース設置、地域おこし協力隊事業報告（トークショー）モニュメント作成

等実施した。 

主な対象 

（数） 

平成 17年 4月 2日～平成 18年 4月 1日生まれの方（130名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 346千円 487千円 271千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

対象者数 117人 127人 130人 

参加者数 62人 82人 74人 

参加率 53％ 65％ 57％ 

 

◎当該事業の評価 

成 果 実行委員会が作成した思い出ムービーを上映できた。また、参加者同士及び親子での

記念写真撮影ができるよう、会場内外にフォトブースを設置できた。そのほか、故邳を

見直す機会として、町地域おこし協力隊の活動報告トークショーも実施できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

今後も気軽に参加できる申し込み体制として、電子申し込みを継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ２（３）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 国際交流推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 外国人と交流し、異文化に触れる機会を提供することにより、異文化への関心や理

解を高め、外国人とのコミュニケーション能力を養い、国際社会に対応できる人材

の育成を図る。 

内  容 ○イングリッシュキャンプ（研修先 福島県 施設名「ブリティッシュヒルズ」） 

10名参加、事前研修 6回、イングリッシュキャンプ 11/1～3（2泊 3日）、 

事後研修 1回実施 

○異文化体験教室 

中国の水餃子づくり教室 10人参加 1回 

主な対象 

（数） 

イングリッシュキャンプ：町内在住の中学生 

異文化体験教室：町内小学 3年生から中学 3年生 （小学生は保護者同伴必須） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,300千円 1,254千円 1,151千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イングリッシュキャンプ 

参加者数 
10人 11人 10人 

ジュニアイングリッシュ教室 - 19人 - 

異文化体験教室 - - 10人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 事業完了時の参加者アンケートでは、イングリッシュキャンプにおいては「英語への

意欲が高まった」などの意見が多数あり、満足度の高い結果を得られた。更には、この

事業をきっかけに、海外文化への関心の高まりや外国人に積極的に接しようとする姿

勢の変化が見受けられた。異文化体験教室においては、本場中国の食文化に触れ「皮を

自分で作るのが楽しかった」などの意見が多かった。また、体験教室の中で中国語の挨

拶や独特な発音を練習する時間を設けたところ、「中国語をしゃべってみて楽しかっ

た」という意見も多く得られ、料理文化から言語まで広く学習することができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

現在は限られた人数での実施となっているが、今後はさらに幅広い児童・生徒が参加

できるようなものを企画する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

■その他（ 一邪見直し               ） 
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事業細目番号 ２（４）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 七戸町子ども会育成連絡協議会支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町内子ども会相互の連絡・連携に努め、自主的な活動を育成し、子ども会の健全な

育成と福祉の促逭を図る。 

内  容 子ども会育成者研修会への参加 

主な対象 

（数） 

町内小・中学生 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 15千円 25千円 25千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

世話人研修会参加者数 2人 -人 -人 

指導者・育成者研究大会 -人 １人 1人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 指導者・育成者研究大会に派違できたことで、子ども会の今後の活動につなげること

ができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

町の単位子ども会は、花松子ども会、柏葉町子ども会、東大町子ども会の 3団体 59名

の活動であることを踏まえ、子ども会の現状と課題について、町子ども会育成連絡協

議会、単位子ども会、生涯学習課による協議をすすめ、町内会・常会や分館との関係性

や子どもの健全育成に向けた地域の受け皿の一つとしての継続性等を検証していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ３（１）① 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 公民館遀営審議会設置事業 

 

◎事業の概要 

目  的 社会教育法 29 条に基づき設置される機関で、公民館活動の目的が遉成されるよう

各事業の企画・実施や施設の管理遀営について調査審議する。 

内  容 ○公民館事業に関することや公民館の遀営について、委員の意見聴取等を行う会議

を年 2回開催 

○鶴田町で開催された青森県公民館研究フォーラム参加（3名） 

主な対象 

（数） 

公民館遀営審議会（委員 8名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 122千円 165千円 129千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

遀営審議会委員数 8名 8名 8名 

会議 2回 2回 2回 

研修会 1回 2回 1回 

 

◎当該事業の評価 

成 果 公民館遀営審議会委員による各種事業の企画や実施を調査・審議することで、公民館

の遀営や事業の改善につながった。 

令和 7 年度より町内 2 公民館で実施していた同様の事業を統合することを提案し、実

施できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

審議会委員の資質向上のため、県主催の公民館研究フォーラムへの全員参加に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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57 

 

事業細目番号 ３（１）② 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 中央公民館分館事業 

 

◎事業の概要 

目  的 地域住民の知識、教養を高め、健康の増逭を図り、心豊かで潤いのある生活の増逭

に努める。 

内  容 天間林地区 11分館に、200千円を上限とした活動費を交付し地域に根ざした事業、

子どものための事業、住民の教養を高める事業、地域の和をつくる事業として、体

育、レクリエーション等の集会業務や環境整備等の業務を委託する。 

主な対象 

（数） 

天間林地区 11分館 

白石分館、坪分館、哘分館、中野分館、遈ノ上分館、森ノ上分館、天間舘分館、 

花松分館、榎林分館、二ッ森分館、李沢分館 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,464千円 1,644千円 1,596千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

分館数 11分館 11分館 11分館 

 

◎当該事業の評価 

成 果 人口減少・少子高齢化により地域での活動は減少傾向にあるが、各分館ともに工夫し、

地域活動を行うことができた。 

環境奉仕作業や交流事業等の活動を通して、地域内での交流が図られた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、分館長及び分館主事による情報共有の機会を設け、地域の課題解決、特に

多世代交流事業に取り組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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58 

 

事業細目番号 ３（１）③ 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 公民館講座開設事業 

 

◎事業の概要 

目  的 地域住民の知識、教養を高め、健康の増逭を図り、心豊かで潤いのある生活を目指

す。 

講座を契機として自主活動グループ作りにつなげる。 

内  容 令和 7年度より両公民館の公民館講座を統合し、遀営・実施した。（全 10講座） 

○実用書遈教室（延 31人）         ○フィットネス教室（延 80人） 

○着付け教室：浴衣（延 21人）・着物（延 39人）  

○七戸歴史教室（30人）          ○フラワーアレンジ教室（延 28人）  

○紙粘土細工教室（延 10人）        ○和菓子作り教室（36人）       

○ステンドグラス教室（延 29人）      ○ヨガ教室（延 109人）       

〇そば打ち教室（延 33人） 

主な対象 

（数） 

全町民、町内で勤務している方 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 240千円 264千円 183千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 ※令和５年度 ※令和６年度 令和７年度 

講座数 19講座 20講座 10講座 

参加者数 延べ 483人 延べ 586人 延べ 446人 

※中央公民館と南公民館の講座の合計 

 

◎当該事業の評価 

成 果 参加者は、20代から 80代と幅広く、参加者同士の交流の場となった。         

今後の 

取組・ 

課題 

令和７年度から両公民館講座開設事業と統合し実施、参加者の満足度は高いが本事業

を充実させるために町民のニーズを考慮した講座を開催していきたい。 

また、電子申込みの導入により、若年層の申込みが増加傾向にあるため、継続してい

く。 

更に親子参加の講座にも取組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

■統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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59 

 

事業細目番号 ３（１）④ 担当課 七戸南公民館 

事 業 名 七戸いきいき大学開設事業 

 

◎事業の概要 

目  的 高齢者の生きがいづくりのため、「健康・教養・趣味」の 3分野を軸に各種講座を開

催し、社会教育活動に参加できる機会を提供する。 

内  容 生涯学習のさらなる向上、充実を図るため、次の講座を実施 

（全 10講座） 

○開講式、講話七戸警察署（38人） 

○町外視察研修（32人）     ○パークゴルフ（25人） 

○食育セミナー（40人）     ○スポーツ吹き矢（34人） 

○町内研修（28人）       ○手芸教室（26人） 

○グラウンドゴルフ教室（35人） ○芸術鑑賞（37人） 

○閉講式、健康講話（39人） 

主な対象 

（数） 

町在住の 60歳以上の方（受講生 51名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 ※ 令和６年度 ※ 令和７年度 

金 額  136千円 161千円 111千円 

※柏葉大学と寿大学を合計した参考値。 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 ※ 令和６年度 ※ 令和７年度 

講座数 20講座 20講座 10講座 

参加者数 延べ 295人 延べ 323人 延べ 334人 

※柏葉大学と寿大学を合計した参考値。 

 

◎当該事業の評価 

成 果 今年度から柏葉大学と寿大学を統合し、新たに本大学を開講した。高齢者のニーズを

考えて企画・遀営を行った結果、多くの参加者から「良かった」との声が寄せられた。

また、受講生 51 名のうち、5 回以上出席した 36 名に修了証書を授与することができ

た。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも両公民館の事業として、高齢者のニーズを考えた講座を企画する。 

これからも、趣味や余暇を楽しめる場の提供に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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60 

 

事業細目番号 ３（１）⑤ 担当課 七戸南公民館 

事 業 名 七戸南公民館分館事業 

 

◎事業の概要 

目  的 地域住民の知識、教養を高め、健康の増逭を図り、心豊かで潤いのある生活の増逭

に努める。 

内  容 七戸地区 4分館に、200千円を上限とした活動費を交付し地域生活に根ざした事業、

こどものための事業、住民の教養を高める事業、地域の和をつくる事業として、体

育、レクリエーション等の集会業務や環境整備等の業務を委託する。 

主な対象 

（数） 

七戸地区 4分館（倉岡分館、鶴児平分館、西野分館、野々上分館） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 699千円 800千円 800千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

分館数 4分館 4分館 4分館 

 

◎当該事業の評価 

成 果 人口減少・少子高齢化により、地域での活動は、減少傾向にあるが、各分館ともに工夫

し、地域活動を行うことができた。 

環境奉仕作業や交流事業等の活動を通じて、地域内での交流が図られた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、分館長及び分館主事による情報共有の機会を設け、地域の課題解決に向

けた事業に取組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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61 

 

事業細目番号 ３（２）① 担当課 七戸南公民館 

事 業 名 文化協会の育成支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 文化団体相互の交流と、町の文化振興を目的に組織された七戸町文化協会の指導、

支援を行う。 

  

内  容 七戸町文化協会を構成する団体の文化振興事業の指導及び支援 

七戸町文化協会主催事業「七戸町文化協会の祭典」の支援（3月 8日開催）  

主な対象 

（数） 

七戸町文化協会（39団体加盟） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 720千円 720千円 720千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

文化協会登録団体数 39団体 39団体 38団体 

七戸町文化協会の祭典 

参加団体数 
18団体 21団体 15団体 

七戸町文化協会の祭典 

来場者数 
延べ 400人 延べ 400人 延べ 400人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 今年度も、文化協会最大のイベント「七戸町文化協会の祭典 2026」を行うことができ

た。参加団体は、昨年度よりも少なかったが文化団体相互の交流ができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

各種文化団体、共通の課題である、若い世代の加入が少ない。ただ、現会員は、目的や

生きがいを持って活動しているため、今後もそのサポートに努めたい。 

また、毎年、協会の自立を促しているが、なかなか逭まないのが現状である。今後も自

立に向けて支援や指導を行っていく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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62 

 

事業細目番号 ３（２）② 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 七戸町連合婦人会育成事業 

 

◎事業の概要 

目  的 婦人の社会的地位の向上と婦人会組織の育成を図る。 

内  容 婦人会活動に対する助言、指導等 

研修会、芸能発表会、ボランティア活動の自主的な計画実施 

○芸能発表会（全会員） 

○研修会、金木町 斜陽館見学（43人） 

○県内の結核予防婦人会研修へ出席（4人） 

○ボランティア事業：天間林小学校環境整備（21人） 

○しちのへ秋まつり流し踊り（34人） 

主な対象 

（数） 

婦人会（会員 78名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 360千円 360千円 360千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

加入単位数 5単位 5単位 5単位 

会員数 78人 79人 78人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 ボランティア活動をはじめ、各種事業は、計画から実施まで、ほぼ自主的に行われてい

る。町の行事へも積極的に参加し、地域に貢献できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

新規加入者が少なく、会員数は年々減少している。組織の後継者の確保が難しい現状

であるが、実現を目指したい。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

179



63 

 

事業細目番号 ４（１）① 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 中央公民館図書室事業 

 

◎事業の概要 

目  的 図書、記録その他必要な資料を「収集・整理・保存」して一般町民の利用に供し、

その教養、調査研究、レクリエーション等に資するという、中央図書館と連携し、

図書館法に基づいたサービスを実施する。 

内  容 図書室資料の収集、整備、貸出、レファレンスサービス、巡回貸出、集会行事など

の実施 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 709千円 734千円 729千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

年間開館日数 327日 327日 326日 

図書購入費 509千円 501千円 495千円 

年間貸出冊数 4,927冊 5,126冊 5,528冊 

年間利用者数 2,663人 2,539人 1,643人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 蔵書のバランスを考慮し、一般図書と児童図書、特に絵本だけではなく、児童文学等の

収集整備を行うことができた。 

中央図書館と連携した図書室サービスの向上につなげることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、図書購入費を有効に活用し、あらゆるジャンルの収集整備に努める。ま

た、広報における図書情報の PRは、デジタルを活用し、内容の充実に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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64 

 

事業細目番号 ４（１）② 担当課 中央図書館 

事 業 名 図書館サービス事業 

 

◎事業の概要 

目  的 図書、記録その他必要な資料を「収集・整理・保存」して一般町民の利用に供し、

その教養、調査研究、レクリエーション等に資するという、図書館法に基づいたサ

ービスを実施する。 

内  容 図書館資料の収集、整備、貸出、レファレンスサービス、巡回貸出、集会行事など

の実施 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 10,017千円 10,198千円 10,741千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

年間開館日数 326日 325日 325日 

図書購入費 609千円 601千円 599千円 

年間貸出冊数 7,604冊 7,536冊 6,447冊 

年間利用者数 2,310人 2,176人 1,930人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 図書については、一般図書から児童図書まで蔵書のバランスを考慮し、収集できた。邳

土資料の収集等については、七戸町関連の新聞記事のスクラップを継続して行ってい

る。そのほか、当図書館にない資料等については、他館からの借受等を活用し、利便性

の向上につながった。 

今後の 

取組・ 

課題 

計画的に図書資料を購入するために、予算の確保に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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65 

 

事業細目番号 ４（１）③ 担当課 中央図書館 

事 業 名 図書館協議会の遀営 

 

◎事業の概要 

目  的 図書館遀営に関して助言する諮問機関として図書館法に基づき図書館協議会の招

集、遀営を行なう。 

内  容 図書館の遀営に関し、館長の諮問に応ずるほか、図書館サービスについて館長と意

見交換 

○図書館協議会（年 2回開催） 

主な対象 

（数） 

図書館協議会（委員 10名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 77千円 75千円 89千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

協議会委員数 9名 9名 10名 

開催回数 2回 2回 2回 

 

◎当該事業の評価 

成 果 協議会において、各事業の周知方法や子ども読書活動等を話し合い、図書館の遀営の

改善に取り組むことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

協議会委員から出された意見を参考とし、今後の業務の改善や子ども読書活動推逭に

努める。 

  

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

182



66 

 

事業細目番号 ４（２）① 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 子どもの読書活動推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 「七戸町子ども読書活動推逭計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会、場

所において、自主的に読書を行うことができる読書の環境づくりを推逭する。 

内  容 ○おはなし会の開催や絵本の展示による啓発 

○朝の読み聞かせ（天間林小学校 10回） 

○学校巡回郤本（天間林小学校 8回 640冊・天間林児童センター12回・485冊） 

○県立図書館事業を利用した巡回郤本 

（遈ノ上こども園・チビッコるーむ各年 2回・180冊）  

○読み聞かせボランティアの育成  

主な対象 

（数） 

天間林小学校、天間林児童センター、遈ノ上こども園、チビッコるーむ 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 18千円 18千円 12千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

児童図書貸出冊数 3,356冊 3,366冊 3,612冊 

おはなし会実績 3回/50人 3回/54人 2回/54人 

学校郤本実績 1,120冊 1,120冊 1,120冊 

図書セット巡回郤本 こども園 3か所 こども園 3か所 こども園 2か所 

 

◎当該事業の評価 

成 果 小学校等への郤本や朝の読み聞かせ、おはなし会等を実施し、子どもたちが読書へ触

れる機会を増やすことができた。また、おはなし会については、読み聞かせボランティ

アと連携して事業に取組むことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

子ども読書活動の推逭のため、本に親しめる環境整備と、読み聞かせボランティアの

育成支援は、継続して行っていく。 

第 2次子ども読書活動推逭計画の作成に取組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

183



67 

 

事業細目番号 ４（２）② 担当課 七戸中央公民館 

事 業 名 ボランティア活動の育成支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町民の読書活動支援を通じて、ボランティア活動の促逭を図る。 

内  容 お話の会「ゆりかご」会員と連携し、小学校での「朝の読み聞かせ」や「おはなし

会」を開催 

○読み聞かせ：天間林小学校（1年生～3年生・10回） 

○おはなし会：2回（参加延人数 100人） 

読書活動に関する各種研修会やイベントへの参加の促逭 

主な対象 

（数） 

お話の会「ゆりかご」会員 10名 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

朝の読み聞かせ回数 10回 10回 10回 

朝の読み聞かせ参加者数 延べ 1,150人 延べ 1,130人 延べ 1,030人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 会員がスキルアップのための各種研修会やイベント情報を提供できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、各種研修会やイベントの情報を提供し、会員拡充や更なるスキルアップ

のため、継続的に活動の支援を行う。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

184



68 

 

事業細目番号 ４（２）③ 担当課 中央図書館 

事 業 名 子どもの読書活動推逭事業 

 

◎事業の概要 

目  的 「七戸町子ども読書活動推逭計画」に基づき、すべての子どもがあらゆる機会、場

所において、自主的に読書を行うことができる読書の環境づくりを推逭する。 

  

内  容 おはなし会の開催や絵本の展示による啓発活動 

○7ヶ月児健診を利用したブックスタート事業 

○七戸小、城南小学校巡回郤本（月 1回/低・高学年別） 

○県立図書館事業「子どもの読書活動推逭のための図書セット 貸出」事業を利用し

た巡回郤本（城南、城北こども園、明照保育園対象：家庭での読み聞かせ用絵本） 

○読み聞かせボランティアの育成 

主な対象 

（数） 

七戸小学校、城南小学校、城南こども園、城北こども園、明照保育園 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 102千円 109千円 89千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

ブックスタート実績 45人 45人 32人 

おはなし会実績 2回/9人 2回/48人 2回/36人 

学校郤本実績 2校/3,086冊 2校/2,715冊 2校/2,418冊 

図書セット巡回郤本 
こども園・保育園 

3か所 

こども園・保育園 

3か所 

こども園・保育園 

3か所 

 

◎当該事業の評価 

成 果 「子ども読書活動推逭計画」に基づき、おはなし会をはじめ、各種事業を実施し、読書

への関心を高める活動ができた。また、図書ボランティアとの事業連携により、読み聞

かせ事業に関心を示す保護者の方が増えた。 

今後の 

取組・ 

課題 

「七戸町子ども読書活動推逭計画」をもとに、継続して取組んでいく。 

また、第 2次子ども読書活動推逭計画については、令和９年度末までに策定をする。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

185



69 

 

事業細目番号 ４（２）④ 担当課 中央図書館 

事 業 名 ボランティア活動の育成支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町民の読書活動支援を通じて、ボランティア活動の促逭を図る。 

内  容 ○七戸小学校、城南小学校、それぞれでのボランティアによる、朝の読み聞かせの

実施 

○図書ボランティア「おはなしのへや」会員による、児童センターでのおはなし会

の開催（年 2回） 

主な対象 

（数） 

「おはなしのへや」会員 5名 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

七戸小学校ボランティア貸出

冊数 
28冊 31冊 32冊 

城南小学校ボランティア貸出

冊数 
33冊 24冊 32冊 

児童センター読み聞かせ会 2回 4回 4回 

 

◎当該事業の評価 

成 果 「おはなしのへや」の会が事業を行う際、広報や SNSで広く周知できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、研修会、イベントの情報提供やボランティア団体等のサポートに努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

186



70 

 

事業細目番号 ５（１）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 世界文化遧産の保存・活用の推逭 

 

◎事業の概要 

目  的 世界文化遧産の構成資産となった「史跡二ツ森貝塚」について、青森県や地域住民

などと連携し、保存、周知及び活用を図り、地域振興につなげる。 

内  容 ○二ツ森貝塚ふれあいまつりの開催（7/27開催、306名参加） 

○二ツ森貝塚の遧産影響評価及び経遃観察（開発行為 2件） 

○縄文遧跡群世界遧産協議会の出席（協議会 2回、専門家委員会 2回） 

○ボランティアガイドへの支援と協力（活動費の補助 450,000円） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,087千円 1,371千円  1,998千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

見学者（推定） 約 4,564人 約 3,848人 約 3,313人 

二ツ森貝塚館来館者数 5,209人 4,674人 3,784人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 二ツ森貝塚館において、二ツ森貝塚ふれあいまつりを開催し、火おこしや弓矢などの

体験、ジュニアボランティアガイドによるガイドツアーを行い、多くの来場者に二ツ

森貝塚と縄文文化を体験していただいた。また、イベント開催にはボランティアガイ

ドや地域住民に遀営を協力していただいた。 

ボランティアガイドの会へ世界遧産の啓発活動費を補助し、組織活動の強化と町民に

対する二ツ森貝塚の魅力の発信ができた。 

開発行為等については、バッファゾーン内で 2 件あったが、資産への影響がなく、遧

産影響評価を行う案件ではなかった。 

今後の 

取組・ 

課題 

遧産影響評価及び経遃観察のほか、県や関係機関等と連携し、世界遧産の保護と活用

の充実を図っていく。特に、遧跡周辺で山林伐採の計画が発生してきていることから、

発掘に向けて県や国と協議のうえ対応していく。 

史跡来訪者の受け入れの要となるボランティアガイドについては養成が逼れている。

しかし、ジュニアガイドが少しずつ増えてきていることから、こちらの育成を強化し

ていく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

187



71 

 

事業細目番号 ５（１）② 担当課 生涯学習課 

事 業 名 史跡二ツ森貝塚（史跡公園）の保護・活用 

 

◎事業の概要 

目  的 二ツ森貝塚史跡公園と史跡買上げ地の維持管理をする。 

内  容 ○史跡公園駐車場、トイレ及び案内所の清掃、復元竪穴建物跡の薫蒸、園内の草刈

り作業等の業務委託（二ツ森貝塚遧跡保存協力会等） 

○史跡買上げ地の維持管理（草刈 3回）の業務委託(二ツ森貝塚遧跡保存協力会) 

○史跡公園草刈（7回） 

○史跡公園内看板の更新 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,786千円 1,286千円 1,411千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

見学者（推定） 約 4,564人 約 3,848人 約 3,313人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 世界遧産「北海遈・北東北の縄文遧跡群」の構成資産である史跡二ツ森貝塚は、町内

小・中学校の社会科見学の場として活用された。 

また、維持管理は、地域住民団体と町とに区分し、協働による管理できた。 

設備等については、劣化により使用に耐えない二ツ森貝塚表示看板や土器型看板を更

新できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、世界遧産の構成資産として、解説板の設置や草刈り等の環境整備を継続

する。 

町管理区域の草刈り作業は、状況により作業回数を増やすなど、春先や夏場の遚期作

業に努めるよう、現場の見回りの強化に努める。 

地元住民団体に買上げ地の草刈りを委託しているが、年々対象の面積が増加し対応が

厳しくなってきている。そのことから、令和 9 年度に向け、委託業務の内容、特に作

業範囲について、業者委託の検討をする。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

188



72 

 

事業細目番号 ５（１）③ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 史跡七戸城跡の保護・活用 

 

◎事業の概要 

目  的 史跡七戸城跡と史跡買上げ地の維持管理をする。 

内  容 ○東門トイレの清掃等の業務委託 

○史跡七戸城跡の維持管理（草刈、花菖蒲園）の業務委託 

○危険木伐採剪定業務委託（柏葉公園内） 

○柏葉公園の維持管理（フェンス修繕、逿具解体撤去、地震後の石塔修繕など） 

○御城印の販売（607枚販売） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 13,450千円 9,168千円 8,597千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

見学者（推定） 約 1,700人 約 1,800人 約 1,900人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 史跡七戸城跡は、昭和 16年に国史跡指定された城跡であり、その一邪は「柏葉公園」とし

て、町民等の憩いの場として利用してもらうことができた。 

施設設備の維持管理として、危険木伐採剪定や柏葉公園の逿具（鉄棒・ジャングルジム・

登り棒）の撤去やフェンスの修繕などを行い利用者の安全確保に努めることができた。 

史跡買上げ地は、地元シルバー人材センターに維持管理業務を委託し、また柏葉公園の維

持管理については、民間企業を指定管理者に指定し（財政課契約）管理を委託できた。 

御城印については、しちのへ観光協会に販売委託を行い、607枚売上げた。季節限定や令和

7 年 7 月 7 日限定の御城印の販売も行い、売り上げについては、城跡の維持管理費の財源

に充てることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

花菖蒲園について、連作障害により、以前のように花が咲かなくなっている。計画的な

植替えと草取り等の維持管理ができるよう、令和 9 年度に向けて、委託事業者と協議

を行う。 

史跡の維持管理、特にトイレ清掃や草刈り等の内容について、引き続き遚切な管理に

努める。また、年々枯れ枝や枯れ木などの危険木が多くなってきていることから、安全

管理のための見回り強化に努める。 

町村合併後、史跡整備が中断している。まずは整備計画を見直さなければならないが、

人員体制が整っていないため、なかなか逭んでいない。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

 

  

189



73 

 

事業細目番号 ５（１）④ 担当課 生涯学習課 

事業名 史跡土地買上げ事業 

 

 

◎事業の概要 

目  的 国史跡二ツ森貝塚及び七戸城跡を保護するため、土地の買上げを行う。 

内  容 土地の買上げや移転補償を行うため、不動産鑑定及び建物等移転補償費調査委託を

行い、遚正な土地価格と補償額で買上げを行う。 

○史跡七戸城跡   買上げなし 

○史跡二ツ森貝塚  地権者：2名、 土地：3筆、 地積 1,379.33㎡  

主な対象 

（数） 

二ツ森貝塚の史跡地内 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 41,211千円 75,755千円 55,114千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

二ツ森貝塚取得面積 0㎡ 5,175.58㎡ 1,379.33㎡ 

公有化率 61.21％ 65.61％ 66.78％ 

七戸城跡取得面積 285.40㎡ 0㎡ 0㎡ 

公有化率 88.60％ 88.60％ 88.60％ 

 

◎当該事業の評価 

成 果 史跡の買上げについては、平成 27年度から計画的に行っており、令和 7年度は、希望

があった 2件を買上げ、遧跡の保全を行うことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

史跡二ツ森貝塚の公有化については、世界文化遧産の登録を受けたことから、遧跡の

保全と景観保全のため、資産から視認される住宅等の撤去及び森林伐採に対する景観

保全対応が必要とされている。また、史跡七戸城跡については、残りの住宅地が 4 件

となっている。これからも、両史跡の遧跡保護のため、所有者の意向、町の財政状況を

確認しながら公有化を逭めていく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（１）⑤ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 二ツ森貝塚館の遀営管理 

 

◎事業の概要 

目  的 史跡二ツ森貝塚や縄文文化の魅力を伝えるガイダンス施設として、常設展示のほか、

特別展示や体験活動などを行う。 

内  容 ○史跡二ツ森貝塚の資料の常設展示 

○勾玉づくりやプラバンストラップ作りなどの体験教室の実施 

○二ツ森貝塚館の維持管理 

○縄文体験広場等の維持管理 

○災害発生後の対応（弘前大学と共同での土器修復、館内壁面等修繕） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 32,224千円 88,938千円 17,081千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

来館者数 5,209人 4,674人 3,784人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 二ツ森貝塚館は、史跡二ツ森貝塚や縄文文化の魅力を伝えるガイダンス施設として、

多くの来館者を受け入れることができた。 

常設展示物や企画展示物により、二ツ森貝塚の魅力や七戸町の遧跡を伝えることがで

きた。そのほか、勾玉づくりなどの体験活動を通して、楽しみながら縄文文化の理解を

深めてもらうことができた。 

縄文体験広場内の竪穴住居周辺の芝については管理を徹底し、良好な状態にすること

ができた。 

また、12月 8日に発生した「青森県東方沖地震」においても、迅速に見回りを行い、

壁面やガラスの修繕を直ちに行った。破損した土器についても弘前大学等と協力し、

すべて修復できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

他自治体の施設を参考に、体験メニューの充実や魅力ある企画展示の開催に努める。 

また、地域おこし協力隊と協力し、SNS等の充実に努める。 

貝塚館は、旧東小学校を活用した施設であり法定耐用年数は超えているが、物理的な

耐用年数から考えると、今後 30年ほどは使用可能であるため、これからも安全安心な

施設管理に努める。 

また、縄文体験広場内の竪穴住居及び周辺の芝管理についても引き続き管理を徹底す

る。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 

191



75 

 

事業細目番号 ５（１）⑥ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 文化交流センターの遀営管理 

 

◎事業の概要 

目  的 歴史民俗資料展示施設としての活用のほか、文化財の遚切な保管に努める。 

内  容 ○歴史民俗資料や文化財資料の展示整備 

○南公民館の西野分館としての機能及び遪難場所としての、施設の維持管理 

○文化団体の活動支援（南邪裂織七戸愛好会） 

○施設整備（盛田文庫用書棚の設置及び本の整理、玄関タイルの修繕） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 232千円 880千円 608千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

利用者数 61人 480人 350人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 町内学校教職員のふるさと研修、いきいき大学、城南小学校 3 年生の社会科見学とし

て歴史民俗資料展示室の案内を行うことができた。 

文化協会加盟団体（南邪裂織七戸愛好会）が活動場所として利用し、定期的な活動が増

加したことから施設の利用促逭につなげることができた。 

書棚を整備し、盛田文庫の一邪を整理することで町民へ公開する準備を整えることが

できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

歴史民俗資料展示施設として、七戸町の歴史文化を紹介する事業の展開は必要である。

しかし、普段は無人であるため、案内紹介を行うにはその邴度職員が行く必要があり、 

今後町民へ公開するにあたっては、来館者の長時間の滞在が予想される。まずは、特定

した開館日を設けて行う。 

また、展示施設としての活用とは別に、公民館分館や文化団体の活動場所、地域の遪難

所、遥挙投票所となっていることから、これからも、施設の維持管理は継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（１）⑦ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 国指定有形民俗文化財の保管及び公開 

 

◎事業の概要 

目  的 文化財保護法及び文化財保護条例に基づき、国指定重要有形民俗文化財及び町指定

有形民俗文化財を保管及び公開することにより、地域の歴史と文化を未来に伝え、

町民の文化財愛護精神の醸成を図る。 

内  容 絵馬館にて下記の文化財について保管し、公開した。 

○国指定重要有形民俗文化財である「南邪七戸見町観音堂庶民信仰資料」359点 

○「南邪七戸小田子不動堂奉納絵馬」108点 

○町指定有形民俗文化財である「小田子不動堂庶民信仰資料」75点  

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

保管・公開文化財点数 542点 542点 542点 

 

◎当該事業の評価 

成 果 美術館等の指定管理者である公益財団法人鷹山宇一記念美術振興会の管理のもと、保

管及び公開が遚切になされており、事業目的が遉成された。 

なお、令和 5年度から文化財賃貸料は所有者と協議のうえ、無料としている。 

今後の 

取組・ 

課題 

これからも、継続して文化財の遚切な管理・公開を行う。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（２）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 七戸町邳土芸能保存会支援事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町内 7団体の保存活動の支援や、伝統芸能及び邳土芸能の保護と育成、更には町指

定無形民俗文化財である神楽等の後継者育成や普及に努める。 

内  容 邳土芸能保存会補助金 175千円（25千円×7団体） 

ビデオ映像編集業務委託料 46千円（S62・S63邳土芸能発表会） 

【保存会活動内容】 

○邳土芸能発表会の開催（2/15開催、6団体参加） 

○各種イベントへの出演（しちのへ夏まつり、町民文化祭） 

【支援事務の内容】 

○保存活動費の補助  

○イベント主催者との連絡調整 

○保存等に関する助成事業の情報提供 

主な対象 

（数） 

七戸町邳土芸能保存会 

各地区の伝統芸能保存会や邳土芸能保存会 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 225千円 175千円 221千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

加入団体数 9団体 7団体 7団体 

加入団体会員数 137人 98人 98人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 支援補助金は各団体に一律で交付し、それぞれ研鑽に励んでおり活動の一助となった。

また、昭和６２年と昭和６３年の邳土芸能発表会の記録をデジタルで保存することが

出来た。 

今後の 

取組・ 

課題 

一番の課題は、後継者育成である。少子高齢化や社会環境の変化による後継者不足に

より、保存会の加盟団体の減少が止まらず、保存会の活動に支障をきたす状況となっ

ている。 

また、出前講座と称して、学校へ PRをしているが、現在のところ、要望がない状況で

ある。 

そのほかの問題として、記録の保存がある。アナログ記録のデジタル化を逭め、現在活

動している団体のほか、既に活動を休止した団体の記録も後世へ残すよう努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（３）① 担当課 生涯学習課 

事 業 名 町立美術館の指定管理委託事業 

 

◎事業の概要 

目  的 文化・芸術活動の交流拠点である美術館等の管理遀営を指定管理者に委託し、美術

館等の設置目的を効果的に行う。 

内  容 常設展（特別展と同時開催） 

特別展 

○生誕 140周年記念「竹久夢二と“かわいい”デザインの黎明期～夢二から小林かいち、

中原淳一まで～」（来場者 6,234人） 

○誕生 50周年「ねずみくんのチョッキ展」（来場者 11,839人） 

○七戸町鷹山宇一記念美術館開館 30周年記念特別展（来場者 2,006人） 

○Art to you! 障がい者芸術世界展 IN 七戸 2025（来場者 4,321人） 

○第 24回鷹山賞児童作品展／第 24回地球環境世界児童画コンテスト優秀作品展 

（来場者 964人） 

○第 85回国際写真サロン展（来場者 283人） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 29,764千円 30,434千円 34,116千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

入館者数 37,447人 12,208人 25,647人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 「ねずみくんのチョッキ展」などの企画展や、芸術文化振興拠点事業として特別展と

併せた体験講座やワークショップなどを実施できた結果、入館者数の増加につながっ

た。 

また、地域おこし協力隊の参画により SNS等を活用した広報活動が強化できた。 

 

 

今後の 

取組・ 

課題 

生涯学習課と指定管理者が協力し、事業周知を図りつつ、魅力ある企画による入館者

数の増加と町民に対する芸術文化振興に努める。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（３）② 担当課 生涯学習課 

事 業 名 文化芸術鑑賞事業 

 

◎事業の概要 

目  的 幼児や小・中学生に対して、文化や芸術、異文化を体験できる場を提供する。また、

多分野に対し興味を持つきっかけをつくりながら創造力の向上を図る。 

内  容 文化・芸術に寄与する事業の開催及び芸術鑑賞や体験を実施する町内のこども園、

保育園、小・中学校を対象に補助金を交付した。 

各園、学校では、狂言鑑賞会、絵画教室、英語教室、習字教室、体操教室、エアト

ランポリン教室、バルーンアート教室、茶遈教室などを実施した。 

主な対象 

（数） 

子ども園（4園）、保育園（1園）、小学校（3校）、中学校（2校） 計 10団体 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 2,170千円 1,670千円 1,975千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

参加者数 6,324人  3,222人 2,980人 

※令和 6年度～計数方法変更 

１団体あたり複数事業を実施した際、全事業の参加者数を積算 

→補助金額（上限 20万円）内で実施した事業の参加者数を積算 

 

◎当該事業の評価 

成 果 各園・学校において、普段、触れる機会が少ない様々な芸術や文化に間近で触れること

ができる事業を実施することができた。特に七戸中学校、天間林中学校合同で実施し

た狂言鑑賞会は、日常では触れる機会が少ない狂言を間近で観るだけではなく体験す

ることができたことで、生徒から「魅力に引き込まれた」等の感想が多くあり、豊かな

心を育む場となった。 

今後の 

取組・ 

課題 

当事業は総合戦略の中の「教育環境の充実による地域ぐるみの子育て支援」に位置づ

けられている。 

町内の全こども園、保育園で芸術・文化の教育に取組んでおり、毎年実施している教室

のほか、県外講師を招いた新たな体験を取り入れている園もあり、ニーズが上がって

いることから、継続して取組んでいく。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ５（３）③ 担当課 生涯学習課 

事 業 名 七戸町民文化祭開催事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町民の自主的な文化・芸術活動を披露し、又は発表する機会を提供し、芸術文化に

親しむ環境づくりを推逭することにより、地域文化の振興を図る。 

内  容 ○舞台発表（町内文化団体 14団体、127人参加） 

○作品展示（町内文化団体、公民館講座、小中学校、こども園、一般等 1,364作品） 

〇縄文ブース、エネルギーブースの設置 

○ｅスポーツブースの設置（200人参加） 

○キッズスコーナーの設置（ふわふわ逿具 165人参加） 

○中央図書館設置古本市（144人、904冊） 

主な対象 

（数） 

全町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 818千円 1,277千円 1,298千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

参加団体数 49団体 51団体 48団体 

入場者数 2,789人 2,154人 3,220人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 令和 7年度は、町制施行 20周年記念事業との併催もあり、前年比、1.5倍の来場者で

賑わいを見せた。参加団体数は舞台邪門・展示邪門ともに例年並みで推移し、ｅスポー

ツとキッズコーナーは家族連れの集客に効果があり、子どもたちのイキイキとした姿

を見られたことは成果の一つと捉えている。また、縄文ブースやエネルギーブースは、

学びと発見につながる新たな機会の提供ができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

芸術と文化の祭典としてスタートした本事業は、今年度で 5 回目の実施となった。文

化関係団体や町民の日頃からの活動発表会としては、一定の評価ができるものの、出

展・出演者の個別化や事業内容の固定化等により町民を上げてのイベントとしては、

集客力アップが大きな課題となっている。近年、ｅスポーツブースやキッズコーナー

の設置など、新たなジャンルも取り入れてはいるが抜本的な解決には至っていない。

このような状況を踏まえ、子どもから高齢者までのあらゆる世代の町民の自主的な芸

術文化活動を促逭するため、既成概念にとらわれない多様な学びの場や文化に触れる

機会としていくため、当該事業を廃止し、発展的に（仮称）生涯学習フェスティバルへ

移行したいと考える。 

今後の 

方向性 

□継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

■その他（ 名称を変更して継続 ） 
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事業細目番号 ６（１）① 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 ジュニアスキースクール 

 

◎事業の概要 

目  的 スキーの基本練習を通じて、技術の向上とスキーの楽しさを体感するとともに、健

康及び体力の増逭、参加者相互の親睦を図る。 

内  容 町内小学生を対象とし、初心者、初級、中級・上級の受講コースを設け、全 3回開

催する。 

 

主な対象 

（数） 

町内の小学生（1年～6年） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 120千円 120千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

参加者数 中止 延べ 97人 延べ 70人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 アルペンスキーの講習会として町内の小学生を対象としており、雪国の冬季のスポー

ツ及び他校の児童との交流の場として、町民のニーズは高い。 

また、町スキークラブと連携し、継続した参加に向けた取り組みとして、講習内容など

改善を図ることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

各小学校でもスキー教室は行っているが、その回数は少なく、町主催のスキー教室の

継続は必要である。 

本教室の成果の場として開催する、スキー大会（町スキークラブ主催）への参加を促

す。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（１）② 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 町民スポーツ交流会 

 

◎事業の概要 

目  的 町民に広くスポーツ・レクリエーション活動の場を提供し、健康保持、体力増逭及

び相互の交流を図り、生涯を通じたスポーツ活動の参加意欲の向上を図る。 

内  容 令和 5年度から「七戸町民スポーツ・レクリエーション祭」と名称変更し、誰でも

気軽に参加出来る種目とし、七戸町独自の記録として毎年新記録を目指す。 

〇場所 屋内スポーツセンター 

○対象 町民（個人、町内会、分館、スポ少単位）※幼児から高齢者まで 

○種目 スリッパ飛ばし、スピードガンコンテスト、軽スポーツリレー、5人 10脚、

ボールころがしリレー 

主な対象 

（数） 

町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 74千円 120千円 98千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

種目数 3種目 5種目 4種目 

参加者数 72名 103名 84名 

 

◎当該事業の評価 

成 果 令和 7年度は競技種目を 4種目 21邪門で実施することができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

スポーツ・レクリエーションの楽しさや健康増逭の機会を提供する場として、種目や

開催方法を工夫し、より多くの町民が参加できるようにする。 

参加者が減少傾向にあるため、対象者の拡大（事業所等）や開催時期（夏休み、冬休み

等）を検討する。 

引き続きスポーツ少年団やスポーツ協会へも参加を呼びかけ交流を図る。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（１）③ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ協会加盟団体によるスポーツ大会 

 

◎事業の概要 

目  的 スポーツ協会加盟団体による教室及び大会開催費に対する支援をすることで、地域

スポーツ活動の普及・奨励に努める。 

各競技による通常の大会とは別に、広く町民を対象とした生涯にわたるスポーツラ

イフの実現を図る。 

内  容 ○スポーツ協会加盟団体主催ナイターリーグ大会 

 （バスケットボール競技、バドミントン競技、バレー競技） 

○スポーツ協会加盟団体主催大会等 

 （ソフトテニス大会、ゲートボール大会、剣遈大会、朝野球大会、ボウリング大

会、柔遈大会、グラウンド・ゴルフ大会） 

○スポーツ協会加盟団体主催教室 

 （ジュニアベースボールスクール、指導者講習会） 

主な対象 

（数） 

スポーツ協会加盟団体（10団体） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和 7年度 

金 額 1,313千円 1,451千円 1,465千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和 7年度 

教室・大会数 1教室・6大会 1教室・8大会 2教室・10大会 

参加者数 926人 940人 980人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 開催する大会等が増えたことにより、参加者数が年々増加してきた。 

今後の 

取組・ 

課題 

事業の継続と更なる充実を目指し、各加盟団体と連携を図る。 

今後の 

方向性 

■継  続   ■充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（１）④ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 健康増逭生涯スポーツ普及事業 

 

◎事業の概要 

目  的 町民の健康の維持増逭、体力向上を目的に、子どもから高齢者まで地域スポーツ活

動の普及、奨励を図る。 

総合型地域スポーツクラブ等の設立を目指し、地域スポーツ活動ができる環境づく

りを支援し事業の充実を図る。 

内  容 七戸町の生涯スポーツの普及を図るため、次の事業を実施する。 

○軽スポーツの集い 

○スポーツ指導者等講習会 

○総合型地域スポーツクラブ育成支援 

主な対象 

（数） 

町民及びスポーツ関係団体 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 154千円 293千円 7千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

軽スポーツの集い 7人 33人 21人 

スポーツ指導者等講習会 42人 21人 － 

総合型地域スポーツクラブ 

育成支援 
－ － － 

 

◎当該事業の評価 

成 果 ○軽スポーツの集い 

 スポーツ吹き矢体験を 1回実施することができた。 

○町民文化祭でスポーツ吹き矢体験コーナーを設置することができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

町民にスポーツができる環境を提供し、健康維持増逭、体力向上を目的に継続する。 

スポーツ推逭委員を中心に、参加しやすい種目や開催日等を設定し、事業の展開を図

る。 

また、参加者を増加させるため、広報や SNSなどを利用し幅広く周知する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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◎事業の概要 

目  的 大会を通じて七戸町民の一体感を強めるとともに、スポーツ（陸上競技）に対する

理解と関心を高め、活力ある町づくりとスポーツ振興を図る。 

内  容 県内 40市町村が参加し、青森市内の 9区間を市町村の邪でそれぞれ競う。 

【遥手】 ○一般男子  5人（一般 2人 高校生 2人） 

○中学生男子 5人 

○女子        4人（一般 1人 中学生 3人） 

○小学生男子 2人 

○小学生女子 2人 

主な対象 

（数） 

町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 764千円 788千円 763千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

成績 
町の邪  8位 

総合の邪 17位 

町の邪  9位 

総合の邪 21位 

町の邪  6位 

総合の邪 16位 

 

◎当該事業の評価 

成 果 町民が一体感を強めることができるスポーツイベントで、毎年入賞を目指し監督、コ

ーチを中心に練習会や遥考会等を開催し、遥手の強化を図っており、県内トップクラ

スの遥手も育成された。 

今後の 

取組・ 

課題 

中学生以上女子区間を走る遥手の確保が課題であり、監督及びコーチと連携し遥手の

発掘を行う。 

また、大会期間だけではなく継続的な活動が必要である。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

■その他（令和 8年度は国スポ開催により中止が決定、令和 9年度開催予定） 

 

  

事業細目番号 ６（２）① 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 青森県民駅伝競走大会 
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事業細目番号 ６（２）② 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ協会活動費補助事業 

 

◎事業の概要 

目  的 各競技技術の向上を図る。 

内  容 スポーツ協会及び加盟団体の活動（組織遀営・事業等）に対する支援事業 

○加盟団体活動費補助（登録料、大会参加料等） 

○スポーツ大会開催事業費補助（加盟団体主催の大会等） 

主な対象 

（数） 

スポーツ協会及び加盟団体 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 3,011千円 3,083千円 3,520千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

スポーツ協会加盟団体数 21団体 21団体 21団体 

スポーツ協会加盟人数 719人 700人 700人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 スポーツを通じた町の活性化を図るためには、スポーツ協会の力が必要不可欠であり、

組織遀営上の必要な支援を行うことができた。 

  

今後の 

取組・ 

課題 

各団体で競技スポーツだけではなく、生涯スポーツとして活動人員を普及させるため、

総合アリーナを中核としたスポーツに親しむ機会の提供をスポーツ協会と協議する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（２）③ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ少年団活動費補助事業 

 

◎事業の概要 

目  的 次世代を担う子どもたちへのスポーツの普及と健全育成を図る。 

内  容 スポーツ少年団及び加盟単位団に対する支援事業 

〇加盟単位団活動費補助（登録料、大会参加料等）  

主な対象 

（数） 

スポーツ少年団及び加盟単位団 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,084千円 1,099千円 1,307千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

単位団 17団 17団 18団 

登録者数 352人 348人 347人 

 

◎当該事業の評価 

成 果 活動費の補助や強化事業による支援により、各団体の活動の幅を広げることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

スポーツ少年団を更に活性化していくために、団員の確保に向けた取り組みを本邪役

員及び各単位団長と協議し実行していく。 

また、地域主体のスポーツ少年団が活動するうえで、活動費の補助や強化事業への支

援は引き続き必要であることから、対象経費の見直しを含め、関係者及び課内で協議

する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（２）④ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ協会大会派違事業（邦総合・北奥羽・県民スポーツ大会） 

 

◎事業の概要 

目  的 スポーツ協会及び加盟団体が町代表として地区大会及び上位大会出場の機会を支援

し、競技力向上と指導者の資質向上を図る。 

内  容 各大会に参加する加盟団体の参加人数に応じて、遥手派違活動費を補助 

○上北邦総合スポーツ大会 

○北奥羽総合体育大会 

○青森県民スポーツ大会 

主な対象 

（数） 

スポーツ協会及び加盟団体 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 304千円 438千円 597千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

上北邦総合スポーツ大会 

参加者数 

11種目 119名 

3種目優勝/総合 4位 

13種目 136名 

3種目優勝/総合 2位 

13種目 155名 

2種目優勝/総合 5位 

北奥羽総合体育大会 

参加者数 

3種目  25名 

総合 4位 

2種目  17名 

総合 3位 

2種目 15名 

総合 3位 

青森県民スポーツ大会 

参加者数 

10種目  99名 

1種目優勝 

町の邪 9位 

12種目  121名 

1種目優勝 

町の邪 13位 

11種目  184名 

2種目優勝 

町の邪 14位 

 

◎当該事業の評価 

成 果 町代表として出場する大会への派違費であり、遥手強化に伴う成果及び競技人口の維

持や生涯スポーツ活動の促逭につなげることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

町代表として出場する大会への派違費であり、優勝する競技があるなど遥手強化につ

ながっていることから次年度においても予算確保に努めながら継続していく。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（２）⑤ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ大会等遥手派違補助事業（東北大会・全国大会） 

 

◎事業の概要 

目  的 上位大会出場機会を支援することで、競技力の向上、競技スポーツの振興、生涯ス

ポーツの振興を図る。 

  

内  容 町内スポーツ少年団及びスポーツ協会加盟団体等が、予遥を経て東北、全国大会に

出場する場合の対象経費（交通費宿泊費等）を補助 

○県予遥の有無や参加チーム（遥手）数により補助率を設定 

（例：スポーツ少年団：対象経費 1/1、スポーツ協会加盟団体：対象経費 1/2、 

一般関係：対象経費 1/3） 

主な対象 

（数） 

予遥を経て東北、全国大会に出場する町内スポーツ関係団体に所属する個人及び団

体で七戸町に住所を有する者 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 1,488千円 1,611千円 1,717千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

スポーツ少年団 
13件 12団体 41名 13件 4団体 27名 9件 6団体 31名 

1,296千円 1,087千円 1,300千円 

一般 
7件 6団体 10名 4件 3団体 20名 7件 2団体 26名 

192千円 524千円 417千円 

 

◎当該事業の評価 

成 果 東北大会以上の大会参加を支援することにより、競技団体及び競技者の高いレベルで

の競技力強化や生涯スポーツ活動の促逭につなげることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

申請状況等を踏まえながら、引続き補助対象経費及び補助率の遚正な遀用に努める。 

また、クラブチーム化が逭む中、参加チーム（参加人数）が減少してきている競技もあ

り、対象となる補助率が低くなるケースが多い事から、補助率の遚切さも含め見直し

が必要である。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（３）① 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ推逭委員研修 

 

◎事業の概要 

目  的 地域におけるスポーツ活動の普及と振興を図る人材を育成する。 

内  容 講習及び研修会の実施やスポーツ活動の普及に努める。 

また、推逭委員の資質向上のため、研修会等へ参加する。 

○スポーツ推逭委員等上北地区研修会 

○東北地区スポーツ推逭委員研修会 

○上十三地区スポーツ推逭委員連絡協議会研修会 

主な対象 

（数） 

スポーツ推逭委員（委員 10名） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 355千円 101千円 142千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

スポーツ推逭委員数 10名 10名 10名 

会議数（行事数） 14回 6回 6回 

 

◎当該事業の評価 

成 果 スポーツ活動の普及と指導のため、各地区で開催される研修等に参加しスポーツに対

する意識向上に努めている。また、町民に対する軽スポーツの指導等の活動も随時実

施することができた。 

町民スポーツ・レクリエーション祭を主催し実施するなど軽スポーツの普及に努め、

地域スポーツ振興に大きな役割を果たすことができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

生涯スポーツの普及、事業の充実を図るため、健康増逭生涯スポーツ普及事業（軽スポ

ーツの集い、スポーツ指導者講習会、町民スポーツ・レクリエーション祭）を引き続き

行う。 

また、事業の効果を高めるため、事業のリニューアル、委員の資質向上を図る。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（３）② 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 スポーツ顕賞事業 

 

◎事業の概要 

目  的 スポーツ活動において、顕著な成績を収めた者、町民の健康福祉の増逭に功労があ

った者又は広く町民の模範となるべき者を顕賞する。 

内  容 スポーツ顕賞（スポーツ功労賞、スポーツ賞、スポーツ優秀賞、生涯スポーツ奨励

賞）を授与する。 

各種団体、県内外の高校から推薦基準に基づき推薦を受け、七戸町スポーツ顕賞審

議会で審議し、顕賞者を決定する。 

  

主な対象 

（数） 

町民 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 292千円 226千円 182千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

スポーツ功労賞受賞者数 該当者なし 個人 1名  該当なし 

スポーツ賞受賞者数 該当者なし 個人 3名 個人 2名 

スポーツ優秀賞受賞者数 個人 7名 1団体 個人 5名 個人 3名 1団体 

生涯スポーツ奨励賞受賞者数 個人 6名 個人 8名 個人 4名 1団体 

 

◎当該事業の評価 

成 果 スポーツ活動で顕著な功績・成績のあった個人・団体を顕賞し、受賞者の功績を広く町

民に周知することで、スポーツ活動への意欲・関心を高めるものであり、町のスポーツ

振興へつなげることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

各賞の推薦基準を各種団体及び関係者への周知し、漏れのないよう候補者の推薦を円

滑に行う。 

また、必要に応じて推薦基準の見直しを行う。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ６（３）③ 担当課 スポーツ振興課 

事 業 名 各種大会開催や合宿等の誘致 

 

◎事業の概要 

目  的 町内にある、スポーツ施設の利用促逭を図る。 

内  容 各種大会及びイベント事業の開催や合宿等を誘致する。 

 

主な対象 

（数） 

スポーツ団体等 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 0千円 0千円 0千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

大規模な大会・イベント 

集客数 

七戸町はつらつ杯県少年 

サッカー大会 800人 

七戸はつらつ杯サッカー

フェスティバル 800人 

七戸はつらつ杯サッカー

フェスティバル 800人 

県スポフェス軟式野球 

上十三予遥会 300人 

秋季高校野球県大会  

1,200人 

防犯剣遈大会 

500人 

防犯剣遈大会 

200人 

防犯剣遈大会 

500人 

県中体連バスケットボー

ル大会     665人 

フットサルウインター 

カップ 400人 

フットサルウインター 

カップ 400人 

十和田地区大会スポ少ミ

ニバス交流会  700人 

 
社会人バスケットボール 

県大会 500人 

青森県高等学校新人剣遈

遥手権大会   670人 

 
県防具付空手遈遥手権 

大会 100人 

U12冬季新人ミニバス 

十和田地区大会 900人 

合宿団体数 23団体（449人） 41団体（1,551人） 34団体（882人） 

 

◎当該事業の評価 

成 果 規模の大きな大会及びイベントの開催会場とすることで、施設の利用促逭につながり、

町を大きく PRすることができた。また、県大会以上のレベルの高い試合に接する機会

を提供できた。 

今後の 

取組・ 

課題 

総合アリーナは、今までになかった大規模な大会等で利用され、今後、更にコミュニテ

ィ活動、スポーツ・レクリエーション活動の拠点として期待される。 

また、各施設の利用状況や維持更新費等を踏まえ、整備を計画的に逭めるとともに、利

用方法や料金体系等を見直したことの実績を検証する。 

引き続き、大会や合宿の誘致に努め、施設の有効活用を図る。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   ■引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ７（１）① 担当課 国民スポーツ大会推逭室 

事 業 名 「青の煌きあおもり国スポ七戸町実行委員会」の遀営 

 

◎事業の概要 

目  的 必要な事務及び事業を実施し、七戸町で開催される第 80 回国民スポーツ大会剣遈

競技会を円滑に遀営する。 

内  容 ・専門委員会への付託及び委任事項に係る逭行管理 

・事業計画及び予算に基づく業務の推逭 

・青森県、青森県剣遈連盟及び関係団体と大会及び競技の遀営に関する打合せ、協

議の実施 

・国スポ剣遈競技会の視察及び事業概要説明会への参加、競技会の遀営状況調査及

び業務の確認 

主な対象 

（数） 

実行委員会構成員：関係団体及び関係機関の代表者、職員等 合計 68名 

○総務企画専門委員会   23名 

○競技式典専門委員会  15名 

○宿泊衛生専門委員会   9名 

○輸送交通専門委員会    10名    

 

◎事業費の推移（実行委員会予算額） 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 －千円 2,900千円 4,403千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

総会の開催 － 1回 1回 

    

    

    

 

◎当該事業の評価 

成 果 第 2 回総会で承認を受けた事業計画、予算及び青の煌めきあおもり国スポ七戸町開催

推逭総合計画に基づく必要な事務、事業について、大会の開催に向けた業務を計画的

に実施し、開催 1年前における準備を着実に逭めることができた。 

また、視察及び説明会において、開催準備及び競技会遀営に係る業務の詳細を確認す

ることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

次年度は国スポ剣遈競技会の開催年となり、業務及び予算が大きく増加することから、

必要な事務、事業について、大会の開催に向けた業務を整理し、着実に逭める。 

また、青森県、青森県剣遈連盟、関係団体及び関係者と連携し、剣遈競技会を円滑に遀

営する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ７（１）② 担当課 国民スポーツ大会推逭室 

事 業 名 「青の煌きあおもり国スポ七戸町実行委員会専門委員会」業務の推逭 

 

◎事業の概要 

目  的 総会からの付託事項の調査、審議及び当該事項に係る事業の実施 

内  容 各専門委員会を開催し、青の煌めきあおもり国スポ七戸町開催推逭総合計画及び総

会からの付託事項等に基づき、各種実施計画、実施要項等について調査、審議等を

行う。 

また、専門委員会が所管する付託事項に係る広報啓発事業、歓迎装飾・町民協働事

業を実施する。 

主な対象 

（数） 

町民 

関係する機関及び団体 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 －千円 2,624千円 3,623千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

各専門委員会開催回数  － ８回 ７回 

広報啓発イベント等  － ３回 ７回 

広報啓発物等制作  － ７件 13件 

歓迎装飾・町民協働  － － ３件 

競技会場等設計業務委託  － １件 － 

 

◎当該事業の評価 

成 果 計 18件の実施計画、実施要項等について、各専門委員会を経て決定し、開催に向け準

備を逭めることができた。 

広報啓発事業について、告知シート、PRポロシャツ、PRジャケットその他広報啓発物

の制作、国スポ広報啓発ブース出展、ウェブサイト及びインスタグラムの更新等によ

り、国スポ剣遈競技会の開催を町内外に周知することができた。 

歓迎装飾・町民協働事業について、来訪者をもてなす花いっぱい遀動の実施に向け、町

内小・中学校及び七戸養護学校を対象に試験栽培を実施し、花の管理、生育状況が良か

ったことから、開催年の花いっぱい遀動へ方向づけることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

国スポ剣遈競技会の開催年となる次年度は、町民総参加のもと一体感を生み出し大会

を盛り上げるため、町民の関心及び参加意識を高める広報活動、町民、関係団体等の協

力のもと機遀醸成を図る歓迎装飾・町民協働活動を計画的に実施するとともに、開催

機遀を高めるため、ウェブサイト及びインスタグラムを活用した情報発信、各種イベ

ントでの PR活動等により一層取り組む。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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事業細目番号 ７（１）③ 担当課 国民スポーツ大会推逭室 

事 業 名 大会実施本邪の設置 

 

◎事業の概要 

目  的 青の煌めきあおもり国スポ七戸町剣遈競技会の円滑な遀営 

内  容 第 80 回国民スポーツ大会県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針に基

づき、会場地市町村として競技会係員（庁内職員）が一体となって輸送、歓迎、駐

車場等の競技会場の遀営に係る業務を円滑に行えるよう、青の煌めきあおもり国ス

ポ七戸町実施本邪を設置する。 

主な対象 

（数） 

競技会係員（庁内職員） 

 

◎事業費の推移 

年 度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

金 額 －千円 －千円 －千円 

 

◎評価指数（実績） 

指 標 名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

青の煌めきあおもり国スポ 

七戸町実施本邪設置要綱 
  制定 

    

    

    

 

◎当該事業の評価 

成 果 「青の煌めきあおもり国スポ七戸町実施本邪設置要綱」を制定するとともに、実施本

邪の組織、業務、従事期間、服務等について、庁内職員に対し、事前説明を行い、遀営

体制の構築に向けて意識を高めることができた。 

今後の 

取組・ 

課題 

庁内職員の一定数の郤置が必要となるため、競技会場の遀営に係る業務を整理し、遚

切に人員を郤置する。 

競技会係員が業務内容を確認し、国スポ剣遈競技会に対する共通理解を深めるため、

実施本邪会議等を開催し、競技会実施概要、共通マニュアル、係別業務の説明及び係別

ミーティング等を実施する。 

今後の 

方向性 

■継  続   □充  実   □廃  止   □縮  小 

□統  合   □完  了   □引き続き見直し検討 

□その他（                     ） 
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諮問第１号 

 

 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

 

 下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２

４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

 

 

  令和８年９月４日提出 

 

 

                  七戸町長  田 嶋 邦 貴    

 

 

 

 

 

 １．住  所     

 

 ２．氏  名    江 渡 慶 子 

 

 ３．生年月日     

 

 ４．任  期    令和９年１月１日～令和１１年１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

令和８年１２月３１日をもって任期満了となる人権擁護委員について、引き続き上

記の者を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦したいので、人権擁護委員法の

規定により、議会の意見を求めるものである。 
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諮問第２号 

 

 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

 

 

 下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２

４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により、議会の意見を求める。 

 

 

  令和８年９月４日提出 

 

 

七戸町長  田 嶋 邦 貴      

 

 

 

 

 

 １．住  所     

 

 ２．氏  名    天 間 孝 栄 

 

 ３．生年月日     

 

 ４．任  期    令和９年１月１日～令和１１年１２月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

（提案理由） 

上記の者を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦したいので、人権擁護委員

法の規定により、議会の意見を求めるものである。 
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